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　見渡す限り一面の薄すすき野の原はらには、爽さわやかな風が吹き抜けていた。

　天気のよい日で、都を囲む山々の稜りよう線せんがくっきりと見えている。秋が深まり、その山々は黄こ金がね色に染まっていた。

「兄上ー、見つけました！　ここです！　ここに道標が！」

　茶色がかった癖くせのある髪かみを美み豆ず良らに結ゆった、七、八歳ぐらいの子供が明るい声を上げる。

　空色の水すい干かんを着た子供の姿は、丈たけの高い薄にほとんど隠かくれてしまう。なので子供は、両手を上げてぴょんぴょん飛び上がり、自分の居場所を教えた。

「詞し音おんはいつも元気だな」

　牛ぎつ車しやから降り、ゆっくり近づいてきた年長の少年は、整った顔に優しげな笑みを浮かべた。

　艶つやのある黒くろ髪かみはまだ元服前の美豆良だが、色白でほっそりした肢し体たいに水色の水干をまとった姿は、十二という年ねん齢れいより遥はるかに大人びて見えた。

「兄上、こちらですよ」

　歳とし下したの子供は、名を土つち御み門かど詞音という。

　土御門家は陰おん陽みようを能よくする家だ。そして、兄の清きよ良らはまだ若じやく年ねんながら、不世出の陰陽師との名声を得た祖父をも凌しのぐ才の持ち主だと言われていた。

　今日、子供ふたりで薄野原に来たのは、父に命じられて、都をとおる龍りゆう脈みやくの様子を調べるためだ。

　密生する薄を搔かき分けると、地面に打ち込まれた四角い石の杭くいが見える。頭に刻まれた印は五ご芒ぼう星せいだった。

「よく見つけられたね？　偉えらいぞ、詞音」

　陰陽道の天才である兄に褒ほめられて、詞音はにっこりと微笑ほほえんだ。

「だって、兄上が真っ直すぐに行けば見つかるよって、教えてくださったもの。だから、真っ直ぐに歩いてきただけ」

「それでも、薄で埋うまっていたから、見つけにくかっただろう？」

「うん。ほんとはね、ここで躓つまずいたの。だから、見つかっただけ」

　詞音はあっさり謎なぞ解ときをする。

　すると、兄はとたんに心配そうな顔になった。

「転んだのか、詞音？　怪け我がは？」

「平気だよ？　どこも痛くないし」

　詞音はそう言って、笑みを深めた。

　ほんとは臑すねのあたりを少し擦すり剝むいてしまった。でも、正直に明かすと、兄を心配させてしまう。

「ほんとに、大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気ですって。それより兄上、早く儀ぎ式しきを見せてください。ぼく、すごく楽しみにしてたんだから」

　詞音ははしゃいだ声で兄を急せかした。

　陰陽師の家に生まれたものの、詞音にはその才能がまったく備わっていなかった。父にも早くから、おまえには陰陽道が向いていないと断言されていた。

　しかし、兄のほうは詞音と違って、すでに父の手伝いを務めている。

「それじゃ、始めようか」

　清良はおもむろに両手を前に突き出した。

　詞音は兄の邪じや魔まをしないように、一歩後ろへと下がる。

　兄は道標の上に両手を翳かざしたままで、低く真言を唱え始めた。

　詞音は懸けん命めいに目を凝こらす。

　兄が唱える真言は自分も習っていた。しかし才能のない詞音では、真言に秘められた〝力〟を解放することができない。ゆえに、じっと見守っているしかないのだ。

　道標に刻まれた五芒星から、ざわっと霊れい気きが立ち上る。

　だがそれも、詞音には、かすかに空気が揺ゆらいだようにしか感じ取れなかった。

　兄の目にはきっと、鮮あざやかな光が放たれる様さまが見えているのだろう。

　いったいどんな光なのか、一度でいいから見てみたい。

　しかし、どんなに願ったとしても、それは叶かなわない望みだった。詞音は才能のない自分をもどかしく思うだけだ。

　しばらくして、兄の真言が終了する。

「さあ、これで大丈夫だ。龍脈の淀よどみはすべて解消した」

　清良の言葉を聞いて、詞音は詰つめていた息をふうっと吐はき出した。

「兄上はいつも、すごいなぁ」

　詞音は心より誇ほこらしく思いながら、憧あこがれの兄を見上げた。

　たった四歳しか違わないのに、兄はすでに、陰おん陽みよう寮りよう天文博士を務める父の右腕といっていい存在だ。

「別に私がすごいわけではないよ。陰陽の道に沿って、正しい処置を施ほどこしているだけだから」

「うん、でも兄上には、龍脈から立ち上る、きれいな光が見えるんでしょ？　ぼくにはなんにも見えなかった。ねえ、兄上。ぼくにもいつか、見えるようになるかな？」

「詞音……」

　兄は困ったように首を傾かしげ、それから詞音の頭にそっと手を載のせる。

　陰陽道の修しゆ行ぎようは積んでいる。誰だれにも負けないほど熱心に、日々研けん鑽さんも重ねていた。けれども、どんなに修行を積もうと、才能の有う無むは歴然としている。

　兄もそれがわかっているからこそ、迂う闊かつな慰なぐさめは口にしないのだ。

　全部、心得ている。だから、これ以上兄を困らせることは言えない。

「兄上、風が冷たくなってきました。もう帰りましょうか」

　詞音はにこっと笑いながら兄を促うながした。

「ああ、そうだな。もう家に帰らないとな……」

　天てん賦ぷの才に恵まれた清良にも弱点はあった。生まれついてより、あまり身体からだが丈夫ではないのだ。冷たい風に吹かれていれば、風か邪ぜを引いてしまう。

　兄弟は手を繫つなぎ、牛車を止めた場所を目指して歩き始めた。

　しかし、薄の中を進む途と中ちゆうで、詞音はふと何かの気配を感じて振り返った。

「あ……」

「ん？　どうかしたか？」

「ちょっと気になることがあって……。見てきますから、兄上は先に牛車まで戻っていてください」

　詞音は兄の手を離はなし、薄を搔き分けて横へと進んだ。

　二十歩ほど歩いた時、薄の根元で、かさりと音がする。

　何か、小さな生き物が潜ひそんでいるのだろう。

　詞音はその生き物を驚おどろかさないように、そっと薄の穂ほを搔き分けた。

　なんと、そこに蹲うずくまっていたのは、純白の被ひ毛もうを持つ狐きつねの子だった。

　後ろ肢あしに血がべったりついている。

　狐の子は、びくりと身をすくませ、詞音を威い嚇かくするように唸うなり声を上げた。

「待って。何もしないから、怖こわがらないで……。怪我してるんだね？　大丈夫だから、ちょっとぼくに見せて」

　詞音はなるべく優しく聞こえるように囁ささやきながら、静かに両りよう膝ひざをついた。

　子狐が逃げ出す様子はないので、そおっと手を伸ばす。

「いい？　抱っこするから逃げないでね？　傷を見るだけだから、心配しないで」

　子狐は詞音の言葉を理解したかのように、じっとしている。

　詞音は両手でそっと子狐を抱き上げた。

　懐ふところに収め、注意深く見てみれば、右の後ろ肢からじくじくと血が出ている。

「これ、どうしたの？　猟りよう師しの罠わなにでもやられたの？」

　詞音はそう声をかけながら、子狐の傷を調べた。

　両側から何か鋭えい利りなもので挟はさまれたような痕あとがついているが、幸いなことに骨は折れていない様子だ。

「ぼく、傷薬を持ってるから、つけてあげるね。もう少しじっとしてるんだよ？　怖くないからね？」

　詞音は子狐を膝ひざの上に乗せたままで、懐を探さぐった。

　応急処置用の軟なん膏こうはいつも持ち歩いている。自分のためではなく、兄に何かあった時にと思って用意しているものだが、子狐にも効くはずだ。

　詞音は二枚貝に詰めてある軟膏を指ですくい、子狐の傷に塗ぬり込めた。

　染しみる薬のはずなのに、子狐は健けな気げにもじっと動かずに耐たえている。

「偉かったね。これで大丈夫だよ？」

　軟膏を塗り終えた詞音は、子狐をそっと地面に下ろした。

　抱いていた温ぬくもりが消えると、なんだか寂さびしい気持ちになる。ふさふさした子狐の背中から、手を離すのが惜おしいと思ってしまう。

　逃げ出す様子もないし、家まで連れて帰ったら駄だ目めかな？

　詞音は一いつ瞬しゆん、そんな考えにとらわれた。

　しかし、野生の獣けものを手元に置くのは道理に反している。そのぐらいは弁わきまえていた。

「ごめんね。もう行かなくちゃいけないからこれでお別れだ。でもね、ぼくはまた兄上のお供でここに来るよ？　いつになるとは言えないけど、また会えるといいね……」

　詞音は子狐を宥めるように話しかけた。

　子狐は真っ青な瞳ひとみで詞音を見上げ、じっと聞き入っている。　>>>♥

　やっぱり連れて帰りたいと思った時、兄が呼びかける声が聞こえてきた。

「詞音、どうかしたのか？　早く戻っておいで。あたりに少し不ふ穏おんな妖よう気きが感じられる」

「兄上、なんでもないです。今、そちらへ行きます」

　詞音は未練を断たち切って、立ち上がった。

「じゃあ、またね。元気でいるんだぞ？」

　最後にそう声をかけて、あとはもう振り返らずに、兄の許もとまで一気に駆かけ戻る。

「無事だったか……」

　兄はほっとしたように息をつく。

「はい。ぼくなら、平気です、兄上。お待たせしてすみません。怪け我がをした子狐がいたので、手当てをしてやっただけです」

　詞音は、まだ心配そうな顔をしている兄に、にっこりと笑えみを向けた。

「子狐……が、いたのか？」

「真っ白な子でした。すごくきれいな青い瞳をしてました。ここら辺では珍めずらしい色ですよね？」

「白びやつ狐この子……。では、先ほどの妖気はそれか……」

　兄の呟つぶやきに、詞音は僅わずかに首を傾げた。

「妖気？　別に怪あやしいところなんてありませんでしたよ？　ただの可愛かわいい子狐です」

「そうか、ならばいいのだ。おまえは純真だから、妖あやかしを寄せつけやすい。私がそばにいてやれればいいが、そうはいかない時もある。だから詞音。これからも、なるべく危ない真ま似ねはしないように、気をつけるのだぞ？」

「はい。わかりました」

　心しん配ぱい性しようの兄に、詞音はことさら明るい声で答えた。

「では、戻るとしようか」

「はい、兄上。参りましょう。ぼく、もうお腹なかが空すきました。早く屋や敷しきに帰って、婆ばあやが作ってくれる夕ゆう餉げを食べたいです」

「詞音はいつもそうだな」

　詞音は微笑む兄の手を引いて、牛車が待つ場所へ向かった。

　途中で兄は、まだ何か気にかかるかのように、背後を振り返る。

　詞音もつられて後方に目を向けたが、そこには風にそよぐ薄野原がどこまでも続いているだけだった。
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一






「おや、式も飛ばせぬ天文博士のおとおりだぞ」

「格好だけは仰ぎよう々ぎようしいが、優秀だった兄と違って、威い厳げんというものがまるでないな」

「まだ十八の若じやく輩はいに威厳を求めても無む駄だ、無駄。しかしなあ、陰おん陽みよう頭のかみ様は何な故ぜに、あの者が天文博士を継つぐことを認められたのか……益えき人じん殿こそ、相応ふさわしかろうに」

「まったく、世も末だな……いくら世せ襲しゆうが慣例だろうと、納なつ得とくいかぬ。どうしても天文部でというなら、他にも人材はいる」

「そうだ。あんな子供より益人殿だ。天文部なら奥おく村むら殿もいるぞ」

　わざと聞こえるように囁かれる悪口の数々は、すべてが自分の存在を否定するものだった。

　土御門詞音は怒りをぐっと腹に収め、しずしずと板張りの廊ろう下かを進んだ。

　陰おん陽みよう寮りようは、大だい内だい裏りで内ない廷てい関係の諸事を担当する中なか務つかさ省しよう管理下の役所である。

　陰陽道、天文道、暦道、漏ろう刻こくの四つの部門に分かれ、陰陽頭を筆頭に、総勢六十余名の者たちが、日々の仕事に従事していた。

　先々代の陰陽寮天文博士だった父が流行はやり病やまいで亡なくなったのは六年前のことだ。その時、兄の清良はまだ十六歳だったが、父の跡あとを継いで天文博士となった。

　しかし、その兄は昨年、三の皇子のお供で西国へと出かけ、旅先で行方ゆくえ不明になってしまったのだ。

　嵐あらしで御ご座ざ船ぶねが転てん覆ぷくし、兄は海中に没ぼつしてしまったという。三の皇子はなんとか無事に助けられたのだが、兄の行方はその後も杳ようとして知れなかった。

　──不幸にも、若き天文博士は亡くなった。

　世間ではそう言われていたが、詞音だけは兄の死を信じていなかった。

　兄はきっとどこかでまだ生きている。

　待っていれば、そのうち必ず都に戻もどってくるはずだ。

　天文博士の不在は一年近くの間続いた。しかし、これ以上空席のままにしておくわけにはいかないと、最終的には、詞音が兄の跡を継ぐことになったのだ。

　何故なら、陰陽寮の中でも、暦部門と天文部門だけは世襲制を取っていたからだ。

　代々陰陽頭を輩はい出しゆつするのは暦部の賀か茂も家で、その勢力は陰陽寮すべてを席せつ巻けんする勢いだ。賀茂家の流れを汲くむ学生や守しゆ辰しん丁ちようは圧あつ倒とう的に数が多く、詞音が属する天文部も半数以上が賀茂派に属していた。

　天才といわれた兄の清良は、その者たちの尊敬を得ていたが、詞音ではそうもいかない。

　若いというだけではなく、目につく才といったものがまったく備わっていないからだ。

　血統だけは優良だが、なんの〝力〟もない出で来き損そこない。

　詞音に対する世間の評価は一致している。

　なのにいきなり天文部の長、天文博士に抜ばつ擢てきされたのだから、風当たりが強くなるのも仕方のない話だった。

　──式も飛ばせぬ天文博士か……。

　詞音は内心でため息をついた。

　皆の言うことは決して間ま違ちがってはいない。詞音には妖気を感じる〝力〟や、妖や鬼おにの姿を見抜く見けん鬼きの才というものが、まったく備わっていないのだから。

〝力〟のある陰陽師は、紙や石に霊れい力りよくを込めて、己おのれの都合のいいように使し役えきする。時には虫や鳥、獣なども操あやつってみせると信じられていた。

　事実、兄の清良は、普ふ通つうでは見えないものに話しかけ、そこから情報を得たりしていたのだ。けれども詞音は、そんな真似がいっさいできなかった。

　文官用の束帯に垂すい纓えい冠かんをつけた詞音は、天文部の部屋に入って、ほっとひとつ息をついた。

　十八の誕生日は超こえたが、いまだに大人の風格は持ち合わせない。色白の顔立ちはあどけないといっていいほどで、体つきも華きや奢しやだ。髪かみの色は黒にはほど遠く、癖くせも強い。なので、しっかり結ゆい上げているが、それだとよけいに童顔が目立つことになる。

　詞音が文ふ机づくえを前に腰を下ろすと、配下の陰陽師のひとりがすぐにやってくる。

「今日の予定は？」

　詞音はにこりともせず、簡潔に訊たずねた。

　詞音より十歳上の陰陽師は、奥村宗そう衛えという。天文部きっての優秀な人材で、学生を束ねる立場だ。

　その奥村は、整った顔に渋しぶい表情を浮かべたままで答える。

「まずは、本日より新しい学生が天文部に入りましたので、ご挨あい拶さつさせます」

「新しい学生？　いったい、何故？」

　詞音は思わず問い返した。

　学生の数は各部によって決められている。欠員が出たとも聞いていないし、新規に学生を登用する時期でもない。

　しかし奥村は、詞音の問いを無視して後ろに合図を送る。

　待つほどもなく入ってきたのは、背の高い若い男だった。文官用の束帯ではなく、二ふた藍あいの直のう衣しを身につけている。

　前まで来た男は、ゆったりと腰を下ろし、優ゆう雅がな所作で頭を下げた。

　姿勢を戻した男と視線が合った瞬しゆん間かん、詞音は気き後おくれを感じた。

　顔立ちが驚くほど整っている。男らしい真っ直すぐな眉に、高い鼻筋。切れ長の双そう眸ぼうが涼すずしげな印象で、口元も引きしまっていた。

　顔立ちや長身を誇ほこる体たい軀くだけではなく、男はすべてに凜りんとした気品も漂ただよわせている。

　まるで、近ちか頃ごろ宮中で流は行やっているという、絵巻から抜け出してきたかのような公きん達だちだ。

　女によう房ぼうたちもきっと大おお騒さわぎしているのではと思われる、清すが々すがしい貴公子ぶりだった。

「藤ふじ原わらの有あり恒つねと申します。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　耳に心ここ地ちよく響ひびく声で挨拶され、男に見み惚ほれていた詞音はこくりと喉のどを上下させた。

　相手がいくらいい男でも、ここでは詞音のほうが上の立場だ。

　先に装しよう束ぞくの注意をしたほうがよいか、それとも、天文部に配属されることになった経けい緯いを問い質ただすべきか……。

　だが、詞音の口から出たのは、まったく異なる問いだった。

「そなたはいくつになる？」

「この秋で、二十三となりました」

「そんな歳としで、これが初めての出仕か？」

　聞きようによっては、ずいぶんと失礼な問いだった。年齢にしても、詞音のほうが五歳も下だ。しかし、藤原有恒と名乗った男は気分を害した様子もなく答える。

「ずっと田舎いなか暮らしをしておりました。都にやってきたのは、つい先日になります」

「そうか……」

　詞音は気が抜けたように相づちを打った。

「有恒殿は、藤原一門に属しておられる。陰陽頭様ともご昵じつ懇こんの間あいだ柄がらとお聞きしております。本来なら、もっとお立場に相応しい役に就つかれてもよいところです。しかし、陰陽寮に入るのは、本人のたっての希望だそうで、それならばと、陰陽頭様がわざわざ我が天文部へと命じられたのです。天文部としても有恒殿をお預かりできるのは、名めい誉よなことだと心得ます」

　奥村は、新入りの有恒に阿おもねるような説明をする。

　つまり、新参者の学生ではあるが、特別扱いをしろということだろう。

　けれども、それを否定したのは、当の有恒だった。

「藤原とは言っても、末まつ端たんに名を連ねているだけですので」

「天文博士を拝命したが、私もまだ若輩の身。そなたも諸しよ先せん輩ぱいに習い、励はげむがいい」

「はっ、かしこまりました」

　有恒は生き真ま面じ目めに答える。

　心配したほど偉えらそうな態度ではないことに、詞音はほっとひとつ息をついた。

「して、今日の予定はどうなっている？」

　有恒がまだ下がらぬうちに、詞音は奥村の白い顔に視線を移した。

「右大臣家より、四の姫が輿こし入いれされる日の吉きつ凶きようを占うらなうようにとの、指示がございました」

「そうか。他には？」

「他には特に急ぎの案件はございません」

「では、さっそく右大臣家に向かおう」

　詞音が何気なく告げると、奥村は驚いたように顔を上げる。

　眇すがめた目は、詞音に対する批難に満ちていた。

　口には出さないが、こんな大事な役目が、おまえに務まるのか？　そう問いたいのだろう。

　帝みかどのみならず、有力貴族の吉凶を占うのも、陰陽師の大切な務めだ。

　だが、霊力に頼らずとも、道具さえ揃そろっていれば、ある程度の結果は出せる。詞音は、この道具類の扱いだけは自信を持っているのだ。

「右大臣家のご要望にお応こたえするのです。それなりの準備も必要でしょう。今日の今日、いきなり先方へ伺うかがうというのは、いかがなものかと思いますが」

　奥村は苦言を呈ていするが、詞音は首を左右に振った。

「四の姫の輿入れなら、すでに日取りが決まっていよう。それを新たに占えということならば、何か障さわりがあったのかもしれぬ。様子を見るだけでも、急いだほうがいい」

「そうですか。しかし、今日は皆、抜かせぬ仕事を抱かかえております。急に供を言いつければ、色々と支障が……」

　奥村は気乗りのしない返事を寄こす。詞音の命令に、すぐさま応じるつもりがないのは明らかだった。

「では、そこの有恒に供をさせよう」

　詞音はさりげなく口にした。

　いくら生まれがよくても、有恒は天文部の新人だ。客人扱いはしていられない。

「今日、入ったばかりの者に、それは……」

　慌あわてたような奥村に、詞音は曖あい昧まいな笑みを向けた。

「今日は様子を見にいくだけだ。私ひとりでも事足りると思う。しかし、念のために道具はひととおり持参したい」

　つまり、有恒は荷物持ちとして連れていく。

　そう匂わせると、奥村は渋しぶ々しぶといったように首しゆ肯こうした。

「では、有恒。私についてくるがいい」

　詞音はそう言って、座から立ち上がった。

「かしこまりました。どこへなりと、お供いたします」

　すかさず横に来た有恒が言う。

　立って対たい峙じすると、首ひとつ分以上の身長差があった。

　思わず見上げると、澄すんだ双眸とまともに視線が合ってしまう。

　何故か、心の臓がどきりと跳はね上がり、頰ほおも赤く染まる。

「で、では、道具を取りにいくぞ」

　詞音は威い厳げんを取り繕つくろうように有恒から目をそらし、辛かろうじてそう口にした。
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　右大臣藤原房ふさ兼かねの屋敷は、大だい内だい裏りの東、一いち条じよう大おお路じにあった。

　藤原一門に名を連ねる者は多い。しかし、同じ藤原でも、特別に右大臣家と呼ばれる一門の隆りゆう盛せいは留とどまるところを知らぬ勢いだった。

　帝のおわす内裏に匹ひつ敵てきする規模の屋敷で、邸てい内ないも、栄えい耀よう栄えい華がここに窮きわまれりといった風ふ情ぜいだ。

　大内裏の陰陽寮から有恒だけを供に、ここまでやって来たが、実のところ詞音は不安に苛さいなまれていた。

　牛車に乗っている間、その不安が顔に出ないよう、神しん妙みような表情を保っていたが、いよいよ邸内に入る段になって、それも難しくなる。

　霊力を持たない。そんな陰陽師が、まともに仕事を務められるのか。

　一番不安に思っているのは、他ならぬ詞音自身だった。

　有恒をとおし、右大臣家の家人に来意を告げると、すぐに屋敷の奥へと迎むかえ入れられる。

　小者の案内に従いながら、詞音はますます心臓をぎゅっとつかまれるかのような不安を感じていた。

　緊きん張ちようのせいか、全身が総毛立つような感覚があって、首筋もちりちりする。

　大きな六りく壬じん式ちよく盤ばんを持った有恒がいなければ、「今日は日が悪いので出直す」そう暇いとまを告げたくなるほどだった。

　この屋敷は、どこかおかしい。

　でも、何も見えない詞音には、この違い和わ感かんがどこから来るのか、まったくわからなかった。

「詞音様、お足元にお気をつけください」

「え？　ああっ！」

　後ろからそう声をかけられたとたん、詞音は躓いた。

　とっさに有恒が手を伸ばし、支えてくれる。

　片方の手で占せん具ぐを抱えているのに、恐おそろしいほどの早はや業わざだ。

「大事、ございませんか？」

「だ、大丈夫だ」

　詞音は青い顔で答えた。

　玉砂じや利りが敷しきつめられた庭園を移動中だった。だが、路は平へい坦たんで手入れもよくなされている。普通なら転びそうもない場所だ。

　右大臣家からの仕事ということで、緊張しすぎていたのだろう。

　有恒に抱き支えられるという失態を犯したせいか、漠ばくとした不安が消えたのは、不幸中の幸いだろう。

　とにかく、こんなことでは、兄の跡あと継つぎとしてあまりにも恥はずかしい。

　己おのれを情けなく思った詞音は、すっと顔を上げた。

「行くぞ」

　声とともに有恒の腕から離れ、真っ直ぐに前を見て歩き出す。

　そのまま四の姫の居所である対たい屋のやまで行くと、姫づきの女房が几き帳ちようの陰かげから姿を現した。

「陰陽寮から参りました。天文博士、土御門詞音と申します」

「あなた様が、かの有名な天文博士様でいらっしゃいますか」

　鮮あざやかな小こう袿ちきをまとった三十過ぎの女房は、ほっとしたように答える。

　有名なとは、おそらく兄の清良の評判だろう。詞音は訂てい正せいの言葉を口にしようとして、すんでのところで思い留まった。

　勘かん違ちがいを正せば、相手によけいな不安を与あたえるだけだろう。誤解を解くのは、話を聞いてからでも遅くはない。

　濡ぬれ縁えんに座が設けられ、詞音は静かに腰を下ろした。

　女房は何か言いたげな素振りを見せたが、言葉を発するのを躊躇ためらっている様子だ。

「吉凶を占うにあたり、姫のご様子をお聞かせください。何か変わったことはございませんでしたか？」

　やわらかく問うた瞬間、女房は泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「物ものの怪け、だと思います。姫様は物の怪に狙ねらわれて……っ！」

　言葉を迸ほとばしらせた女房に、詞音はどきりとなった。

　女房が感じているものとは別種の恐怖にとらわれるが、懸けん命めいに平静を保つ。

「どうか、落ち着いてください。人は不安に駆かられると、ただの木の影が物の怪に見えるとも言います。姫君に何か起きたのか、順を追ってお話しください」

　詞音は女房だけではなく、自分自身も宥めるように口にした。

　肝かん心じんの自分が自信のない態度を取っていては、相手の不安を煽あおるだけだ。

　女房はほっとしたように息をつき、それからぽつぽつと姫君に起きた変異を話し出した。

　有力貴族との婚礼を間近に控え、四の姫は幸せそうに日々を過ごしていたという。夫となる公達からは、朝夕文ふみも届き、返歌を返す毎日だ。

　しかし、十日ほど前から急に、食事が喉のどをとおらなくなったというのだ。

　夜も寝つけなくなって、眠りに落ちたとたん、飛び起きるということをくり返し、しまいには姫の口から恐ろしい唸り声が出てきたのだと、女房は涙ながらに訴えた。

　これは、もしかして本当に物の怪の仕し業わざなのか？

　私に、それが祓はらえるだろうか？

　詞音の不安はさらに増大した。

　だが、ここで逃げ出すわけにはいかない。霊力がない自分でも、できることがある。

「では、さっそく占ってみましょう」

「何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします」

　女房がそう言って下がっていき、詞音は後ろに控えていた有恒に目をやった。

「六壬式盤を、これへ」

「はっ」

　有恒はすかさず、重い占具を詞音の前に据すえる。

　詞音はこくりと喉を上下させ、古来より伝わる六壬式盤へと手を伸ばした。

　棗なつめの木でできた四角い地じ盤ばんに、楓かえでで作られた可動式の円形の天盤が載のせられている。天盤と地盤には十干や十二支などの文字がびっしりと刻まれており、これを操作して出た目を、読み解くのが基本だ。

　詞音は慎しん重ちように式盤を合わせた。月の支と時刻の支を用いて、天盤と地盤を組み合わせることから始め、その後も複雑な動きで、推断に使う基幹を組み立てていく。

　現れた基幹部を読み解くのは至難の業だ。組み合わせ次第で、いくとおりもの解かい釈しやくが成り立つからだ。

　けれども詞音は、式盤を読み解くことには自信を持っていた。

　自分に霊力がないことがわかってからは、ひたすら式盤の扱いと読みを勉強したからだ。

　しかし、詞音は基幹に現れた答えに眉をひそめた。

　天盤を操作している最中に、ある程度の答えを予測していた。なのに、その答えが微び妙みようにずれている気がする。

　あと、ひと目盛り天盤の位置が横にずれていれば、何もかもすっきりするはずなのに、違和感が拭ぬぐえなかった。

「もう一度、やり直すか……」

　詞音は額にうっすらと汗を浮かべ、掠かすれた声で呟つぶやいた。

　その時、後方で控えていた有恒が、そっと声をかけてくる。

「詞音様、小鬼を先に追い払われたほうが、よろしいのでは？　数が多いので、きりがありません」

「！」

　何気なく言われた言葉に、詞音は息をのんだ。

　ぎこちなく首を後ろへと巡めぐらし、掠れた声で訊ねる。

「おまえには……鬼が見えているのか？」

「はい」

　有恒はなんでもないように答える。

　心の臓がありえないほど不ふ穏おんな音を立てた。

　自分には何も見えないのに、この男には見けん鬼きの才があると？

　どうする？　鬼の仕業なら、どうすればいい？

　札を飛ばせば、鬼は消えるのか？

　詞音は真っ青になりながら逡しゆん巡じゆんした。

　鬼がまとわりついているという状じよう況きようは、今までに幾いく度どもあった。けれども、そんな時はいつも兄が、すっと手を翳かざし、追い払ってくれたのだ。

　兄のように霊力を持たない詞音は、呪しゆを込めた札を飛ばしてみるのがせいぜいだ。

　しかし、それも自分自身で作ったものなので、効き目のほどはまったく自信がなかった。

　それでも何かしないわけにもいかず、詞音はそろりと袖そでに手をやる。

　だが、札をつかんだ時、有恒がそっと袂たもとを押さえてきた。

「失礼。まだ札を使うほどではないと思います」

「なん、だと？」

「小鬼は詞音様にかまってほしくて、まとわりついているだけでしょう。わざわざ呪じゆ符ふを使わずとも、これぐらいなら私が追い払いましょう」

「！」

　詞音は再び息をのんだ。

　今日、初めて陰陽寮にやってきたばかりの学生だ。なのに、自分で鬼を祓ってみせるという。

　この男はいったい何者なのだ？

　詞音はまじまじと有恒を見つめた。

　視線が合うと、有恒は何故かふわりと微笑む。

　きれいな笑みに、別の意味でどきりとなる。

「詞音様、失礼いたします」

　低い声が響き、次の瞬間だった。

　有恒に手を握にぎられて、そのあと、ふわりと抱きしめられた。

「あ……」

　体格差は歴然としており、華きや奢しやな詞音は、逞たくましい有恒の胸にすっぽりと包み込まれる格好になる。

　かあっと頰に血が上った。

　相手は女性ではない。ただの男だというのに、頰が熱くなって鼓こ動どうがいちだんと高く鳴った。

　羞しゆう恥ちのあまり、反射的に身体をよじろうとすると、さらに強く抱きしめられる。

「しっ、今しばらくこのままで。小鬼どもが離れていきます」

　有恒の息が耳にかかり、詞音は答えるどころではなかった。

　しかし、いつまでもこんな格好のままではいられない。

「も、もう、いいだろ。……は、離せ……っ」

　詞音は辛うじて命じながら、有恒の胸から懸命に身を起こした。

　その時、有恒の肩越しに、あり得ないものが浮ふ遊ゆうしているのが目に入る。

「！」

　空を漂ただよっているのは、小さな鬼だった。

　絵巻で描えがかれているのとほぼ同じ格好だが、掌てのひらに乗ってしまうほどの大きさしかない。

　それが、三体ほど、名残なごり惜おしそうな目つきでこちらを見ながら、徐じよ々じよに離れていく。

　お、鬼！

　これは、鬼だ！

　詞音は驚きよう愕がくで目を見開いた。

　存在は知っていても、今まで一度も目にしたことはなかった。それなのに、何故かはっきりと鬼の姿が見えたのだ。　>>>♥

　信じられずに息を詰めていると、詞音を支えていた有恒が姿勢を正す。

「失礼いたしました」

　有恒はなんでもないように言い、完全に詞音の身体から手を離した。

　そのとたん、空を漂っていた小鬼の姿が、ふっと搔かき消えてしまう。

「あ……消えた……」

　詞音は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　今のは、幻げん覚かくだったのか？

　手の甲こうで目を擦こすってみたが、あたりにはごく当たり前の景色があるだけだ。小鬼の姿など、どこにも見えない。

　詞音はぎゅっと両手を握りしめ、きつい眼まな差ざしで有恒を見つめた。

　もしかしたら、この男が何か術を使ったのかもしれない。

　鬼がそばにいても、今まで一度も見ることが叶かなわなかった。

　だとすれば、有恒に眩げん惑わくを見せられたのかもしれない。

　しかし、新参の男は、詞音が睨にらみつけても、いっこうに動じず口元をゆるめる。

「詞音様、小鬼どもは退散しました。占せん術じゆつはどうなさいますか？　今なら、式ちよく盤ばんに悪いた戯ずらを仕掛けるものもおりませんが」

　詞音は発せられた言葉を一心に反はん芻すうした。

　では、先ほど基幹に現れた答えに違和感があったのは、鬼の悪戯のせいだったのだろうか。

　不可解なことが多すぎて、一度にすべての答えを見つけ出すのは難しい。ともかく、ここへ来た第一の目的を果たすべきだろう。

　詞音は懸命に気を取り直し、無言で式盤に向き直った。

　へたに口をきけば、さらに深みに嵌はまってしまう。これ以上、新参者に主導権を握らせておくわけにはいかない。

　雑念を払い、詞音は真しん剣けんに地盤と天盤を合わせた。

　基幹に現れた目は、最初に予測していたものと同じだ。四の姫ひめのまわり、いや、この屋敷全体に淀よどみがあるとの答えだった。

「女房殿。答えが出ました」

　詞音は声を張り上げた。

　すると、几帳の陰からすぐに、先ほどの女房が姿を現す。

「いかがでございました？　やはり、物の怪でございましょうか？」

　心配そうな女房に、詞音はゆっくり首を左右に振ふった。

「四の姫に物の怪がついたという気配はありません。ですが、このお屋敷全体に、曇くもりがかかっております。しばらくの間、皆様で方かた違たがえをなさるのがよろしいかと」

　詞音は、なるべく不安を与えないように配はい慮りよし、言葉を選んで告げた。

「方違え、ですか？」

「行き先と期日に関しては、陰陽寮に帰りましてより、調べ直しましょう。明日の夕刻、遣つかいの者を寄こしてください」

「かしこまりました。明日の夕刻でございますね？」

　ほっとしたような女房に、詞音は頷うなずいた。

「念のため、姫君のお部屋に貼る札を置いていきます。こちらの二枚は北側に。こちらは東に貼ってください」

　詞音は袂から取り出した札を、女房に手渡した。

　決められた作法どおり、念を込めて書き上げた、魔ま除よけの札だ。

　女房は涙を流さんばかりに感謝しつつ、恭うやうやしく札を受け取った。

　これで、この屋敷でする仕事は終わりだ。

　右大臣家を覆おおう暗雲、いや、黒い霧きりは、ただ事ではなかった。しかし、あとのことは陰陽寮に帰ってから対処するしかない。

「戻るぞ」

　詞音は有恒に短く声をかけて、立ち上がった。
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　陰陽寮に戻る牛車の中で、詞音は意を決して訊ねた。

「そなたはいつも、あのように鬼が見えるのか？」

　向かい側に座した有恒は、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「先ほどの小鬼のことでしょうか？」

　問い返されて、詞音はゆっくり頷いた。

　己に能力が欠落していることで、保身に走るつもりはない。だが、事の次し第だいは明らかにしておきたかった。

　霊力がまったくないことが露ろ見けんすれば、自分は陰陽寮を追われるかもしれない。それでも、簡単に諦あきらめるつもりはなかった。

　兄が行方不明になって、次の天文博士を誰にするかで、陰陽寮は大変だったという。いくら世襲制を取っていても、能力のない詞音が次期天文博士となることに反対の者が多かったのだ。

　兄の清良に匹ひつ敵てきする力の持ち主が暦れき部ぶにいる。世襲制など気にせずに、その者を天文博士とするべきだ。どうしても天文部でというなら、せめて奥村に後を継がせてはどうかという意見も根強かったと聞いていた。

　詞音が失敗して天文博士の地位を失えば、今度こそ暦部の秀しゆう才さいか、あるいは奥村がその座に就つくだろう。

　いつか、行方不明の兄が戻ってきた時、詞音ならばすぐにでも天文博士の地位を交代できるが、いったん他の者の手に渡ってしまえば、それも難しくなる。

　だから、兄のためにも、最後まで努力だけは重ねていきたいと思う。

　また、高名だった祖父や勤勉家だった父、そして何よりも、才能のない詞音に、手取り足取り優しく陰陽術のいろはを教えてくれた兄に恥じねばならぬような真似もしたくなかった。

「小鬼はいつから見えていた？」

「最初から……いえ、正確に言えば、詞音様があの屋敷に入られた直後からですね。ほら、足元にまとわりつかれて、転びそうになられたでしょう？」

　有恒は、ごく当たり前のように言うが、詞音は驚かずにはいられなかった。

　躓いて転びそうになった時、他ならぬこの有恒が支えてくれたのだ。

　あれも小鬼の仕業であったとは、気づきもしなかった。

「そうだったのか……」

　詞音は深いため息をついた。

　それだけはっきり鬼が見えるなら、自分よりこの男のほうが陰陽師として優秀かもしれない。

「失礼ながら、詞音様は、ああいったものどもを寄せつけやすい質をしておられるようですね。しかし、さすがは高名な土御門家のお血筋だ。鬼もあれだけ集まってきても、軽い悪戯を仕掛けるだけで、あなたには害をなそうとしない。むしろ、悪戯を仕掛けるのは、詞音様にかまってほしいからではないですか？」

「私にかまってほしいから、だと？」

　詞音は呆然と問い返した。

　自分が妖よう気きを引き寄せやすいことは承知していたが、まさか、小鬼どもにまで侮あなどられ、からかわれているとは、思いもしなかった。

「小鬼はたくさん見えたのか？」

「はい。二十、いえ三十体はいたかと思います」

「普段から、あの屋敷に巣くっている小鬼どもだろうか」

　詞音は、自分自身に問いかけるように口にした。

「詞音様？」

　さすがの有恒も、様子がおかしいと気づいたようで、僅かに眉をひそめる。

　だが詞音は、正直に自分の状態を明かす気にはなれなかった。

　この男とは今日初めて会った。なのに、最初から己の弱点をさらす気にはなれない。

　それきりで会話が途と絶だえ、ゆったり進んでいた牛車が陰陽寮の前に到着する。

　詞音は無言で車から降り、さっさと屋内に入った。

　奥村がすぐに顔を見せ、首しゆ尾びを訊ねてくる。

「いかがでございました？　何か対策などは立てられましたか？」

　表情には明らかに、詞音を侮っている様子が出ている。

　奥村が詞音を嫌きらう理由はふたつある。

　ひとつめは、詞音さえいなければ、天文博士の座が巡めぐってきたかもしれないから。そしてもうひとつは、天才といわれた兄とは似ても似つかない、詞音の無能ぶりへの落らく胆たん。

　自身が優秀な陰陽師であるだけに、奥村は無能な詞音の下風に立つことにも苛いら立だちを覚えているのだろう。

「右大臣家の方々には方違えをしていただこうと思っている。皆でよき日を調べるように指示してほしい」

　内心でため息をつきつつ、そう言うと、奥村が驚いたような顔を見せる。

「右大臣家の方々、全員ですか？」

「そうだ。全員だ。あの屋敷は清めを行う必要がある」

「まさか、そんな……あり得ない……」

「私の言が信用できないか？」

　詞音は低い声で訊ねた。

　鬼は三体見えただけだ。しかも、あの小鬼自体は、今回の件とはなんの関係もない。

　しかし、六壬式盤で得た結果には、明らかに異常が見られた。たとえ霊力を持たずとも、示された答えは信ずるに値あたいする。

　奥村は、まだ疑わしそうに目を眇すがめていた。

　そこへ後ろから声をかけてきたのは有恒だった。

「さすが右大臣家ともなると、恐ろしいものですね。鬼どもが大勢巣くっておりました」

　なんでもなさそうに言ったとたん、奥村はぎょっとしたように振り返る。

「そ、そなたも鬼を見たのか？」

「はい」

　有恒は邪じや気きのない顔で頷く。

　奥村は、有恒から詞音へと視線を移し、そのあと慌あわてたように声を発した。

「すぐに、配下の者たちを集めて、方違えの日を調べさせます。数が多いので、暦部へも声をかけますが、よろしいですか？」

「陰陽頭様には、私のほうからご報告するので、よろしく頼む」

　一礼して下がっていく後ろ姿を見て、詞音はふうっと嘆たん息そくした。

「六壬式盤は元の場所に戻しておけばいいですか？」

「あ、ああ……」

　有恒ののんびりした問いに、曖あい昧まいに答えつつ、詞音はそれとなく様子を窺うかがった。

　今のはもしかして、自分を助けてくれたのだろうか？

　小鬼の存在は、右大臣家の淀みとはなんの関係もない。それを知っているはずなのに、有恒はわざと奥村に誤解を与えるように口を挟はさんできた。

　今日初めて天文部にやって来た男は、いったい何者なのか……。

　有恒の整った顔には、それを読み取らせてくれるようなものは何も浮かんでいない。

　それどころか、ふっと口元をゆるめられると、きれいな微び笑しように、またしても心の臓が高鳴ってしまう。

　詞音は我知らず頰を染めながら、視線をそらすしかなかった。
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　右大臣家の方違えの準備に時間を費ついやしたせいで、詞音が陰陽寮を出たのは、夜も遅おそくなってからだった。

　土御門家の住まいは大内裏からそう離はなれておらず、詞音はいつも徒かちで通っている。

　牛車はさして乗り心地がいいものではないので、自分の足で歩くほうが性しように合っていた。

　今日は小者も先に帰していたので、詞音は自分自身で灯あかりを持って、真っ暗な路を進んだ。

　だが、大内裏の門を出てさほど経たないうちに、あとを追いかけてきた者があった。

「お待ちください、詞音様」

　声をかけてきたのは有恒だった。

　詞音は眉をひそめた。見れば有恒は灯りすら持っていない。もしかして、自分が陰陽寮を出たあと、問題でも起きたのだろうか。

「何かあったのか？」

「いえ、問題が起きたわけではありません」

　そばまで来た有恒は、詞音の疑念を先取りするように答える。

「では、何事だ？」

　なんとなく苛立ちを覚えた詞音は、そっけなく問い返した。

「小者は帰されたと耳にしましたので、私がお屋敷までお送りします」

「え？」

　意外な言葉に、詞音は一瞬、我を失った。

「夜道は危ないですから」

「だ、だが、私の屋敷はたいして遠くない」

「それでも、おひとりでお歩きになってはいけません。また小鬼どもが集まってくるかもしれない。転んでしまいますよ？」

「……っ」

　詞音は何も言えず、かっと頰を染めた。

　まるで、小さな童わらべでも相手にするかのような言い方だ。

　年齢でも能力でも差がついているのは認めるが、それでも立場はこちらが上だ。

「さあ、お足元、気をつけてください」

　有恒は、詞音の戸と惑まどいなど少しも気にしていないように、そばまでやってくる。

「よ、よけいな心配はするな……っ」

　詞音は強く言い捨てて、足を速めた。

　が、その瞬間、何かに足を取られ、よろめいてしまう。

「おっと……やはり出ましたね。危ないですから、私につかまって」

　右大臣の屋敷での時と同じように、すかさず有恒の腕が伸び、しっかりと手を握られたうえで抱き留められる。

　詞音は自分の足元を見て、息をのんだ。

「これは……っ！」

　小鬼が足に縋すがりついている。

　有恒が案じたとおり、また小鬼が現れたのだ。

「さあ、悪戯せずに散れ！」

　有恒はしっかりと詞音の身体を抱き込んで命じる。

　そのとたん、足に絡からみついていた小鬼の姿が、闇やみの中に溶とけるように搔き消えた。

「な、なんなのだ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、有恒がすっと前方に目を凝らす。

「他にも出てきましたね」

　詞音もつられるように視線を上げた。

「あっ！」

　次の瞬間、詞音はぞくっと背筋を震ふるわせた。

　暗い大通りの向こうに怪あやしい影が揺ゆらめいている。輪りん郭かくははっきりしないが、それは大きな鬼の姿にも見えた。

　最初に感じたのは、異形のものに対する恐怖だった。しかし、すぐにそれを上まわる疑念にとらわれる。

　今までこんなものが見えたことはなかった。なのに、どうして今日に限って、何度も見えるのか。

　詞音は震えながら、そばにいる有恒へと視線を巡らせた。

「お下がりください、詞音様。あれは放置しておくわけにもいきません」

　有恒はそう言いながら、詞音を庇かばうように背中のほうへと追いやる。

　もはや自分を取り繕つくろう余よ裕ゆうもなく、詞音は焦あせり気味に問い詰めた。

「ま、待て。あれは、いったいなんだ？　本当の鬼か？　そなたには、あれが持つ〝力〟までわかるのか？」

「中級……ですね。あれも詞音様に惹ひかれて出てきたようですが、油断は禁物です。どうか、後ろにお下がりください」

「な、何をする気だ？」

　詞音は有恒の装束に手をかけ、懸命に問い返した。

「呪じゆ符ふをまだ持っていらっしゃいますか？」

「あ、ああ。数は少ないが、まだ持っているぞ」

「では、私にそれをお渡わたしください」

　詞音は言われるままに、朱しゆ色いろの文字が書かれた札を袂たもとから取り出した。

　有恒は前を見み据すえたままで、後ろに手を出す。その手に札を載のせ、詞音は再び前方の闇に目をやった。

「え？　消えた……のか？」

「いいえ、まだいます」

「で、でも、見えなくなった」

「詞音様は、ここでお待ちを」

　有恒はそう言ったかと思うと、ざっと前に走り出した。

　詞音が書いた札を上に翳かざしながら、低い声で真言を唱え始める。

「……ノウマクサマンダ、バザラダンセンダマカロシャダソワタヤ……」

　あたりの空気が張りつめた。

　闇にはまだ何か潜ひそんでいる気配がする。だが、どんなに目を凝らしても、詞音には何も見えなかった。

「……カンマン……ここから、去れっ！」

　不ふ動どう明みよう王おうの真言を唱え終えた有恒が、前方に札を叩たたきつける。

　闇にパシッと紫むらさきの稲いな妻ずまが走り、三枚の札が発火した。

　札はめらめらと燃え上がり、それを最後に、あたりは静せい寂じやくを取り戻す。

　詞音はその場に立ち尽くし、呆然となっているだけだった。

　こういう状況は過去に何度も体験している。陰陽道の天才だった兄が、調ちよう伏ぶくを行うのを、そばでよく見ていたからだ。

　僅かに感じていたいやな気配が消え失せる。それで詞音も、調伏が成功したことを知るのだが、その様子はいつも見えなかった。

　もしかしたら有恒は、兄と同じように陰陽道の天才なのかもしれない。

　そう思いついた瞬間、詞音は胸に鋭い痛みを覚えた。

　どんなに努力しようと、自分には得られない〝力〟。それを有恒はやすやすと駆く使ししている。

　羨せん望ぼうせずにはいられなかった。

「大丈夫でしたか、詞音様？」

　気き遣づかわしげに声をかけられて、詞音ははっと我に返った。

　鬼を退散させたばかりだというのに、有恒にはいっさい乱れたところが見えない。

「わ、私なら大丈夫だ。それより、そなたひとりにやらせてしまって、すまなかった」

「いえ、私は何も……いただいた呪符の〝力〟です」

「だが、札だけあってもどうにもならない。全部そなたの〝力〟だろう」

　詞音はすねたように言い募つのった。

　すると有恒は、そっと詞音の肩に手を置く。

「こんなに気持ちよく札を使えたのは、初めてです。あれは詞音様ご自身が作られたものでしょう？」

「正しい手順さえ踏ふめば、札など誰にでも作れる」

　詞音は苦々しい思いで吐き捨てた。

　呪じゆ符ふに朱色の文字を書くのは、いつも夜中だ。

　禊みそぎをして護ご摩まを焚たき、一心不乱に真言を唱えながら札に文字を書いていく。

　その時、どれだけの念を込めるかによって、出来上がった札の〝力〟も違ちがってくる。

　最初に父から手て解ほどきを受け、その後、兄に見守られながら、何百回、何千回と札を作る修しゆ行ぎようを重ねてきた。

　決して、いい加減に作ったつもりはない。それでも詞音には、自分の作った札が、どのような効果をもたらすのか、見ることは叶わないのだ。

「詞音様……」

　低い声とともに、手を手た繰ぐり寄せられて、ふわりと抱きしめられる。

「あ……」

　まるで、むずかる子供をあやすような抱き方だ。

　詞音はふいに羞しゆう恥ちに襲おそわれ、頰を染めた。

　天文部の長が、新参者に慰なぐさめられるなど、あってはならないことだ。それでも、優しい温もりが心地よくて、すぐに逃げ出す気になれなかった。

　しばらく動かずにいたが、恥ずかしさが消えたわけではない。

　詞音は地面へと視線を落とし、そこで再びはっと息をのんだ。

「小鬼が……いる」

　自分の足元に、また小鬼がまとわりついていた。はっきりとそれが見えることに、驚いてしまう。

「また、来ましたね……。だけど、おまえたち、いい加減で詞音様に甘えるのはやめろ。早く、立ち去れ」

　有恒は足元にいる小鬼に向かって命じながら、するりと抱ほう擁ようを解く。

　三体いた小鬼の姿が消えたのは、有恒の腕が離れた時だった。

「あっ……」

　詞音は信じられずに目を見開いた。

　小鬼は去ったのではない。突然見えなくなったのだ。

　もしかして、有恒の手が離れたからか？

　詞音は無意識に、有恒へと手を伸ばした。

　そうして、有恒の手に指先が触ふれた時、逃げていく小鬼の姿が見えた。

　まさか……この男に触れている時だけ、妖あやかしが見える？

　どうして、そんな不思議なことが……。

　詞音は呆然と長身の有恒を見上げた。

　いつの間にか月が昇のぼり始め、あたりは白々とした光に包まれていた。

　月光の中で見る有恒は、本当に絵巻から抜け出してきたかのように美しい貴公子ぶりだ。

「さあ、お宅までお送りしましょう」

「あ、ああ……」

　肩を抱くようにして囁ささやかれ、詞音は再び頰を染めながら頷いた。

　色々と問い詰めて、確かめなければならないのに、まったく言葉が出てこなかった。
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　有恒に送られ、土御門の家に戻った詞音は、ほっと息をついた。

「わざわざ、すまなかった」

「いえ、これぐらい、なんでもありません。それより、詞音様はこちらのお屋敷にひとりで住まわれているのですか？」

　問われた詞音は、思わず口元をゆるめた。

「このあばら屋を屋敷と言うのはちょっと……。この家にはひとりで住んでいる」

「そうですか」

「小者をひとり雇やとっているだけだから、たいしたことはできないが、少し酒でも飲んでいくか？」

　詞音は何気なく誘さそいをかけた。

「よろしいのですか？」

　生き真ま面じ目めに問い返されると、かえってまごつく。

「め、迷めい惑わくなら別にいいぞ」

「そんなことはありません。詞音様にお誘いいただけるとは光栄です」

　詞音は思わず頰を赤くした。

　あばら屋で使用人もろくにいない状況だ。それがわかっていて、見え透すいた世辞を言われても、困ってしまう。

「と、とにかく中へ」

　詞音は焦り気味に言いながら、有恒を屋内へと案内した。

　屋敷は荒あれるに任せている。

　何故なら、詞音はこの家の財を兄の捜そう索さくに費ついやしているからだ。

　三の皇子は海中から助け出されたあと、兄の清良を徹てつ底ていして捜させたそうだ。都に戻られてからも、捜索に手を尽くしてもらったが、半年も経つ頃にはすべてを諦めるしかなかった。

　詞音はそれでも兄の死を認められず、藁わらにも縋すがる思いで人を頼み、行方を捜してもらっている。

　もともと土御門家は清貧を旨むねとする家だった。父もよけいな財は蓄たくわえず、貧しい人々に施ほどこすといったような行いを続けてきたのだ。

　兄、清良の捜索にかかる費用は、すぐに土御門家を圧あつ迫ぱくするようになった。それで詞音は、すべてを切りつめるために、使用人にも暇ひまを出したのだ。

　使用人など置かずとも、自分ひとりの身み支じ度たくぐらいはできる。日中は陰陽寮で過ごすとなれば、人手はほとんど必要なかった。

　しかし、いざ客人を迎えるとなると、さすがに屋敷の荒れようが恥ずかしくなる。

　それでも詞音は懸命に平静を保ち、自ら有恒のための座を用意した。

「ここで、少し待っていてくれ。今、酒を用意してくる」

　詞音はそう言い置いて、屋敷の奥に向かった。

　途と中ちゆうでふと振り返ると、有恒は興味深そうに、あたりの様子を眺ながめている。

　手入れもろくに出来ていないばかりか、偉大な祖父や父が集め、また自ら書き残した陰陽術に関する書物が、あちこちに散らばっている。天文を測るための道具、天てん球きゆう儀ぎや渾こん天てん儀ぎも、雑然と放り出してあった。

　片付ける間があるなら、勉強に費やしたい。

　詞音はそう考えていたが、有恒はさぞかし呆れていることだろう。

　だいいちこれだけ散らかった家なのに、酒を飲んでいけと誘ったこと自体が間違っている。

　今さらのように羞恥を覚えたが、どうしようもなかった。

　詞音は先に自室へと行き、手早く束帯を脱ぎ捨てた。そうして結い上げていた髪を下ろし、新たに身軽な水干をまとって、厨くりやに向かった。

　そこで自ら酒の用意を調ととのえて、有恒の待つ板いた敷じきの縁えんへと戻もどる。

「待たせてすまなかった。悪いが、先に着替えさせてもらったから」

　有恒は、水干を着て髪を下ろした詞音の姿に、驚いたように目を見開いた。

「その髪……」

「ああ、これか。ひどいだろう？」

　詞音は自じ嘲ちよう気味に言いつつ、癖のある髪をひと束つかんだ。

　色も明るすぎて、鬼のような髪だと悪口を言われる時もある。

「その髪、いつも下ろしておられればよいのに……とても、きれいですよ。私はそのほうが好きです」

「えっ？」

　欠点でしかない癖毛を褒ほめられて、詞音は思わず息をのんだ。

「どうしました？」

「え、あ、ああ……なんでも、……。さあ、……え、遠えん慮りよなく飲んでくれ」

　有恒と横並びに腰を下ろした詞音は、羞恥でしどろもどろに言い訳しながら、素す焼やきの杯さかずきを手渡した。そうして、息を深く吐いて懸命に気持ちを落ち着け、同じ素焼きの酒器を手に、白く濁にごった酒を注ぐ。

「ありがとうございます。詞音様は？」

　有恒はそう言って、詞音の手から酒器を取り上げる。

　詞音は慌てて、首を左右に振った。

「いや、実を言うと、酒はあまり……」

　我知らず頰を赤らめながら言うと、有恒はおかしげに口元をゆるめる。

　これでは、なんのために有恒を誘ったのか、わからない。

　なんとなく口をついて出ただけだ。

　なんとなく、このまま有恒と別れるのが寂しいと思ってしまったせいで……。

　酒の相手もできないくせに、客を招待すること自体が間違っていた。

　自分の子供っぽさが恥ずかしくなり、詞音は胸の内でため息をついた。

　けれども有恒は、気を悪くした様子もなく、微笑んでいる。

「では、申し訳ないですが、私だけ頂ちよう戴だいします」

「あ、ああ……」

　杯を口に運ぶ有恒に、詞音はほっと胸を撫で下ろした。

　が、ひと口酒を飲んだ有恒は、思わぬことを言い出す。

「さすが、ですね。このお屋敷は……。強い結界が巡らされて、真に清せい浄じような〝気〟が保たれている」

「え？」

　身に覚えのない詞音は、かすかに首を傾かしげた。

「あそこに佇たたずんでいる式神も、まったく揺らぐことなく、一心に詞音様を見守っている」

「……式……？」

　有恒は感心したように言うが、詞音は呆然となるだけだった。

　自分には式神を使役する〝力〟はない。なのに、この男は何を言っているのだろう？

　詞音の疑問に答えたのは、有恒だった。

「ん？　ああ、そうか。あの式神は、詞音様が使役されているものではないのか……」

　半信半疑といったような言葉を聞いて、詞音にもようやく答えらしきものが思い浮かぶ。

「そなたの目には、どのようなものが見える？」

「そこの土ど塀べい沿いに、巫み女こ装しよう束ぞくの式神が立っております。こちらをじっと見つめておりますが、今のところ動く気配はなく……。俺に敵意がないことは、ちゃんと認識してくれているようですね。もし、俺が詞音様に対し、よからぬ害意を持っているとなれば、すぐさま飛びかかってきそうですが……」

「そうか。そなたの目には、そのように見えるのか。……それは、私の式神ではない。兄上が残されたもの」

　詞音はそう断言した。

　自分には見ることが叶わない。今までこの屋敷に、そんな式が存在していたことすら、知らなかった。でも、他ならぬ自分を見守っているというなら、その式神は兄が作り出したものに違いない。

　詞音は胸を震わせた。

「ありがとう、有恒。そなたの言葉で、私は勇気づけられた」

「いったい、なんのお話ですか？」

　有恒は訳がわからないといったように問い返す。

　詞音はほっと息をつきながら、その有恒を見返した。

「その式神は、兄上が作られたものだ。そなたの目に見えるなら……、式神がいまだに消えていないなら、兄上はやはりどこかで生きておいでなのだ。そなたが教えてくれた。だから、礼を言っている」

「兄上とは、もしや西国の海で行方不明になられたという？」

「ああ、先の天文博士だった、土御門清良。私のたったひとりの兄上だ」

　詞音はじわりと涙を滲にじませながら口にした。

　有恒はさりげなく身を寄せて、詞音の肩を抱く。

「詞音様……」

　耳に届いた声はあくまで優しく響き、詞音は泣きたくなってきた。

　今日初めて会った男なのに、どうしてこんなにも親しみを感じるのだろう。

　軽く抱き寄せられているだけなのに、どうしてこうも心が落ち着くのか……。

「そなたは不思議な男だな……」

　詞音は逞たくましい有恒に上体を預けたままで、ぽつりと口にした。

「不思議とは、何故です？」

　さりげなく問い返されて、詞音は深く息をついた。

「陰陽道はどこで習ったのだ？」

「誰にも習ったことはありません」

「噓だ。それなら、どうしてこんなにも色々と知っている？　普通の人間には、鬼や式神など見えないものだ。なのに、そなたはしっかりとそれらの存在を目にしている」

　詞音はため息混じりに言った。

　普通の人間である自分も含ふくめての話だ。

　しかし有恒は、天才といわれた兄の清良と同じ域にいる。常人では見ることが叶わぬものを見る。見鬼の才を持つだけで、陰陽師としては一歩先を進んでいることになるのだ。

「俺のはただ、そこにあるものが見えるというだけのことです。むしろ、その若さで陰陽道を極きわめておいでの詞音様こそ、すごいと言わざるを得ない」

　あまりに思いがけない言葉に、詞音はさっと身を固くした。

「そなたは、私を侮あなどっているのか？」

「どうして、俺が詞音様を侮ると？」

　ごく自然な感じで問い返されて、詞音は返答に詰まった。

「そ、それは……」

　この男は、あまりに予測がつかなくて、困ってしまう。

　天文博士となって、ひと月余。変わり者が多い陰陽寮で、詞音は必死に生きてきた。

　中には詞音と歳が近く、慕したってくれる奇き特とくな者たちもいる。しかし、大たい抵ていの者は能力不足の詞音を批判的な目で見ていた。

　詞音はその中で、なんとか馬鹿にされないように取り繕ってきたのだが、有恒は予測もできないところから迫ってくる。

「詞音様は、もしや、ご自分のお力を信じておられないのですか？」

「私の〝力〟？」

「はい。あなたは余人にないものをお持ちだ。いわば、この世にたったひとつしかない希少な宝玉……詞音様はそういうお方だ」

　手放しの言い様に、詞音は羞恥で頰を染めた。

　歯の浮いた世辞に違いないのに、どこか嬉うれしく感じてしまう。

「買い被かぶりすぎだ。そなたは、まだ私のことを知らないから……」

　詞音はそう呟いて、有恒から目をそらした。

　もし、自分には何も見えないのだと明かしたら、この男はどれほど驚くだろう。

　勘かん違ちがいは正さねばならない。それが正しい道だ。

　それに、すべてを明かしてしまったほうが、どれほど楽か……。

　けれども詞音は、ぎりぎりのところで踏ふみ留とどまった。

　兄が戻ってきた時のため、天文博士の地位はなんとしても確保しておきたい。

　そんな打算が働いたのだ。

　裏でこんなきたない計算をしている自分が、この世にひとつしかない宝玉とは、笑うしかなかった。

　この男は何者なのか？

　再び疑問が湧いて、詞音はひたと有恒を見つめた。

　月明かりが整った横顔を照らし出している。そしてその月光のせいか、有恒の双そう眸ぼうは神秘的に青く光っているように感じた。

「そなたは、陰陽頭、賀茂幸ゆき定さだ殿どのに所縁ゆかりの者と聞いたが……？」

「所縁があると言っても、さほど親しい関係ではございません。陰陽頭にお会いしたのも、つい最近のこと」

「そうなのか？」

　詞音は首を傾げた。

　奥村の言葉では、もっと深い関係があるようだった。

「陰陽術は習ったことがないと言ったが、妖は小さな頃から見えていたのか？」

　問いを変えると、有恒は深く頷く。

「勘かんはいいほうなので」

　短い答えは、詞音の疑問を解消するものではなかった。

　しかし、詞音はふと試ためしてみたいことを思いつく。

　有恒に触ふれている時だけ、自分にも妖が見えた。本当にそうなのか、試してみなければならないと思う。

　詞音はすっと手を伸ばした。

　だが、有恒の手をつかもうとして、躊躇ためらいを覚える。

　なんの理由もなく、他人の手に触れるなど、おかしいではないか。

　それに、有恒に触れると思っただけで、何故か心の臓がどきどきと高鳴ってくる。

　詞音は触れる寸前で自分の手を引っ込め、頰を赤らめながら有恒から視線をそらした。

　だが、その時ふいに、有恒のほうから手を握られてしまう。

「詞音様」

「……っ！」

　どきんとひときわ大きく鼓こ動どうが高鳴り、詞音は息をのんだ。

　思わずそらしていた視線を戻そうとして、その途と中ちゆう、ふと視界に入ったものがある。

　土御門家の屋敷には土塀を巡めぐらせてあるが、その片かた隅すみに、白の装束を着た女が立っていた。

　白く、表情のない顔で、女は静かにこちらを見ている。

　しかし、害意はまったく感じない。むしろ、見守られているような安心感を覚える。

　もしかして、あれが兄上の式か？

　詞音は驚きで目を見開いた。

　そうして、白い顔の女から、隣にいる有恒へと視線を移す。

　手をしっかりと握られている。

　だから、自分にも兄の式が見えているのだ。

　思わぬ成り行きで、確かめたかった真実が明らかとなる。

　有恒に触れていれば、自分にも式神や妖が見える！

　胸に歓かん喜きが溢あふれた。

　有恒さえそばにいてくれれば、この先、誰にも引け目を感じる必要はない。

　何も見えなかった時とは違って、これからは自信を持って陰陽術を行うことができる！

　が、芽生えた歓喜は、一瞬後には萎しぼんでしまった。

　有恒の助けを勝手に当てにするなど間違っているだろう。今日初めて陰陽寮に来た男に、押しつけていいことではなかった。

　それに、助力を得るには、自分に〝力〟がないことを明かさなければならない。

　もし、すべてをさらしたあと、助力を断られたとしたら、この先、どうしていいかわからなくなる。

　兄上、私はどうすればいいのでしょう？

　詞音は兄に助けを求めるように、塀の前に佇たたずんでいる式神を見つめた。

　しかし、兄が残してくれた式神は、ただ静かにこちらを眺ながめているだけだ。

「詞音様、何かお悩なやみのことでもおありですか？」

　有恒は握った手を離はなさず、そんなことを訊たずねてくる。

「別に、悩みなど……」

「でも、詞音様は苦しげに見える。お心にかかっていることがあるなら、明かしてみませんか？　俺にできることなら、なんでもさせてもらいます」

　有恒は詞音を気遣って、優しい言葉をかけてくる。

　きっと、もともと人がいいのだろう。

　しかし、詞音はその親切を受け取るわけにはいかなかった。

「そろそろ手を離してほしい。それに、そなたは今日、陰陽寮にやってきたばかりの新参だ。悪いが、たとえ私に悩みがあったとしても、そなたに打ち明けることはできない」

　否定の言葉を連ねる間、詞音の胸はしくしくと痛みを訴えていた。

　有恒は、がっかりしたように詞音の手を離す。

　それと同時に、塀沿いの式神の姿も消える。

　白々とした月光が射すなかで、沈ちん黙もくだけがあたりを支配する。

　気まずくなったその場の空気を晴らす方法を、詞音は何も思いつかなかった。











三






　右大臣家全員の方違え──。

　それは詞音が統とう括かつする天文部だけではなく、賀茂家の暦れき部ぶをも巻き込む騒ぎとなっていた。

　発ほつ端たんは右大臣家の四の姫の不調だったが、詞音が読み解いた穢けがれは、右大臣家の屋敷全体に及およんでいた。

　その穢れを祓うのは、容易なことではない。第一に、屋敷内を空にしなければならなかった。屋敷に住む者たちは、どこかよそで厄やく災さいを避さける必要があるのだ。

　右大臣家に住まう者が全員、同じ行動を取ればいいというものではない。各人、移動する日にちや期間、移動先など、一番よきものを選ばなければならないのだ。

　最初の取っかかりであった四の姫に関しては、一日で答えが出たが、その後が大変だった。

　もちろん詞音の天文部だけですべてを割り出すのは不可能だ。日付の決定には、もちろん専門である暦部が出てくる。

　普段、なんとなく反目し合っている部署が、ひとつの事例で共同作業を行うのだから、細かな部分で行き違いや軋あつ轢れきが生まれる。

　陰陽寮全体が、朝から晩まで騒そう々ぞうしいのも、仕方のない話だった。

　その日、詞音は、暦博士でもあり、陰陽頭でもある賀茂幸定に呼び出され、暦部を訪れていた。同じ陰陽寮の中でも、専門が違うため、建物はまったく別になっている。

「天文部の様子はどうだ？」

「はい、すべて恙つつがなく……」

　詞音は神しん妙みように答えた。

　賀茂幸定は四十代。新参の詞音とは違って、何十年もの間、陰陽寮を支配してきた男だ。

　幸定を宗主と仰あおぐ一族には、もともと土御門家をよく思っていない者も多い。兄の清良だけはその才によって例外だったが、詞音に代だい替がわりしてからは、ますます反はん撥ぱつが高まっていた。

　しかし、配下の者たちと違い、幸定は非常に温おん厚こうな常識人で、詞音に対する時の物もの腰ごしもやわらかい。

「そちらに預けた藤原の者は、いかがしておる？」

「はい。有恒でしたら、よくやってくれております。天文部に寄こしてくださったこと、感謝します」

　詞音はそう言って、頭を下げた。

　すると幸定は、満足げに目を細める。

「そうか、よくやっておるか。それは重ちよう畳じよう。あの者が天文部に行きたいと言い出した時は、困ったものだと思ったが、役に立っておるなら、いいだろう」

　詞音はふと気になって、幸定に向き直った。

「あの、陰陽頭様、有恒はどのような伝つてで、陰陽寮に来ることになったのでしょう？」

「ん？　どのようなとは……何か、あの者に不都合でもあったのか？」

　逆に問い返されて、詞音は返答に窮きゆうした。

　困っていることなど、ひとつもない。ただ有恒があまりに有能すぎるので、疑問が湧いただけだ。

「有恒はほんの数日で、なくてはならない人間となりました」

　詞音自身のことを言えば、たった一日のことだ。

「ほお、そうか」

「ゆえに、有恒の系けい譜ふが気になっただけでございます。他意はございません」

「そうか、そうか……」

　幸定は上じよう機き嫌げんだったが、結局のところ、肝かん心じんな出自については口にしようとしない。

　訊きいてはいけないことだったかと、詞音はさりげなく話題をそらした。

「ところで、暦部の方々にもお願いした右大臣家の方違えですが……」

「ふむ、そなたを呼んだのは、そのことよ……」

　ようやく肝心の話になって、詞音は居住まいを正した。

　癖のある髪は精せい一いつ杯ぱい伸ばすようにして結い上げている。童顔だけはどうしようもないが、文官用の束帯にも乱れがないよう充分に気をつけていた。

　しかし、天文部を預かる長として、せめて格好からそれなりに見えるようにとの努力は、次の幸定のひと言で、あっさり切り捨てられることになった。

「右大臣は方違えをなさらない」

「えっ？」

　ぽつりと漏もらされた言葉に、詞音は目を見開いた。

　とっさには、どういう意味なのか、推察することさえできない。

　幸定は福々しい顔に、困ったような表情を浮うかべる。

「六壬式盤を読み解いたのは、そなたであったそうだな？」

「はい。私自身が右大臣家のお屋敷にお伺いして、式ちよく占せんを行いました」

「ううむ……」

　それきり黙り込んだ幸定に、詞音は眉をひそめた。

　何かいやな予感がする。もしかしてと思い当たるふしもあったが、こちらから先に問いかけるのも気が引ける。

　沈黙を守っていると、しばらくして幸定が大きくため息をつく。

「実はな……暦部では、そなたが出したものと違う答えを得ておるのだ」

「…………」

　詞音は何も言えずに、唇を嚙みしめた。

　右大臣家で行った式占には自信を持っていた。屋敷全体を覆う陰があるとの答えに、間違いはないはずだ。

　だが、暦部が得た答えは、それとは違ったものだったらしい。

　まずいな……。どうすればいい……？

　見立ての不ふ一いつ致ち。そのことがもたらす混乱は、想像に余りある。

　しかし、とっさにはなんの解決策も思いつかず、詞音は年長者の判断を待つしかなかった。

「そなたが出した答えを無視するつもりはないが、暦部のそれもないがしろにはできぬ」

「あの、暦部ではどのような見立てだったのでしょうか？」

「右大臣家を覆う陰は、祈き禱とうをもって祓えばよい。それは同じじゃ。しかし、四の姫の方違えのみで、他の方々にはそのまま屋敷に留まっていてもらってもよいと……そういう結果が出た」

「…………」

　詞音はしばしの間、黙もつ考こうした。

　あの時、基幹に現れた曇くもりは、そんなに簡単に晴れるものではないと思う。もし、屋敷に大勢の者が残っていれば、祈禱にも障りが出るはずだ。

　ここはやはり、自分の判断を信じるしかない。

　詞音はさっと顔を上げ、陰陽頭を見つめた。

「暦部でのご判断に反対するというわけではないのですが、ここは安全策を取られたほうがよいかと思います」

「ふむ。そなたの意見は、危険はあるかどうかもわからぬが、とりあえず避けておくにこしたことはない。そういうことか？」

　言い方は微び妙みようだが、内容は概おおむね合っているので、詞音は神妙に頷いた。

　だが、陰陽頭からは、思いがけない言葉がかけられる。

「そなたはまだ若いの。大々的な方違えが右大臣家に及ぼす影響を甘く見ておる。右大臣様が長期に亘わたって不在となれば、政まつりごとがないがしろになるのだぞ」

「そ、それは……」

　詞音は答えに詰つまった。

「費用の問題もある」

「でも、右大臣家は……」

　今の日の本で一番の富ふ裕ゆうなのは右大臣家だ。

　詞音はそう訴えたかったが、陰陽頭は、その隙を与えなかった。

「右大臣家、なればこそじゃ。とにかく今一度、天文部のほうでも式占を」

「は、い……」

「期待しておるぞ」

　幸定は、そう言って人好きのする笑みを浮かべる。

　これ以上の意見は無用。言外にそう匂におわされ、詞音は黙って引き下がるしかなかった。
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　天文部に戻ると、いつものように奥村が首尾を確かめにくる。

「陰陽頭様のお話は、いかようなことでございましたか？」

　口元の皮肉っぽい笑みとともに、奥村が訊ねる。

　座についた詞音はため息をひとつ吐ついてから、陰陽頭の言葉を伝えた。

「もう一度、式占をやり直すように、とのことだった」

「やり直し？　ほお、そうでしたか。では、さっそく、道具を揃そろえないと……」

　奥村はさも嬉しげに言う。

　詞音が先にやった式占は失敗。陰陽頭に認められなかった。奥村にとって、詞音の失敗は、天文部全体の矜きよう持じに勝まさることだったのかもしれない。

「よろしく頼む」

「では、こたびは私にお任せくださいませんか？」

　奥村はいかにも機嫌がよさそうに言う。

　しかし、詞音は首を横に振った。

　やりかけたことには、最後まで責任を持ちたい。結果の真しん偽ぎを問われているなら、なおさら引き下がるわけにはいかなかった。

「こたびも私がやる」

　短く言うと、奥村は不満げに睨にらんでくる。

「さようでございますか。ですが……よけいなこととは思いますが、ひとつご忠告申し上げましょう。暦れき部ぶでは詞音様が出されたものとは、まったく異なる答えを得たとか……。やり直しのご命令があったのは、そのためでしょう。やり直しをされるのはいいですが、また同じ結果が出るようでは、陰陽頭様がなんと思われるか……。我ら天文部全体の評価にも関わることですので、充分にご配はい慮りよください」

　不出来な上司を諫いさめる言葉は、耳に痛かった。

　だが、詞音にも矜持がある。ただ単に、暦部に迎げい合ごうするわけにはいかない。

「充分に気をつけよう」

　詞音はそう言うに止とどめた。

　奥村が下がっていき、ため息をついていると、入れ替わりのように有恒が顔を覗かせる。

「詞音様、式占をやり直すとお聞きしましたが？」

　直衣を着た有恒は、怪け訝げんそうに訊ねてきた。

　冠かん位いの低い文官は遠えん慮りよすべき装束なのだが、結局のところ、誰も有恒に注意していないようだ。もっとも、堅かた苦くるしいだけの束帯より、鮮あざやかな色合いの直衣のほうが似合っているから、いいのでは。そう思わせてしまうのも、有恒だった。

「式占のこと、反対はしたのだが、お聞き届けいただけなかった。私の力不足だ」

　詞音は曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

　有恒は陰陽寮に来てまだ日が浅い。それゆえ詞音の低評価を知らず、公正な態度で接してくれているのだろう。

　それでつい、詞音のほうも本音を漏らしてしまうのかもしれない。

「ですが、同じ結果が出るのではありませんか？」

　有恒は眉をひそめ、考え深げに言う。

「そなたも、そう思うか？」

「私は式盤を読み解く知識は持ち合わせておりません。しかし、詞音様が式占を執とり行われていた時のお姿は、間近で見させてもらいました。詞音様が発しておられた〝気〟は、非常に強く、また混じり気のない美しい色でしたので」

「私の〝気〟の色？　そなたには、それも見えるのか？」

　詞音は驚きで目を見開いた。

「はい。とても美しい青、ですね」

　有恒はそう言って、口元を綻ほころばせる。

「…………」

　詞音は何も言えず、ただ胸の内で深く息をついた。

　有恒に見えるものが、自分には見えない。

　それを改めて思い知らされたからだ。

　どこから見ても能力不足の自分が、再び式占を行う。

　同じ結果が出た場合、それを認めてもらえるかどうか……。

　結局、問題はそこだった。もしかしたら、暦部と答えが同じになるまで、式占をやり直せと命じられるかもしれない。

　それよりも、もっと気にかかるのは、肝心の右大臣家のことだ。

　兄の清良ならば、あの陰り、いや、黒い霧のようなものの正体を、もっとはっきりさせただろう。何も見えない自分では、皆を納得させるだけの事実を示せない。

　だが、どんなに歯がゆく思っても、今の状況を脱するいい考えは浮かばなかった。

「有恒」

「はい、なんでしょう？」

「右大臣家でそなたは小鬼を見た。他に何か気づいたことはないか？」

「右大臣家を覆っていた、黒い霧のことでしょうか？」

　なんでもないように言われ、詞音はどきりとなった。

「やはり……そなたには見えたのか……」

　式盤で得た答え──それと同じものを、有恒は実際に見たのだ。

「正体はなんだと思う？」

「申し訳ないですが、正体までは……」

　有恒からは、期待した答えは得られなかった。

　しかし、詞音は有恒の話を聞いて、決意を新たにした。

　自分が出した答えはきっと間違っていない。ゆえに、やり直しも堂々と行うだけだ。

「有恒。これより、右大臣家の式占をやり直す。道具を揃えてくれないか？」

「かしこまりました。すぐにご用意します」

　部屋から下がっていく有恒の後ろ姿に目をやりながら、詞音はようやく晴れやかな気持ちを取り戻していた。
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　二度目の式占で得た答えは、右大臣家で出したものと同じだった。

　奥村をはじめとする天文部の学生たちは、もっと回数を重ねて答えを合わせたほうがいいと言ってきたが、詞音は応じず、陰陽頭に結果を届けさせた。

　詞音が二度目の呼び出しを受けたのは、それから三日後のことだ。

　陰陽頭の賀茂幸定は、相変わらず人のよい笑みを浮かべながらも、厳しい言葉を連ねる。

「このままでは、ちとまずいの」

「ですが、私のほうでは、これ以外の答えは出ません」

「暦部筆頭を務めておる加か納のう益人も、同じことを言っておってのぉ。このままでは埒らちがあかん」

　引き合いに出された名前に、詞音はびくりとなった。

　部署が違うせいで、今までほとんど顔を合わせることはなかったが、益人は兄、清良の好敵手といわれていた〝力〟のある陰陽師だ。

　天文部でも、益人に心しん酔すいしている者は多い。

　暦博士は陰陽頭が兼任しているので、今のところ益人の階級はただの学生だ。しかし実力は、陰陽頭さえも凌しのぐと噂されていた。

　そのような男と対立して、こちらに勝ち目があるとは思わない。

「こたびのこと、実は右大臣様にもご相談申し上げたのだ。意見が食い違うなど、普通ならば陰陽寮の恥にもなろう話だが、そなたは天文博士、そして暦部の益人は、右大臣様の覚えもめでたい秀才じゃ。そのふたりの出した答えが違っているとあっては、どうしようもない。そなたは、どう思う？」

　とろりとしたような顔を見せられて、詞音は答えに窮した。

　ここは退ひけ。

　そう命じられるならまだしも、どう答えていいのかわからなかった。

　黙り込んだ詞音に、陰陽頭は仕方なさそうに息をつく。

「そなた、己の出した答えに自信があるのだろう？」

「……は、い……」

　詞音は思わず屈してしまいそうになったが、ぐっと堪こらえて頷いた。

　面子メンツがどうのという問題ではない。大事なのは、右大臣家の安あん泰たいだ。

「あくまで己の意見をとおそうと言うなら、仕方ない。そなた、益人と一緒に今一度、右大臣家に出かけて、黒い霧の正体を見極めてくるがいい。右大臣様も、ふたりを直接対決させてみるのが一番の早道だろうとのご意見だった」

「！」

　いきなりの話に、詞音は息をのんだ。

「それとも、この話……そなたのほうから下りるか？」

　陰陽頭は優しげな顔をしながらも、詞音を追いつめる。

　暦部一、いや、陰陽寮一の実力者と戦って、勝てる自信などなかった。

　ここで素直に自分の意見を引き下げれば、そんな競い合いなどせずにすむ。

　逃げ出したかった。

　実力の劣る自分が、陰陽寮きっての陰陽師といわれる益人に勝てるはずがない。恥をさらすぐらいなら、今すぐ下りたほうがどれだけ楽か……。

　だが、詞音は最後の最後で、歯を食い縛るようにして絞り出した。

「益人殿と意見を戦わせよとのご指示……しかと承うけたまわりました」

「ほお、逃げずに受けるか」

「……はい。右大臣家にかかる霧は、簡単に祓えるものではないと思いますので」

　詞音はそう答えるしかなかったのだ。
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　──式も飛ばせぬ天文博士が、暦れき部ぶ一の秀才、加納益人と陰陽術の一いつ騎き打うちを行うことになった。

　その噂は、あっという間に陰陽寮中に広がっていた。

「まさか、受けられるとは……信じられないことをなさる。どうして、意地を張られたのですか？　加納殿は百ひやく戦せん錬れん磨まの強つわ者ものですよ。何を仕し掛かけてくるかもわからない。どうして、先にひと言ご相談くださらなかったのですか？」

　苦り切った顔で、一番に文句を言ってきたのは奥村だった。

　詞音はともかく、素直に頭を下げた。

「相談もせずに、すまなかった」

「決まってしまったものは仕方ないですね。とにかく、三日後ということであれば、それまでにできるだけ入念に準備を行うしかないでしょう」

　呆れられているものとばかり思っていたのに、意外にも奥村は、心情的に味方してくれるらしい。

「式盤はもちろん持っていくが、他に何を用意すればいいだろう？」

　詞音がそう訊ねると、奥村は真剣な顔つきで考え込む。

「見立ての違いを調整するためというのは、おそらく口実でしょう」

「どういうことだ？」

「加納殿は人一倍強い霊力の持ち主。もしかしたら、その場で即そく、不ふ浄じような霧を祓ってしまうつもりかもしれません」

「えっ、しかし、それは危険では……」

　詞音は驚きの声を上げた。

　右大臣家を覆う闇がどれほどのものか、現時点では詳くわしくはわからない。もしかしたら、恐ろしく根深い闇かもしれないのだ。

　物の怪、怨おん霊りよう、あるいは鬼、妖よう魔ま……何が潜んでいるか……。今のところ、大人しくしているものも、へたに刺し激げきを与えれば、急激に巨大化することも考えられる。

「加納殿のお力は皆みなが認めるところ。しかし、正直に申せば、己の力量を過信しておられるのではと、思わぬこともないです。詞音様の場合は頼りなくていらっしゃるが、その分、慎しん重ちように事を進められる。まあ、そういうことです」

　日頃、何かと批判的だった奥村は、ばつが悪そうに横を向く。

　けれども、詞音にとってはありがたい言葉だった。

「ともかく、出来る限りのことはやってみるつもりだ。経験不足の私では、気がつかないこともあるだろうから、色々と教えてもらえるとありがたい」

「わかりました。天文部を挙げて、ご協力します」

「ありがとう」

　詞音は再び頭を下げた。

「では、さっそく準備にかかります」

　奥村は、そのあと取って付けたような咳せき払ばらいをして、下がっていく。

　詞音はその後ろ姿を見守りながら、ほっと大きく嘆息した。
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「詞音様、右大臣家での競い合いは、おやめください」

　有恒が厳しい顔でそう言ってきたのは、土御門家の門をくぐった時だった。

　最初に顔を合わせた日からずっと、有恒は詞音の護衛役を務めてくれている。

　詞音が遠えん慮りよしても、夜道は危ないからと譲ゆずらない。それで、毎夜、陰陽寮から家まで送ってもらっていたのだ。

「有恒、これはもう決まったことだ。今さらやめることはできない」

　詞音は、長身の男を見上げた。

　月げつ齢れいが進み、空にあるのは星々の明かりだけだ。

「あの屋敷は危険です。不用意に近づいてはいけません」

　有恒は真剣な表情で見つめ返してくる。

　薄うす闇やみの中でも端たん整せいな顔は際立っていた。ふいに鼓こ動どうの高鳴りを覚えた詞音は、ぎこちなく有恒から視線をそらした。

「危険なのはわかっている。でも、やらねばならぬ」

　呟いたとたん、有恒は乱暴に肩をつかんできた。

「詞音様！　本当にわかっておいでですか？」

「あ、有恒……っ」

　強い力で肩を揺らされて、詞音は驚きの声を上げた。

　いつも冷静な有恒が、こんなふうに激しているのは初めてだ。

「右大臣家の闇には、おそらく大物が潜んでいるはず。何がきっかけで暴れ出すか、わからない。なのに、わざわざ眠っている子を起こすような真似をする気ですか？」

　腹立たしげな有恒に、詞音はどくりと、ひときわ高く心の臓を跳ねさせた。

「あ、有恒……もしかして、そなたは知っているのか？　この前、正体を見たのか？」

　以前も同じことを訊ねた。詳しくはわからないとの答えだったが、あれはもしかして、遠慮していたのかもしれない。

「詞音様こそ、はっきりとご覧になったでしょう？」

　切り返されて、詞音は力なく黙り込んだ。

　有恒には本当のことを明かしたほうがいい。今がその好機だ。そうわかっていても、なかなか決心がつけられなかった。

「詞音様？　どうされたのですか？　そんなに悲しそうな顔をして……。まるで、捨てられた子犬のようですよ？」

　有恒は宥めるように言いつつ、ふわりと腕を回してくる。

　優しく抱きしめられて、詞音は本気で泣いてしまいそうになった。

「有恒……」

　この男は、どうしてこうも優しいのだろう。

　抱きしめられただけで、どうしてこんなにも胸がせつなくなるのだろう。

「俺は詞音様のことが心配なんです。右大臣家には何かある。だから、行かないでください」

　心の奥底まで染しみるような言葉だった。

　でも、詞音はゆっくり首を左右に振った。

　今さら逃げ出すわけにはいかない。

「有恒……私は逃げないと決めた。だから、気持ちは動かない。だけど、不安なのも事実だ。何があるかわからない。正直に言うと、怖くて震えてしまいそうだ。もし、頼めるなら、……そなたに……ついてきてもらいたい」

「詞音様？」

　怪訝そうに問い返されて、詞音はつと視線を上げた。

　そうして、じっと有恒を見つめつつ、心からの願いを口にする。

「そなたにまで危険を強しいるなど、許されないことだと思う。でも、そなたがそばにいてくれれば心強い。私は弱い人間だ。こんな私でも、そなたがそばにいてくれれば、最後まで頑がん張ばる勇気が持てそうな気がするのだ」

　真しん摯しに訴えると、有恒は、やれやれといったように嘆息する。

「詞音様にそこまで言われては、もう反対はできないですね。わかりました。右大臣家へご一緒します。そして、何が起きたとしても、詞音様は俺が守ります」

「……有恒……っ、ありがとう……」

　詞音は涙を滲ませた。

　思わず子供の様にしがみつくと、しっかりと抱きしめ返される。

「必ず、守りますから、ご安心を」

　力強い言葉に、胸が疼うずくように熱くなった。

　でも、その時、詞音は大事なことを言い忘れていたと気づいた。

　やはり、有恒には明かすべきだ。こんなふうに心配してくれる人間を、これ以上騙すことはできない。

　詞音は逞しい胸に埋めていた顔を上げた。

「あの、……そ、そなたに話しておかなければならないことが……」

「なんですか？」

　有恒は、ごく間近からじっと見つめてくる。

　あまりにも近すぎる距離に、さらに心の臓が激しく脈打つ。

「これを言えば、そなたはきっと驚く。それに……呆れてしまうだろう。私は、もともと守る価値などない人間だから、きっとそなたに嫌われて……」

「何を言い出すのですか、詞音様。たとえ何を聞かされたとしても、俺が詞音様を嫌うことなどあり得ません。これだけは断言できます」

「え……っ」

　予想外のことを言われ、詞音はしばし呆然となった。

　有恒は詞音の腰を引き寄せたままで、ふわりと微笑んだ。

「もしかして、案じておいでなのは、このことですか？」

　言葉と同時に手を握られた。おまけに有恒は頰も寄せてくる。

「あ……」

「こうすると、詞音様にも見えるのでしょう？　俺に抱かれていても、いやがらないでください。そうじゃないと、あの式神は俺を攻撃してきそうだ」

　詞音は塀に向かって立っていた。

　有恒は頰を触ふれ合わせるために、腰を落とし気味だった。

　だから、肩越しにはっきりと兄の式神が見えた。

　有恒は、詞音のその状態を最初からわかっていたようだ。

「有恒……？」

「詞音様は、俺と肌を触れ合わせている時だけ、妖が見える。それを言いたかったのですか？」

　詞音はこくりと頷いた。

　最大の秘密のつもりでいたのに、こうもあっさり指摘され、まるで憑つきものが落ちたような気分だ。

「今まで黙っていた私を軽けい蔑べつしないのか？」

「軽蔑？　まさか……あり得ません。むしろ、俺は喜んでますよ」

「喜ぶ？」

「俺でも詞音様の役に立てる。それが証明されたのですから、ここは喜ぶところです」

　有恒は頰を離し、にやりとした笑みを浮かべた。

　手を握られたままなので、まだ式神が見えている。

　詞音はふと居心地の悪さを覚えた。抱ほう擁ようは解かれたのに、握られた手から有恒の体温が伝わり、それで自分の身体まで熱くなっていく気がする。

　でも。手を離してほしいとは、言い出せない。

「有恒、あの……」

「なんですか？　詞音様」

「右大臣家での競い合いのこと……本当にいいのか？　何が起きるかわからないのに」

「だからこそ、詞音様のおそばについていないと」

「あの、だったら、その……、右大臣家でも……」

　詞音はそこで言葉を濁にごした。

　ずっと手を握っていてほしい。

　そんな恥ずかしいことは、とても口にできない。

　けれども有恒は、詞音の願いを最初から見抜いていた。

「手を握っているのはいいのですが、それだと詞音様は動きを制限されてしまいます」

「えっ？」

「式盤を一緒に動かす程度ならいいですが、もし、万が一のことがあれば、札を飛ばしたりしなければならない。それに、俺も詞音様を守るために動かねばならない。ずっと手を握りっ放しというわけにはいきません」

「そ、そうか……」

　有恒が手を握っていてくれれば、自分にも妖が見える。

　だが、そうそう都合よく、事は運ばない。

　意い気き消しよう沈ちんした詞音だが、そこで有恒が思いがけないことを耳打ちしてきた。

「手を握るより、もっといい方法があります」

　耳に直接息を吹き込むように囁ささやかれ、詞音は一瞬、びくりとなった。

「ど、どうすればいいのだ？」

「試してみても、いいですか？」

　やわらかく問われ、詞音はこくりと頷いた。

　が、次の瞬間、有恒の美貌がますます近づいてくる。

「……っ」

　息をのんだ詞音は、そのまま唇を塞がれた。

　何が起きたか、とっさにはわからず、思わず目を閉じる。

　でも、視界を閉じると、よけいに有恒の唇の存在をありありと感じてしまう。

　温かく湿しめったものが自分の唇に押しつけられている。たったそれだけなのに、心の臓があり得ないほど早鐘を打っていた。

　呼吸を止めたままでいると、しまいには頭がぼーっとなってくる。

　このままでは倒れてしまう。

　そう思った瞬間、有恒の唇が離れていった。

「……んぅ……ふっ」

　詞音はぐらりとよろめきながら、荒あらい息をついた。

　有恒がすかさず腰を支え、塀のほうに向かされる。

「さあ、手を離しますから、式神を見てください」

「え？　あ……」

　有恒の手は完全に腰から離れた。

　でも詞音の目は、塀の前に立つ白い式神をとらえていた。

「いかがです？　見えるでしょう」

「ああ、見えている。不思議だ……」

「話をしてみては、どうですか？」

「話？」

　今まで思いつきもしないことだったので、詞音はしばし呆然となった。

　でも、こんな機会は滅めつ多たにない。すぐに気を取り直して式神に近づく。

「そなたは兄上が作られた式神か？」

　驚いたことに、女の顔をした式神はゆっくりと頷いた。

「さようにございます」

「あ、兄上は……兄上がどこにおられるか、わかるか？」

　詞音は勢い込んで訊ねた。

　だが式神は、ゆっくり首を左右に振る。

「何故だ？　そなたは兄上が作り出されたもの。なのに、どこにおられるか、わからぬとは、どういうことだ？」

「申し訳ございません。ですが、清良様は遠すぎて、私には……」

　式神の姿は、それきりでふっと搔き消えた。

　唇を合わせた効果が消えたのだろう。

「消えてしまった。どうすればいい？　まだ訊ききたいことがあるのに」

　詞音は途と方ほうに暮れたように、有恒を振り返った。

「やはり、軽く唇を合わせるだけでは、ろくに持続しませんね。もう一度、試しますか？」

　有恒はなんでもないように言いながら、歩み寄ってくる。

　詞音はかっと羞恥に駆られたが、こくりと頷いた。

「頼む」

　頰を染め短く言うと、有恒がおかしげに口元を綻ばせる。

「詞音様は本当に無防備ですね」

「なんの、ことだ？」

「俺が唇に触れるのを、なんの制約もなしに許可なさるからですよ」

「し、仕方がないだろう。私には妖よう異いを見る〝力〟がないのだから……」

　詞音はいっそう頰を赤くしながら、横を向いた。

　有恒は、そんな詞音の頰に大きな手を当てて、そっと正面を向かせる。そうして、再び唇が重ねられた。

「んっ……ぅ」

　今度は唇を押しつけられただけではなく、舌で表面を舐なめられる。

　びくりとすくんだ隙に、その舌が口中に忍び込んだ。

「うぅ……んっ」

　初めての感覚に、詞音はますます身を縮めた。

　けれども有恒はしっかりと腰こしをとらえたうえで、さらに深く舌を挿さし込んでくる。

　舌先が触れ合う感触に、詞音はびくりと震えた。

「ん、く……ぅ、ふ……っう」

　有恒は深く滑り込ませた舌を、ねっとりと絡めてくる。

　それとともに、体温が急激に上じよう昇しようし、詞音は目の前の男にしっかりとしがみついているしかなかった。

「うぅ、ん、く……ぅぅ」

　有恒は、詞音の気が遠くなるほどに、散々舌を貪むさぼってから、ようやく唇を離す。

　唾だ液えきが糸を引いて唇の端を伝う感覚があって、詞音はますます羞恥に駆られた。

「さあ、詞音様。式神をご覧ください。今度はいかがですか？　詞音様の甘い唇、たっぷり堪たん能のうさせていただきましたので、より鮮せん明めいに見えるのではないですか？」

「あ……あ、ああ……、はっきり見える」

　詞音は有恒に支えられつつ、再び式神に目を凝こらした。

　そうして、はっと我に返り、もっとも気がかりなことを訊ねる。

「兄上は、兄上は、生きておられるのだな？　答えてくれ、式神！」

　白い顔の女は、悲しげな表情だったが、それでもしっかりと首を縦に振る。

「どこにおいでなのか、わかりません。私に感知できぬほど遠い場所としか……ですが、清良様に何かあれば、私は消え去る運命。こうしてご命令を守っていられるのは、清良様がご存命である証あかしでございましょう」

「そなたは、兄上に何を命じられているのだ？」

「このお屋敷、特に詞音様をお守りするようにと言いつけられております」

　式神の答えを聞いて、詞音はつうっと涙をこぼした。

　やはり、そうなのだ。兄は生きている。

　ずっと信じてきたことが証明されて、詞音は心から安あん堵どした。それと同時に、今も変わらぬ兄の愛情に、涙せずにはいられなかった。

「詞音様、お気持ち、お察しいたします。しかし、今はとにかく目先に迫せまった問題があります。その式神が詞音様の命にも応じるのか、それを先にお訊ねください。戦力が増えるに越こしたことはないので」

　有恒は、詞音の気持ちに配はい慮りよして、遠慮がちに進言する。

「わかった。そなたの言うとおりだ。式神、聞こえたと思うが、私は三日後、右大臣家へ行く。妖あやしげなものが出現するかもしれない。そなたも私についてきてくれるか？」

　詞音は式神の白い顔を見つめ、真しん摯しに頼み込んだ。

「詞音様をお守りせよとのご命令ですので、なんの問題もございません。なんなりとお命じくだされば……」

「ありがとう」

　詞音はほっとしながら、礼を言った。

　だが、それきりで式神の姿がぼやけていく。

「どうしました？　見えなくなったのですか？」

「あ、うん。消えてしまった」

「あれでも、そう長い時間が確保できないとは……」

　有恒はそう言って、仕方なさそうにため息をつく。

　己の無力さを指し摘てきされたようで、詞音はいたたまれない気持ちになった。

　自分のような者のために、いちいち口接せねばならぬとは、有恒にはさぞ迷めい惑わくな話だろう。

「すまない、有恒……」

　申し訳なさでいっぱいになった詞音は、泣きそうになりながら謝った。

「詞音様が謝られるようなことは何も……。むしろ、俺のほうが申し訳なく思っているくらいです」

「どうして？」

　何気なく問い返すと、有恒は、すっと手を伸ばしてくる。

　親指の腹で唇の端をなぞられ、詞音は再び赤くなった。

　心の臓の高鳴りも、これ以上はないほどだ。

「この唇に触れられるのです。俺にとっては役得というものですよ」

　言葉と同時に極ごく上じようの笑みを見せられて、詞音はますます羞恥に駆られた。

「わ、私は……」

　何か言い返そうと思ったが、ろくに言葉にならない。

「今こ宵よいはもうお疲れでしょう。明日の晩、また試してみましょう」

「明日の晩？」

「そうです。式神をうまく使うためにも、もっと長時間、見ていられるようにならないと……練習が必要ですよ、詞音様」

　有恒はやわらかく言って、さらに口元を綻ばせる。

「わかった。……そなたが迷惑でなければ、明日の晩も頼む……」

　恥はずかしさの極みだった詞音は、有恒の美び貌ぼうから視線を落とし、そう言うのが精一杯だった。

　それでも、今は胸が震えている。

　兄の無事がわかったこと。そして、大変な局面でも、有恒が自分を守ると言ってくれたこと。

　どちらも、本当に嬉しくて、詞音はまた涙をこぼしそうになっていた。
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　暦れき部ぶの英才、加納益人は、端整な顔立ちをしているのに、どこか冷ややかさを感じさせる男だった。

　年齢は兄の清良よりふたつ上で二十四。有恒ほどではないが、背が高く、派手な色合いの狩かり衣ぎぬがよく似合っている。堂々とした貴公子ぶりの男だった。

　詞音も今日は狩衣姿だ。文官用の束帯は公的な装束で、動きが制限される。なので、動きやすい狩衣を選んだのだ。

　そして癖のある髪は後ろでゆるく結んだだけで背中に流し、烏帽子を被かぶっていた。

　有恒も今日は狩衣姿で従っている。

　癖毛の己はともかく、立派な風ふう采さいの貴公子ふたりが揃っていると、まるで右大臣家の雅みやびな遊びに誘われてきたかのようだ。

　そして今日は、暦部と天文部からも、何十人もの学生たちが付き従っていた。学生とはいっても、皆れっきとした陰陽師だ。見習いの者は陰陽寮に残っている。

　右大臣家の門をくぐる寸前、加納益人が口元に皮肉っぽい笑みを浮かべて詞音を振り返った。

「おまえが清良の出来の悪い弟か」

　吐き捨てるような言葉に、詞音はかすかに眉をひそめた。

　陰陽寮で見かけることはあったが、益人と口をきくのは初めてだ。出来が悪いのは否定しないが、気分のよいものではなかった。

「いかにも、土御門清良は、我が兄です」

「式も飛ばせぬとの噂だったが、さすがに今日は連れてきたか」

　益人は馬ば鹿かにしたように、詞音の背後へと目をやる。

　約束どおり、兄の式神がついてきてくれたことを、詞音は益人の言で確認した。有恒とはなんの接せつ触しよくもしていないので、今はまだその姿が見えていなかった。

「とにかく、今日は私の邪魔をせぬことだ。すべてこちらに任せておけ」

　益人はそう宣言し、あとはもう詞音になど興味がなくなったかのように、早足で邸内へと入っていく。

　詞音はそのあとを慌てて追いかけることになった。

　右大臣家の屋敷は、以前訪ねた時より闇の濃さを増していた。見えない詞音にも肌でそれが感じ取れるほどだ。

　有恒とは、あれ以来何度も口接をくり返してきた。そのお陰かげで、少しは感覚が鋭くなったのだろうか。

　口接に慣れていない詞音は、唇を合わせるたびに激しい羞恥を感じてしまう。有恒がそばにいるだけで心の臓が鳴り止まないのに、抱きしめられて口づけられるのだ。

　ふいに温かな感触まで思い出しそうになり、詞音は慌ててかぶりを振った。

　こんなことでいちいち動どう揺ようしている場合じゃない。いざとなれば、人々の目を欺あざむいてでも、また有恒に口づけてもらわねばならないのだ。

　その有恒は、つと詞音のそばに歩み寄り、耳元でひっそりと囁く。

「ご油断なきように……先日とは様子が違います」

「ああ、私もそう感じていた。よけいなことかもしれないが、そなたも気をつけてくれ」

「かしこまりました」

　有恒との会話はそこまでで、詞音は競い合いの場となる泉水へと向かった。

　広い庭園には、満々と水を湛たたえた泉水がある。

　寝しん殿でんから長く伸びた西にしの透すき廊ろうの突端が、釣つり殿どのになっていた。式占を行う場所は、そこから泉水を渡った小島に設けられている。

　最初に式占を行うのは詞音だ。

　用意された台座に六壬式盤を設置して、手前に座した詞音は、真っ直ぐに右大臣家の寝殿を見据えた。

　泉水の向こうに建つのは、堂々たる寝殿造りの館だ。

　しかし、雲ひとつない上々の天気だというのに、その館全体が、うっすらとした陰に覆われているような気がした。

「詞音様、準備が整いました。よろしいですか？」

　そっと話しかけてきたのは、このところすっかり詞音の助手と化している有恒だ。

「大丈夫だ。始める」

　答えた詞音に、有恒はさらに整った顔を寄せてくる。

　そうして長い袖でまわりにいる者の視線を遮さえぎりながら、素早く詞音の頰に口づけてきた。

「んっ」

　突然のことに、詞音はどきりとなってしまう。

　だが有恒は、かまわず唇までさっと掠かすめ盗とったのだ。

「何があったとしても、大丈夫です。必ずお守りしますから」

　有恒はそう囁いて、逞しい身を退ひく。

　ふと気づくと、小島の端には白い装束の式神が立っており、じっとこちらを見つめていた。

「では、これより式占を行います」

　安堵した詞音は凜りんとした声を張り上げて、六壬式盤に手を伸ばした。

　式占の監かん査さ役として、三十名の配下を連れた陰陽頭が小島の端に控ひかえている。

　中央の座に腰を下ろしているのは右大臣藤原房兼だった。屋敷の行く末に関わる重大事ゆえ、多少の危険は承知で、首尾を見届けると押し切られたのだ。

　五十近い右大臣は背が低く太り肉じしの身体をしている。だが、さすがに眼光が鋭くて、その視線は何故か、詞音のまわりに向けられていた。

　天文部では、有恒の他に、奥村が三人の学生を率いて参加している。

　皆の視線が集中するなか、詞音は慎重に地盤と天盤を合わせていった。

　基幹に現れた結果は以前とそう変わらない。しかし、小さな変化は悪い方向へと進んでいた。

「結果が出ましたので、ご検分を」

　詞音は凜とした声を張り上げた。

　それに応えて、立場が下の者から順に、台座に据えた式盤を覗きにくる。

　天文部の奥村の次に、競争相手の益人が、基幹に現れた答えを見にきた。

　派手な狩衣を着て烏帽子を被った男は、まるで身分の高い貴公子であるかのように、優雅に歩を進めてくる。

　誰が見たところで、盤上の文字や数値が変わるわけではない。

　益人はちらりと基幹を目にしただけで、無言で引き下がっていった。だが、詞音とすれ違い様、さもおかしげに、くすりと忍び笑いを漏もらす。

　詞音は眉をひそめたが、すぐに陰陽頭の番がきて、それ以上益人には注意を払っていられなかった。

「ふむ、なるほどのぉ……、こういう目であるか……」

　賀茂幸定は、顎あごに蓄たくわえた髭ひげを弄いじりながら、低い声を出す。

　詞音は横でじっと、裁定が下されるのを待った。

「益人、そなたはどう読んだ？」

　幸定は、皆のところに戻りかけていた益人をさりげなく呼び戻す。

　振り向いた益人は、にやりと不敵な笑みを見せた。

「ま、この程度のことは、誰が行おうと結果はそう変わりないもの。しかし、盤上の目がすべてを表しているわけではありますまい」

「では、そなたの意見は？」

「諸悪の根源は、この館の内に潜んでいる。術をかけて燻いぶり出してやれば、それで済む話」

「そなたなら、それができると申すのか？」

「もちろんです」

　益人は余よ裕ゆうたっぷりに言ってのける。

　詞音は我が慢まんできず、ふたりの会話に割り込んだ。

「お待ちください！　黒い霧の根源が、この屋敷に潜んでいるのは確かだと思います。しかし、それがどんな種類のものかははっきりしません。へたに術をかけては、どのようなことになるか……。ここは、やはり方違えをお願いして、慎重に事に当たるべきかと存じます」

　詞音の説は、あくまで基本に則のつとったものだ。

　危険はなるべく回かい避ひする。それ以外にない。

　しかし、益人は不敵に笑い飛ばした。

「ははは、なんと肝きもの小さなことか……。若き天文博士は、天才と名高き清良殿の弟御。土御門家の血統には、我もおおいに敬意を表している。ゆえに、皆がどのような噂をしようと、多少は期待していたものを……。あれぐらいの魔が、何であるか見抜けぬとは、がっかりだな。これは、我が目も曇ったとしか言いようがないわ」

　益人の言葉は、徹てつ底ていして詞音の力量不足を貶おとしめるものだった。

　詞音は唇を嚙みしめ、そのあときっと顔を上げた。

「盤上の答えははっきりしておりません。なのに、どうして断定できるのです？」

「盤上の答えなど、あてにはならぬもの。もっと大事なのは、己の目であろう」

「では、益人殿には、あの魔が何であるか見えていると？　そうおっしゃるのか？」

　隣で有恒がはっとしたように袖を引いたが、口から出た言葉はもう取り返せなかった。

「もちろん、見えているとも。ゆえに、たった今、この場で祓ってみせようと、そう言っておるのだ」

　益人はにやりと酷こく薄はくに口元を歪ゆがめながら、声を張り上げた。

　はっと気づくと、まわりからは「おおう」とどよめきが漏れている。

　右大臣も太った身体を乗り出すようにこちらを注視していた。

　皆の期待は益人ひとりに向いている。

　詞音はようやく、自分が手玉に取られてしまったことを知るが、もはや反論する余地はなかった。

　益人と陰陽頭は、これでもう話は決まったとばかり、次の準備を進めるように配下に命じている。

　詞音は泉水の端に立つ兄の式神の様子を確かめた。

　白い顔には、今のところなんの変化もない。

　詞音が次に縋るような視線を向けたのは、隣に立つ有恒だった。

　有恒は、そっと詞音の手を取って、寝殿のほうへと注意を促す。

「ご覧ください。わかりますか？」

「黒い霧がかかっている」

　口づけの効果に加え、手も握られているので、詞音の目にも寝殿の屋根にかかる黒い霧がはっきり見えていた。

　しかし、その正体を見極めようと目を凝らしても、霧の中に何が潜んでいるかまでは感知できない。不気味な霧は、詞音の不安を煽るだけだった。

　まわりは急に騒がしくなる。六壬式盤が片付けられると同時に、そこでは術式を行う場の用意が進められていた。何人かの学生たちが、用意よく護ご摩まを焚たく準備を始めている。

「詞音様、いったん下がりましょう。今はもう何を言っても無駄なようだ」

「そうだな」

　小さく答えた詞音は、長身の有恒の誘ゆう導どうで、小島の端へと移動した。

　小島には姿のよい岩が配置され、松や楓かえでなども植えられている。

　そのそばで、有恒が再び声をかけてきた。

「調伏の術式を行うつもりでしょう。あの男に充分な〝力〟があれば、術が成功する可能性もある。しかし、俺にはとてもじゃないが、そうは見えない」

「では、術が失敗すると？　そなたはそう見ているのか？」

　思わず問い返すと、有恒はすっと長い人差し指を口に当ててくる。

「しっ、それ以上は口にされないほうがいいです。とにかく、詞音様は術が行われる間、少し離れた場所にいてください。そして、絶対に寝殿の上の霧から目を離さないように」

「わかった。そなたの言うとおりにする。だが、右大臣様はあのままでいいのか？　せめて、もう少し下がっていただくように言ったほうがよくないか？」

　詞音の言葉に、有恒はちらりと右大臣のほうへと視線を巡らせた。

　何気なくその様子を見ていた詞音は、はっとなった。

　有恒が何故か、不快げに眉根を寄せたからだ。

「右大臣は己の欲のみにとらわれておいでのようだ。陰陽頭がついているのです。詞音様が心配なさることはありません」

「わかった」

　有恒らしくない冷れい淡たんな調子には疑問を覚えたが、詞音はこくりと素す直なおに頷いた。

　とにかく、何かよくないことが起きるかもしれない。

　なんの根こん拠きよもなかったが、ひしひしと感じるこの気配は、最初に右大臣家を訪れた時と同じだ。首筋がちりちりとして、背筋にも冷や汗が伝う。

「詞音様、顔色が悪いですね」

「え？」

「さあ、この岩に腰かけてください」

　詞音は有恒に促されるままに、そばの岩に腰を下ろした。

「俺は少し準備を手伝ってきますので、詞音様は時間が来るまでここでお待ちを」

「あ、ああ」

「では、念のため、今一度施しておきましょう」

　有恒はそう言って、すっと腰をかがめてくる。

　いったい何を？

　そう訊ねる前に、有恒は両方の袖で詞音の顔を隠した。

　そうして、そっと唇を重ねてくる。

「んっ、ま、待て、有恒。こ、こんなところで……っ」

　詞音は慌てて有恒の胸を押した。だが、体格のいい有恒は少しのことではびくともしない。

　それどころか有恒は、整った顔に厳しい表情を浮かべる。

「こんなところでと、選えり好みをしている場合ではないでしょう。詞音様には、これが必要なはず。さあ、俺はこうして詞音様のお姿を隠すので両手が塞ふさがっている。ですから、詞音様のほうから俺に口づけてください」

「そ、そんな……」

　詞音は羞恥のあまり俯いた。

　けれども、有恒の言うことは、もっともだ。

　最初の晩以来、ずっと口づけを試してきた。すべて、詞音の目が見えるようにするためだ。

　有恒は、自分の体液が反応をよくするのだと言う。事実、口づけを受けると、しばらくは式神の姿が見える。しかし時間が経てば、確実にその効果が薄うすれてしまう。

　ゆえに、効果を少しでも持続させるためには、こうして何度も有恒と口接を重ねる必要があった。

「さあ、詞音様。何かあった時に、見えないままでは、対処のしようがありません。俺はいつでも詞音様をお守りします。しかし、詞音様がまったく見えないままでは……」

　有恒はそこで言葉を切ったが、見えないままでは足手まといになると言いたかったのだろう。

「すまぬ。ちゃんと、する……から……」

　詞音は蚊かが鳴くような声で謝って、俯けていた顔を上げた。

　両側を袖で覆われていたが、整った顔はごく間近にある。

　澄みきった双眸に引き込まれそうになり、詞音は思わず吐と息いきをついた。

　それから意を決して、自分のほうから有恒に口づける。

「んっ……」

　でも、口を押しつけただけでは許されない。

　有恒は詞音をそそのかすように舌先でつついてくる。

　今までに何度も教えられてきた口づけは、舌を淫みだらに絡からめる濃のう厚こうなものだ。

　男同士でこんな口づけを交かわすなど、恥ずかしくてたまらなかったが、詞音は自らも舌先を伸ばした。

「んぅ……んっ、ん……ぅ」

　舌を根元から絡めると、口中に甘い唾液が溢れる。

　有恒はそれをすべて吸い取るように、詞音の口中を貪むさぼった。

　何度も舌を絡めていると、身体中が疼うずくように熱くなる。岩に腰かけた状態なのに、上半身が心こころ許もとなく揺れて、とうとう有恒に縋りつくような格好になってしまう。

「ん、くっ……ふぅ、んんっ」

　詞音は、有恒がいいという合図をくれるまで、懸命に口づけを続けた。

　そして、頭がぼうっと霞んできた頃、ようやく有恒の唇が離される。

「よくできましたね」

　有恒は子供でも宥めるかのように優しい声で言いながら、唾液がこぼれた唇を指で拭う。

　詞音は荒い息をつきながら、なすがままになっていた。

「式はずっと詞音様を見守っております。ですが、決してご油断なきように。いいですね？」

「わかった。気をつける」

「では、またのちほど」

　有恒はそれを最後に、学生たちが忙しげに働いている中へと戻っていく。

　詞音はぼんやりと、その後ろ姿を眺めているだけだった。
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　調伏の術式を行う準備は、一刻ほどで調ととのった。

　即そく席せきで木製の天てん壇だんが組まれ、そのまわりで盛んに護摩が焚かれている。

　天壇で術を行うのは益人ひとりで、あとの者はぐるりと円陣を組んで補助につく。

　陰陽寮から来た者たちは、皆、白一色の装束に着替え、時が来るのを待っていた。

「逢おう魔まが時が近い……。本当に、これでよいのか……？」

　円陣の端に加わりながら、詞音は不安のままに空を見上げた。

　式占を終えたあたりから雲が増えてきた。雨粒が落ちてくるほどではないが、もうすぐ雲の向こうで陽が沈む。

　逢魔が時──。昼と夜が入れ替わる、その瞬間、この世からいっさいの影が消える。

　それは、この世にあってはならない妖たちが、活動を開始する合図ともなる時刻だった。

　詞音は無意識で、自分の唇に触ふれた。

　円陣に加わる直前、有恒と濃厚な口づけを交わしたばかりだ。

　兄の式神は今も遠くから詞音の様子を見守っている。その姿が見えることに、ほっと息をつく。

　そして、陰陽頭の手が天に向けて翳された。

　護摩が篝かがり火びのように赤々と焚かれるなかで、陰陽師たちが低く真言を唱え始める。

　韻いんを含ふくんだ音律は、高く、低く、時には風のうねりのように、時には大波が押し寄せるかのように響いていた。

　詞音もその輪の中で、懸命に真言を唱えた。

　有恒はまだ新参なので、離れた場所で警けい戒かいにあたっている。

　天壇に立つ益人は、髪を振り乱しながら、ひときわ高い声を放っていた。

　だが、半刻ほど経っても、なんの変化もない。

　益人は額に汗を浮かべ、まわりの陰陽師たちも、徐々に声を嗄からし始める。

　と、その時だった。

　前庭の向こうに建つ寝殿に、誰の目にも明らかな変化が表れる。

　屋根の上に、黒々とした霧がかかったのだ。

「おおっ！」

「うおおぉ……っ！」

〝力〟を有する者にしか見えなかった霧が、今や、誰の目にも明らかな形を見せている。黒い霧は、まるでそれ自体が生きているかのように、膨ふくれたり縮んだりしていた。

「真言を続けよ！　やめるでない！」

　鋭く叱しつ咤たしたのは陰陽頭だ。

　それでも初めて怪かい異いを目にした者は、己を取り戻せずにいる。

「皆、真言を続けなさい！」

　詞音も周囲の者へ、懸命に呼びかけた。

　黒い霧が誰の目にも見えるようになったのは、それだけ〝力〟を増したからだろう。

　調伏の真言が途絶えれば、何が起きるかわからない。

「リンビョウトウシャカイジンレツザイゼン」

　天壇では益人がさらに声を張り上げ九字を唱える。

　しかし黒い霧は、その真言に呼応するかのように容積を増していく。

　そうして、真言が最高潮に達した時だった。

　突然、黒い霧の形が変化した。

「ああっ！」

「うわあああっ！」

　黒い稲いな妻ずまが、寝殿の屋根から天壇を目指して突き刺さる。

　益人は、それを果か敢かんに撥はね返した。

　黒い霧は、恐ろしい獣のような形を取り、何度も益人に襲いかかった。

　益人が放った呪じゆ符ふと獣がぶつかるたびに、あたりに火花が飛ぶ。

　詞音は恐怖で凍りつきそうになりながらも、一心に真言を唱えた。

　天壇を囲み円陣を組んでいるのは、結界を作り出すためだ。

　しかし、黒い霧の恐怖で、何人もの陰陽師が己の義務を放り出し、その場から逃げ出そうとしていた。

　詞音とて、足がすくんでいるのは同じだ。だが、必死に声を張り上げることでなんとかその場に踏み留まっているだけだ。

「リンビョウトウシャカイジンレツザイゼン」

　益人もよく戦っていた。

　黒い霧の刃を避けて何枚も呪符を叩たたきつける。

　だが霧の形は今や完全に獣と化し、鋭い牙までついているかのようだ。

「益人、我も加勢しようぞ。さあ、今一度、呪符を叩きつけろ！」

　皆が戦せん々せん恐きよう々きようとなるなかで、陰陽頭が天壇に向かって走り出す。

　詞音も夢中で足を踏み出した。

　今こそ、力を合わせるべき時だ。

　しかし、詞音が駆けつける直前、益人と陰陽頭が札を叩きつける。

「グオオオオォ────ッ！」

　呪符に撥ね返された妖が、いきなりこちらへと方向を変える。

「ああっ！」

　詞音は目を見開いた。

　呪符を持つ手がぶるぶる震える。

　駄目だ！　喰くわれてしまう！

　詞音を襲ったのは、そんな恐怖だった。

　黒い獣は真っ直ぐに走ってくる。逃げ出す余よ裕ゆうなど、まるでなかった。

　このままでは、引き裂さかれてしまう！

　恐怖に身を凍りつかせた時、唐突に目の前に飛び込んできた影があった。

「詞音様、下がって！」

「有恒！　駄目だ！　危ないっ！」

　叫んだのはほぼ同時。

　狩衣姿の有恒は、どこから持ち込んだのか、太た刀ちを手にしている。

　黒い獣と化した霧を斬きり伏ふせようと、縦横にその太刀を振り回していた。

　手て練だれの武官さながらに、優美に太刀を振るう姿に一瞬魅せられる。

　しかし、その直後、異変が起きた。

「化け物め！　覚かく悟ご！」

　髪を振り乱し、鬼のような形相をした益人が、見境もなく呪符を大量に撒まき散らす。

　呪符は化け物の勢いを削そいだが、同時に、有恒の身体も弾き飛ばしてしまったのだ。

「あ、有恒！」

　詞音は恐ろしさで顔をひきつらせながら、振り返った。

　後方に吹き飛ばされた有恒は、辛うじて身を起こす。

　だが、顔を上げると同時に、有恒は叫んだ。

「危ない！　詞音様！」

　怒り狂った化け物はさらに巨大化して、次なる獲え物ものを詞音と見定め、狙っていた。

　有恒から化け物へと視線を戻した時は、禍まが々まがしい牙が間近に迫せまっていた。

　もう手持ちの札は使い切った。

　式神が詞音を守ろうと、すんでのところで飛び込んでくる。だが、巨大化した獣は、その式神をひと咬かみで粉々に砕くだいてしまう。

　化け物の向こうに、呆然としたように尻しり餅もちをついている益人の姿があった。

　陰陽頭もなすすべなく、後方で立ち尽くしているだけだ。

　ここで喰われてしまうのか。兄上の行方もまだわからぬのに。

　詞音は恐怖の中で、必死に化け物を睨みつけた。

　私を喰らいたいなら、喰らっていい。だが、有恒には手を出すな！

　何かしたら、絶対に許さぬぞ！

　詞音は心の内で叫んだ。

　化け物は大きく口を開け、さらに間近に迫ってくる。

　詞音は一歩も動けず、化け物に引き裂かれるのを待つだけだった。

　そのせつな、何故か視界が真っ白に染まる。

　どこか神こう々ごうしさを伴った白い物体が、詞音の視界を掠かすめていったのだ。

「あっ！」

　それは巨大な獣だった。

　化け物とは似ても似つかない、優美な獣、妖よう狐こだ。

　純白の被毛で覆われた長い尾が、詞音の視界を横切っていく。

　突然現れた純白の獣は、恐ろしい咆ほう吼こうを放って、黒い化け物を威い嚇かくした。

　間近に迫っていた化け物は、鋭い牙で咬みつかれ、怯ひるんでいる。　>>>♥

「な、なんだ、あれは？」

「ば、化け物が分ぶん裂れつしたのか？」

「違う。白いのは、黒いのと戦っているぞ！」

「あれは妖狐だ！　我々を守ろうとしているのだ！」

「まさか、誰かが使し役えきしているのか？」

　凍りついていた陰陽師たちから、次々と声が上がる。

　中には見当違いの叫びもあったが、詞音は息を止めて、黒と白の戦いを見守るだけだった。

　組んず解ほぐれつ戦う様は、まるで太たい陰いん太極図のごとくだ。互いに絡まり合って、激しく動き回っている。

　攻撃対象が純白の妖狐に移り、腰を抜かしていた益人が復活した。

「妖め！　手間をかけさせよって……これで、最後だ。滅めつしてくれる」

　益人はぶつぶつ呟きながら、袂を探っている。

　まだ呪符を所持しているのか？

　でも、今呪符を叩きつけたら、純白の獣にも影えい響きようが出るかもしれない。

「待て！　呪符は駄目だ！　やめろ！」

　詞音は必死に叫んだが、その一瞬前に、益人がすべての呪符をばらまく。

「グオオォォォ──ッ」

　黒い霧から生まれた妖は、断だん末まつ魔まのような咆吼を放った。

　だが、首筋に咬みついていた純白の妖狐の力も一瞬ゆるんでしまう。

「オボエテイロ、オボエテイロ、オボエテイロ……イマニゼンブコロシテヤル」

　黒い獣は口から恐ろしい呪じゆ詛その言葉を吐き散らしながら、天高くへと飛ひ翔しようした。

　純白の妖狐がすぐに追い縋すがるが、黒い獣の逃げ足のほうが速かった。

　黒い獣は鋭するどく尖とがった稲妻のように形を変え、西の方角へと飛び去る。

　純白の妖狐は黒い獣を追う姿勢を見せていたが、途と中ちゆうでふっと姿を消してしまった。

　右大臣家の広大な庭園に静せい寂じやくが戻ったのは、それからしばらくしてのことだった。

　護摩の灯りに照らし出された場所は、悲ひ惨さんな有り様となっていた。逃げ出そうとして怪我をした陰陽師が呻き声を上げながら倒れている。陰陽頭もがっくり両膝をつき、そばづきの者が懸命に両腕を支えていた。

　その後方では、同じく武官に守られた右大臣が太った身体を震わせながら、妖が消え去った空をじっと見つめている。

　そして、見境いなく大量に呪符をばらまいた益人は、尻餅をついたまま、まるで悪あつ鬼きのように笑っていた。

　詞音は眉をひそめたが、これ以上、この男につき合うつもりはなかった。

「有恒！　有恒、どこだ？」

　振り返って有恒の姿を捜すが、逞しい長身はどこにも見えない。

　もしや、先ほどの攻撃でどうにかなったのではないかと、詞音は気が気ではなかった。

「有恒、どこだ？　どこにいる？」

　必死に目を凝らし、あちこち捜し回るが、有恒の返事はない。

　詞音は恐怖に駆られながら、倒れている陰陽師をひとりひとり確かめてまわった。

「頼む、有恒。いやだ……っ、いや、だ──っ」

　どうしようもなく悲鳴を迸ほとばしらせようとした時だ。

　詞音は背中からふわりと抱だきしめられた。

「しっ、大丈夫です。俺ならここにいますよ、詞音様」

「あ、有恒？　本当に有恒、なのか？」

「はい、有恒です」

　詞音は涙を溢れさせながら、有恒の腕の中で身を返した。

「ど、どこにも怪我はないか？」

「ええ、ご心配いただくようなことは何もありません」

　深い声が返ってくるが、詞音は安心などできなかった。

　曇った目を凝らし、高い位置にある顔を必死に見上げる。

　有恒はひとつに結わえた髪を乱し、狩衣も汚れていたが、常と変わらず端整な男ぶりだ。

「無事……だったのだな……。よかった、よか……っ」

　込み上げてきた涙が抑えきれず、途中で言葉を詰まらせる。

「詞音様も、どこにも怪我はありませんでしたか？　ずいぶん怖い思いをさせてしまった。申し訳ありません」

　有恒はそう口にしながら、詞音の濡れた頰をそっと親指で拭ってくる。

　これではまるで、駄だ々だをこねて泣いている童だ。

　そう思いつつも、詞音はなかなか涙を止めることができなかった。

　しばらくして、どうにか気分が落ち着く。

　有恒はそっと詞音の肩を抱き、西方の空へと注意を促した。

「詞音様。先ほどの妖ですが、申し訳ありません。逃がしてしまいました」

「ああ、見ていた。純白の美しい妖狐が突然現れて、私を守ってくれて……。式神はすぐに壊されたのに、あの妖狐は……。あっ、もしかして、あれも、兄上が寄こしてくださったのだろうか……？」

　詞音は脈みやく絡らくなく呟いた。

　有恒は黙って聞いていたが、声が途切れると、再びそっと肩を抱き寄せてくる。

「妖が逃げたのは、西方です」

「西方……？」

「そう遠くへ行ったはずはありません。非常にまずい事態だと思います」

　有恒の低い声に、詞音ははっと我に返った。

「まさか、内だい裏りか？　あの妖が内裏に逃げ込んだと？」

　真っ青になって問い返すと、有恒は深く頷く。

「はい。その可能性が高いかと……。右大臣家の上にわだかまっているうちはまだよかったのですが、あの妖は今日、思わぬ刺激を受けて〝力〟を増してしまった様子。かなりの策を講じないと、大変なことになりましょう」

　静かに告げる有恒に、詞音はさらに青ざめた。

　今さら考えるまでもない。

　事態は最悪の方向へと転がってしまったのだ。

「とにかく、なんとかしないと……」

　詞音はそう呟いたが、とっさにはよい手立てなど何も思い浮かばなかった。

「詞音様、とりあえず、この場は奥村殿にお任せして、いったんお屋敷のほうへお戻りになりませんか？」

「何故だ？　私ひとりだけ屋敷に帰るわけには……」

　詞音は怪け訝げんな思いで問い返した。

　有恒は冷静な表情を崩さず、静かに答える。

「詞音様がこの場に留まっておられても、あまり益はありません。それより、土御門家に眠っている膨ぼう大だいな書物……お屋敷には、陰陽寮にないものも揃っているのではないのですか？」

　詞音ははっとなった。

　あとで陰陽頭に確かめてみなければならないが、天文道の奥おう義ぎは土御門家が所持しているといわれていた。

　詞音は知らぬことだ。しかし、屋敷の書庫を探してみれば、有恒が言ったように、他にも何か見つかるかもしれない。それに、土御門家の祖先、祖父や父が残してくれた書物にも、よい手立てが載っているかもしれない。

「わかった。家に戻ろう」

　詞音がそう答えた時、ちょうど向こうから奥村が小走りでやってくる。

「詞音様、陰陽頭様も益人殿も倒れてしまわれて、この場を取り仕切る者がおりません。どうか、ご指示を」

「この場はそなたに任せる。妖はすでに右大臣家から去った。しかし、天壇の撤収には細心の注意を払う必要があると思う」

「かしこまりました。ですが、詞音様はどちらに？　すぐ陰陽寮に戻られますか？」

　天文部きってのうるさ型は、多くの者が惚ほうけているというのに頼もしかった。

「私はいったん屋敷に戻ろうと思う」

「えっ？　お屋敷へ、ですか？」

「探すものがあるのだ」

「この大事な時に、失うせもの探しですか？」

　奥村は呆れたように息をつく。

「あの妖をどう退治するか、秘法が見つけられればと思っている」

　詞音が静かに告げると、奥村ははっとしたように居住まいを正す。

「そういうことでしたら、あとのことはこの奥村にお任せを。有恒。そなたはしっかり詞音様をお守りせよ。よいな？」

　奥村は有恒にそう念を押し、そのあと慌あわただしく立ち去っていった。

　詞音はひとつ息をついて、有恒を見上げた。

「ありがとう、有恒」

「俺は何も」

「私を守ってくれたではないか」

「あと少しだったのに、結局は妖を取り逃がしてしまいました……」

　自じ嘲ちよう気味に言った有恒に、詞音はかすかな違和感を覚えて首を傾げた。

　まるで自分自身で妖を取り押さえるつもりでいたようだ。

「あの純白の妖狐、どこから現れたのか……いなくなってしまったけれど……」

「妖狐はきっと、詞音様をお守りしたかっただけなのだと思います。ご無事であれば、欲深く浅はかな人間どもにはもう用がない。あそこでふんぞり返っている右大臣などは、そのいい例だ」

　有恒は不快げに吐き捨てる。

　こんな姿を見るのは初めてで、詞音は困こん惑わくした。

「有恒？」

「ああ、すみません、詞音様。不安にさせてしまいましたね」

「考えてみれば、そなたも藤原一門……右大臣と何かあったのか？」

「ご心配いただくようなことは何も」

　有恒はそう言って首を左右に振る。

「そうか、それならいいのだ。有恒、とにかく今日は本当にありがとう。色々と世話ばかりかけているが、これからも、よろしく頼む」

「かしこまりました」

　有恒はしっかりと答え、そのあとふっと口元をゆるめる。

　その揺ゆるぎない姿が、どれほど力になるか……。

　有恒がいなければ、きっとどうしようもなかっただろう。

　そして詞音は、今この時に、有恒という男を自分の許もとへ寄こしてくれた天に、心からの感謝を捧ささげたのだ。
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　詞し音おんは有あり恒つねとともに、ひどい格好で土つち御み門かどの屋敷に帰りついた。

　狩かり衣ぎぬはすでにぼろぼろで、烏え帽ぼ子しもどこかに飛ばしてしまった。いつも颯さつ爽そうとした身なりの有恒も同じような有り様だ。

　しかし、早急に調べ物をしなければならない。

　詞音はすぐに書庫へ向かおうとしたが、有恒に引き留められた。

「先に湯浴みをなさいませ。穢けがれを落としておくに越したことはない」

「あ、ああ、そうだな。気がつかなかった。すまない」

　詞音は素直に頷いた。

　これから書庫にこもるにしても、穢れをそのままにしておくのは確かによくないことだった。

「しかし、使用人は帰ってしまったようですね」

　有恒は屋敷の奥を窺うかがって、遠慮がちに言う。

　貴族の末席に名を連ねているにもかかわらず、家には使用人もろくにいない。すでに知られていることだが、羞恥を覚えずにはいられなかった。

　ところが有恒は、思いがけないことを言い出したのだ。

「では、俺が湯ゆ殿どのの用意をしてきましょう」

「えっ、そんな……」

　有恒は藤原一門の出だ。なのに、下僕のような真似をしようとは、驚いてしまう。

　しかし当の有恒は、勝手知ったる家だとばかりに、さっさと奥へ入っていく。

　思わずあとをついていこうとしたが、振り向いた有恒に止められた。

「湯が沸わくまで、詞音様はしばしお休みください。大変な目に遭あわれたのだ。お疲れでしょう」

「でも……」

「さあ、ここに座って」

　有恒は愚ぐ図ずる詞音を宥めるように座らせて、柱に背を預けさせた。

　そのあと有恒はさっさと姿を消したが、詞音は深い息をついた。

　蔀しとみ戸どは朝、開けたままになっている。御み簾すも巻き上げたままだ。

　詞音は無意識に、荒れた庭へと目をやった。

　一番に確かめたのは、いつも式神が佇たたずんでいるあたりだ。しかし、そこには汚れた土塀が続いているだけで、他には何も見えなかった。

　有恒と最後に口づけを交わしてから、ずいぶん時間が経つ。だから見えないだけだと思いたい。

　兄の式神は自分を助けるために、粉々にされてしまった。

　もしかして、もう二度と現れないかもしれないと思うと不安が増した。あれがいなければ、兄の無事を見極めることもできないのだ。

　詞音は寒気を覚え、自身の身体を抱きしめた。

　本当に、大変なことになってしまった。

　益人がひとりで調ちよう伏ぶくを行うと言い出した時、もっと強く諫いさめるべきだった。今回の災さい厄やくは、自分の弱気が招いたものとも言える。

　妖に襲われそうになった時、身を挺ていして助けてくれたのは有恒だった。

　肝かん心じんな場面で、足がすくんで何もできなかったとは、本当に情けない。

　もし、自分がもっと適切に動くことができていれば、そして、もっと陰陽術を極めていれば、あの妖も取り逃にがすことはなかったかもしれないのに……。

　詞音は、あの時現れた、不思議な白びやつ狐こにも思いを馳はせた。

　有恒もそう言っていたが、まるで、自分を守るために現れたかのようだった。

　もちろん普通の狐などではない。霊れい力りよくのない詞音にも、あの不思議な白狐が持つ強い妖よう気きが感じ取れた。

　妖が飛び去ったあと、あの白狐も消えてしまったけれど、今になって、それをひどく寂しく感じる。

　あのように力強く、優美な獣を見たのは生まれて初めてだ。なのに、何故か懐かしさを覚えた。

　もしかして、自分はどこかであの白狐に出会っているのだろうか？

　最初は行方不明の兄が寄こしてくれたのかとも思ったけれど、やはり違う気がする。

　詞音は懸けん命めいに過去の記憶を辿たどった。

　そうして、ふっと幼い日の光景を思い出した。

　兄と一緒に、都を巡る龍りゆう脈みやくの様子を見にいった時のことだ。薄野原で傷ついた子狐に出会ったことがあった。

　もしかして、あの時の子狐が助けにきてくれた？

　一瞬、そんな突とつ拍ぴよう子しもない考えが脳のう裏りを掠める。

「まさか……、いくらなんでも、都合よく考えすぎだ……馬鹿馬鹿しい」

　詞音は力なく呟いて、首を振った。

　その時、ちょうど有恒が奥から戻もどってくる。

「詞音様、湯の用意ができました」

「えっ、もう？」

　有恒が奥へ消えてから、さほど時間が経っていない。

　いったいどんな手順でやれば、こんなに早く湯が沸かせる？

　しかし、詞音は途中で追及をやめた。とにかくいっぺんに色々なことがありすぎて、物事を深く考えている余裕がない。

「さあ、どうぞ」

　有恒は、まるでこの家の使用人であるかのように、詞音を湯殿へと導いた。

「あ、ありがとう」

　詞音はぎこちなく礼を言ったが、有恒はまだ湯殿に留まっている。

「介かい添ぞえしましょう。さあ、汚れたものを脱いで」

　当然のように言われ、詞音はかっと頰を染めた。

　男同士だからいいとしても、有恒の前で肌をさらすのは、さすがに恥ずかしい。

「気になさることはありません。詞音様はお疲れなのですから、すべて俺に任せて……」

　有恒はひどく優しい声で促す。

　そっとさりげなく手も添えられて、詞音は結局なすがままになった。

　汚れた狩衣を脱ぎ落としたあと、有恒の手で単ひとえ、下衣と順に取り去られる。そのあと詞音は急いで湯ゆ帷かた子びらをつけ、四角い木枠の湯船に身を沈めた。

　有恒は徹底して介添えするつもりらしく、狩衣の袖を捲り上げる。

　手て桶おけで何度も湯をかけ、詞音の身体を温めてくれた。

「湯帷子も取ってしまいましょう。手しゆ巾きんでお身体を擦こすりますから」

　すっと伸ばされた有恒の手を、詞音は慌てて押さえた。

「もう、いいから……。あとは、ひとりで、できる。これ以上、そなたの手は煩わずらわせたくない」

「いえ、俺のことならお気遣いなく。ご遠慮には及びません」

　使用人が相手なら平気なのに、有恒に無防備な姿をさらしているかと思うと、どうしても羞恥が増す。

「そ、そなただって潔けつ斎さいが必要なのは同じであろう？」

　詞音はすねるように言った。

「では、俺もご一緒してよろしいですか？」

「えっ？」

「この湯船は、ふたりで使っても充分な大きさがある。お許しがいただけるなら、互いに湯を掛け合いましょう」

　ただでさえ恥ずかしいのに、有恒と一緒に湯殿を使う？

　詞音はさらに羞恥に駆かられたが、すでに引っ込みはつかない状態だった。

「いい……かまわぬ……一緒に使おう」

　蚊の鳴くような声で答えると、有恒はおかしげに口元をゆるめた。

「では、遠慮なく、そうさせてもらいます」

　有恒はそう断って、さっさと汚れた狩衣を脱ぎ落とした。

　あらわになった逞しい裸身に、詞音は思わず目を見開く。

　有恒はすぐに湯帷子を羽織ったが、まぶたの裏に焼きついた裸体の残像はなかなか消えなかった。ふいに心の臓も高鳴り出して、どぎまぎしてしまう。

「さあ、湯をかけますよ？」

「あ、ああ」

　有恒は詞音と向かい合う形で湯船に腰を下ろす。

　交こう替たいで湯を掛け合うことにしたが、ごく間近に有恒がいるかと思うと落ち着かなかった。

　湯帷子を着ているとはいえ、布が濡れて肌に張りついている。有恒は逞しい胸をさらしているのに、自分は華きや奢しやで頼りない骨格しか持ち合わせない。

　急にこの状況でいることに羞恥を覚え、詞音は頰に血を上らせた。

　恥ずかしいと思うと、よけいに有恒のことが気になってくる。

「どうしたのですか、詞音様？」

　顔を真っ赤にして俯いた詞音に、有恒は怪訝そうに訊ねてきた。

「な、なんでもない……っ」

　詞音はふいっと横を向いた。

　だが何を思ったのか、有恒がするりと剝き出しの足に触れてくる。

「ああっ」

　ずきんと、身体中に甘い刺し激げきが走り抜けたようで、詞音は甘い声を上げた。

「ああ、やはりそうなのですね」

　くすりと笑われ、さらに狼ろう狽ばいする。

　有恒は宥めるように詞音の髪に触れながら、さらに顔を近づけてきた。

「男子であれば、よくあることです。何も恥ずかしがることはない」

「え？」

　思わず視線を戻して訊ね返すと、有恒は笑みを深める。

「お湯が気持ちよくて、兆したのでしょう？　始末して差し上げましょうか？」

「な、何？」

「ここ……」

　囁ささやきとともに、するりと手を潜り込まされたのは、湯帷子で隠れた中心だった。

「やっ、ああっ！」

　いちだんと強い刺激が生まれ、詞音はがくりと喉を仰け反らせながら、高い声を放った。

　有恒は恥ずかしい変化をしたものを、大きな手で握り込んでくる。

「や、ああぁ……っ、ああっ」

　詞音は懸命に逃れようとしたが、有恒の手は離れなかった。

　信じられないことに、花か芯しんが硬かたく張りつめていた。羞恥で死にそうなのに、有恒は変化したものに手指でもっと刺激してくる。

　根元から擦り上げられただけで、達してしまいそうになった。

「可愛い顔をしておいでだ」

「やだ、放せっ！」

「すぐに、済みます。だから、楽にして」

　まるで赤あか児ごをあやすように囁かれる。そして有恒は巧みに詞音を煽り続ける。

「んく、……うぅ、ああ、ん」

　詞音は逃げるすべもなく、有恒の手に身体を委ゆだねることになった。

　有恒に口づけられると、いつもおかしな気分になる。それと同じで、有恒の手は自在に動いて、詞音を翻ほん弄ろうした。

　どうして、こんなことになってしまったのか……。

　有恒の裸体を見て、湯を掛け合っただけなのに……。

　いくら考えようとしても、答えは見つからない。

「もう達いきそうですか？　さあ、遠慮などなさらず、思いきり出してしまいなさい」

　有恒はそう言って詞音をそそのかすと、いきなり手の動きを速める。

　感じやすい筋やくびれを指でさすられ、さらに先端の窪くぼみまで刺激されると、もう我慢などできなかった。

　有恒は、根元からすべてを絞しぼり取るように手を動かす。

「や、あぁ……んんんぅ」

　詞音はなすすべもなく、有恒に導かれるままに白はく濁だくを噴ふき上げた。

　ぐったり背をのけぞらせると、すぐに逞しい腕が伸びて抱き支えられる。

　有恒の手で達かされるなど、羞恥の極みだ。

　詞音は情けなさで泣きそうだったが、有恒は宥めるように、くしゃくしゃにもつれた髪を撫でている。

「今日は大変な一日だったのです。湯で身体も温まったでしょうし、今日はもうお休みになってはいかがですか？」

　優しい声に、詞音はようやく己を取り戻した。

　解放の余よ韻いんに浸っている場合ではない。まだやらねばならないことがあったのを、ふいに思い出したのだ。

「そ、粗そ相そうをして、すまなかった。迷めい惑わくをかけた」

　真っ赤になった顔で、懸命に礼を言う。

　すると有恒は、大きく息を吐はき出した。

「迷惑などと、そんなことはありません。思いがけず、可愛い詞音様のお顔も拝見できましたし」

　からかうように言われ、詞音は再び頰を染めた。

　だが、使命を思い出した今は、自分のことにかまっている暇はない。

「本当にすまなかった。ゆ、湯殿を出たら、私はすぐに書庫で父上やお祖父様が残されたものを探す」

　懸命に気持ちを落ち着かせて言うと、有恒は一瞬、がっかりしたような顔を見せた。

　だが、すぐに、いつもどおりの穏やかさで口を開く。

「きっと、何かいいものが見つかるでしょう。土御門は代々、力のある陰陽師を輩出してきた家だ」

「私だけは、出来損ないだったが」

　ぽつりと漏らすと、有恒は宥めるように肩に手を置いた。

「そんなことはありません。詞音様はお力がないわけではない。むしろ、俺にははっきりと、強い〝力〟を秘めておられるのが感じ取れる」

「そんな慰めはいらないのに……」

「いいえ、慰めなどではありません。詞音様の真の〝力〟は何かで封ふう印いんされているのかもしれない……」

　思いがけない話に、詞音は首を傾げた。

　だが、ふっと視線を落とした時、有恒の足が目に入る。

　長く逞しい足には、醜みにくい傷跡がついていた。

「あ、有恒、その傷……もしかして、さっき、やられたものか？」

　詞音はさっと青ざめ、震える指で有恒の足あし下もとをさした。

　身内に残っていた解放の甘い余韻も、いっぺんに消えてしまう。

「これなら、なんのご心配にも及びません。古い傷です」

「でも、傷跡が赤くなっている。血が滲んでいるのではないのか？」

「これは申し訳ないことを。感覚を鈍にぶくしてあったので、引っかけられたことに気づきませんでした」

「すぐに傷の手当てをしよう」

「いえ、お気遣いなく」

「有恒。駄目だ。手当てをしないと」

　我知らず厳しい声を出すと、有恒は仕方なさそうに息をつく。

「では、仰おおせのとおりにしましょう」

「うん、そのほうがいい」

　けれども有恒は、自分の手当てより詞音の世話を優先させる。濡れた湯帷子から新しい単ひとえにしっかり着替えさせてから、ようやく湯殿を出たのだ。

　詞音は急いで対たい屋のやへ行き、葛籠つづらから兄の単を取り出した。そして傷薬も手にして、有恒の許へと運んだ。

　有恒は湯殿の隣となりの小部屋で、下衣のみをつけ蔀しとみの上に座していた。

　血を止めるためか、傷のあるほうの足を曲げ、手を押し当てている。

「これを塗るといい。よく効くはずだから」

　詞音はそう言って有恒に貝かい殻がらに詰めた軟膏を渡し、そのあと逞しい肩に単を着せかけた。

「これは、懐かしい薬だ」

　受け取った軟膏を見て、有恒が思わずといったように口元をゆるめる。

　軟膏は特別に練ったものだ。しかし、見た目は普通のものと変わりない。きっと子供の頃に、似たような薬をよく使っていたのだろう。

「私が塗ろう」

「そうですか？　では、お願いします」

　詞音は有恒のそばに座り込み、貝殻から軟膏をすくった。

　右の足首から脹ふくら脛はぎにかけて、何か硬いもので挟はさまれたかのような傷が残っていた。そして、ぎざぎざの痕の上に、新しい切り傷ができている。血はすでに止まりかけていたが、案外深くまで達しており、詞音は眉をひそめた。

「ひどい傷だ……すぐに、言えばよかったのに」

　傷口にそっと軟膏を塗りながら呟くと、有恒は困ったように息をつく。

「気がつかなかったのですよ」

「どうして？　こんなに深く傷つけたのに、痛みを感じなかったのか？」

「そのあたりは痛みを感じません。だから、気づかなかっただけです」

「この古傷、よほどひどいものだったのか？　神経が麻ま痺ひしているなら、快かい癒ゆの札を試してみてもいいのでは？　確か、兄上がお持ちだったと思う。あとで探してみよう」

　だが、有恒は、ゆっくり首を左右に振った。

「この古傷は俺にとっていい思い出なのです。だから、完全に治したくはない」

「治したくない？」

　不思議なことを言うものだと、詞音は小首を傾げた。

「そうです。いつまでも残しておきたい傷なのです。だから、わざとこうして……いえ、しかし、まあ、今後は気をつけることにします。詞音様をこれ以上、心配させるわけにはいかないですからね」

「そうか……」

　詞音は短く言って、ため息をついた。

　どんな事情があるのかはわからない。でも、有恒が望まぬことを、これ以上押しつけるわけにはいかなかった。

　軟膏を塗り終えると、有恒は「お借りします」と言って、単に袖をとおした。

　そうして身支度を終えると、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「お世話をかけて、すみません」

「これぐらい、造作もないことだ。そなたには、術式を探すのを手伝ってほしいし……あ、でも、いいだろうか？　もし、自分の屋敷に帰りたいなら、引き留めはしないが……兄上の狩衣を出すから着ていけばよい」

「最後まで、手伝わせてもらいます」

　有恒は微笑みを浮かべながら答えた。

「ありがとう、有恒。助かる……」

　詞音はほっと息をついた。

　湯殿であんな粗相をしてしまったのに、有恒はそれを責めたりしない。

　調ちよう伏ぶくを行う術式が見つかったとしても、相談したいと思っていたのだ。

　今まで有恒が与えてくれた助言は、どれも適切だった。本人は極めて遠慮深いが、おそらく自分などより、よほど陰陽術に通じているのではないかと思う。

「書庫はこちらだ」

　詞音はそう言って、渡わた殿どのを歩き始めた。

　しかし、途中で庭の片隅に目をやり、ふと式神のことを思い出す。

　くるりと振り返ると、有恒がすぐに心配そうに訊ねてくる。

「どうかなさいましたか、詞音様？」

「あ、有恒……兄上の式神のことだけれど、粉々になってしまっただろう。あれはもう、元には戻らないのだろうか？」

「式神、ですか？」

「その……時間が経ったから、見えなくなっただけならいいのだけれど……」

　詞音は赤くなりつつ訴えた。

　湯殿であんなことがあったばかりだ。なのに、式神を確認するため手を握ってくれとか、口づけてくれとは言えない。

　有恒はくすりと忍び笑いを漏らし、腕うでを伸のばしてくる。

「先ほどの行こう為いでは駄目なようですね。こうすれば見えますか？」

　手をぎゅっと握られて、詞音は慌てて視線を巡らせた。

　だが残念ながら、いつもの場所に白い姿はなく、力なく首を左右に振る。

「では、もう少し深い接触で試してみてください」

「あ」

　ふいに引き寄せられて、詞音は簡単に有恒の胸の中に倒れ込んだ。

　顎先を指でくいっと上げられ、すぐに唇を塞がれる。

「ん……っ」

　最初から熱い舌が潜り込み、詞音は甘い吐息を漏らした。

　ねっとり舌を絡められると、自然と両目を閉じてしまう。視界が遮られれば、さらに感覚が鋭くなって、いやらしい舌の動きだけに翻弄される。

　有恒は詞音の頰ほおを両手で挟み、さらに濃厚に口づけてきた。

「ん、く……ぅ、んっ、ぅ」

　湯殿で欲望を吐き出したばかりなのに、再び淫いん蕩とうな気分が高まってしまいそうだ。

　心の臓も激しく鳴って、詞音は息苦しさで甘い呻きを漏らした。

　それでも有恒は許してくれず、さらにいやらしく舌を絡めてくる。

「うぅ、んんぅ、……ふ、くっ」

　詞音はぐったりと有恒に縋りついた。

　足から力が抜ぬけて、まともに立っていられなかった。

　有恒は頰に当てていた手を腰にまわし、しっかりと支える。

　それからさらに飢うえたように口中を貪って、ようやく詞音を自由にした。

「さあ、今度は見えますか？」

「あ、うん……でも、おかしいな。なんだか透けているように見える」

　詞音は有恒に腰を支えられながら、辛うじてそう口にした。

　身体中が熱っぽく、目も潤んでいる。そのせいで、式神がはっきり見えないのかと、何度も瞬まばたきをくり返した。しかし、式神の姿は相変わらず薄いままだ。

「先ほどの魔物に破壊されて、〝力〟を回復できないようですね」

「それは、元に戻るのか？」

「いえ、それは難しいかもしれません。あそこで立っているだけで精一杯の様子。おそらく、時間が経たてば、さらに〝気〟が薄れて、形も保てなくなると思われます」

「そんな……それじゃ、兄上のことがわからなくなってしまう」

　詞音は焦りとともに口にした。

　有恒は宥めるように、詞音を背中から抱きしめてくる。

「兄上のことが心配ですか？」

　詞音はこくりと頷いた。

「どこでどうしておられるか、わからない。でも、あの式神が存在する限り、兄上はご無事なのだと、そう信じていられた。消えてしまえば、それもできなくなる」

　心情を吐と露ろすると、有恒は何故か嘆息する。

「では、詞音様ご自身が、あの式神に〝気〟を足してやればいいのでは？」

「私が〝気〟を足す？　どうやって？　私にはそんな〝力〟はない」

　詞音は有恒の腕から離れ、じっと端たん整せいな顔を見上げた。

　お互たがいに湯上がりで軽装だ。それでも、有恒の男らしさには微み塵じんも欠けたところがない。

　深しん更こう近くとなって、庭には月明かりが射し始めていた。

　単姿の有恒は、恋い慕う姫君のもとを訪れた貴公子のようだった。そして、自分はまるで、几帳の陰かげから連れ出された姫君になったかのようで……。

　そんな錯さつ覚かくに襲われ、詞音は少なからず狼狽した。

　湯殿で達かされたせいで、おかしなことばかり考えてしまう。有恒は詞音を達かせたり、口づけたりしても平気そうなのに、自分だけ動揺しているのは、少し悔くやしい気もした。

「式神を生む術式はご存じなのでしょう？」

「も、もちろん知っている。しかし、今まで一度も成功したことがない」

「式神を見る〝力〟のなかった詞音様は、俺と触れ合うことで、その〝力〟を得た。ならば、同じように試してみる価値はある」

「でも……式を飛ばすとなると、今までよりもっと〝力〟が……。これ以上はもう……」

　詞音は最後まで言えずに俯うつむいた。

　もっと〝力〟が必要なら、もっと有恒と接触しろということになる。

　今までより長く口づけられたりしたら、本当におかしくなってしまうかもしれない。

「無理だ！　私には無理だ……っ」

　詞音は激しくかぶりを振った。

「無理……、そうですね。詞音様はこれ以上無理をなさることはない」

　有恒が何故か沈んだ声で言う。

　詞音ははっと胸を衝つかれるような思いに駆られ、再び端整な顔を見上げた。けれども、有恒の面おもてには冷たい表情が張りついているだけだった。

　すぐそばに立っているのに、有恒はどこか遠くへいってしまったような気がする。

　胸の奥がつきりと痛んだ。

　しかし、やるべきことは決まっている。

「遅くなってしまった。書庫へ行く」

　詞音は迷いを振ふり切って、渡殿を歩き始めるしかなかった。
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　土御門家の名が世に広く知られるようになったのは、詞音の祖父の代からだ。しかし、それ以前も、土御門の者はずっと陰陽の道を究きわめることに精を出してきたのだと聞いている。

　詞音の祖父は、土御門に伝わる陰陽術を、系統立てて取り纏まとめ、さらに自身で生み出した秘術も書き残していた。

　書庫には巻物を積み上げた棚がいくつもあって、葛籠つづらの中にも膨ぼう大だいな数の本が収められている。

「これは、ものすごい量ですね」

　手て燭しよくを持った有恒が呆れ声を出したのも、無理はない話だ。

　棚や葛籠に収めきれなかった分が、そこら中に散乱している。でも詞音は、どこにどういうものがあるか、だいたい把は握あくしていた。幼い頃から、よくこの書庫にこもって、伝来の巻物に読み耽ふけっていたからだ。

　兄が行方不明になってからも同じこと。ひとりでいるのをいいことに、ここで夜を明かすことも多かった。

「大丈夫だ、有恒。なんとかなる」

　詞音は自分自身を鼓こ舞ぶするように明るい声を出した。

　有恒は手燭から灯明に火を移し、改めて問いかけてくる。

「では、ご指示をお願いします。どこから、何を探せばよいですか？」

「天文道の奥義というのも気になるところだが、今までそれらしいものは見かけたことがない。まず、考察しなければならないのは、あの妖についてだろう。あれは魔物か、怨霊か、それとも鬼か……。有恒、そなたは間近で剣を交えた。見解を聞かせてほしい」

　詞音は有恒とともに腰を下ろし、様々な角度からの考察を始めた。

「あれは、おそらく一体のみの妖ではないでしょう」

「では、何かと何かが合体したものだと？」

「はい。黒い霧の中で俺が一番強く感じたのは、強い恨うらみの念でした。しかも、いくつもの、いえ、何十、何百の怨えん嗟さが集まり、凝こり固まっているような印象を受けました」

「何十、何百？　あの霧の中に、そんなにいたのか？」

　詞音は眉をひそめて問い返した。

「ばらばらだった時は、なんの〝力〟もなかったのでしょうが、長い時が経つうちに、少しずつ群れて固まり出したのでしょう」

「右大臣家に恨みを持つ者の怨霊、ということか？」

　思わず声を震ふるわせながら訊ねると、有恒は深く頷く。

「右大臣家は、数代続けて政の中枢を独占している。その地位を守るため、陰でどれほどのことをやっていたか、わかったものではありません。政敵として葬ほうむられ、または都から追われて没落した貴族、あるいは圧政に苦しめられた民の怨嗟。そういう類たぐいのものが無数に集まってきたのではないですか？」

　有恒は何故か、右大臣家のことになると辛しん辣らつな口調になる。

　まるで自分自身が右大臣に恨みでも持っているかのようだ。

「しかし、その怨霊はどうして、ひとつになったのだ？　益えき人じんが刺激する以前に、あれらはすでに大きな固まりだった。混こん沌とんとして、正体はよくわからなかったけれど」

　そこまで言って、詞音ははっとなった。

　有恒はどうして、こんなにも詳しく妖の正体を言い当てられたのだろう？

　もともと霊力が強いのだとしても、これほどはっきりわかるとは、信じられなかった。

　行方不明の兄、清きよ良らは、稀き代たいの大陰陽師として名を馳はせた祖父にも勝まさる〝力〟を持っているといわれていた。

　もしかして有恒は、兄をも凌しのぐ才の持ち主だということだろうか？

「あれらは長い間、右大臣家のまわりをたゆたっていたと思われます。何がきっかけで結びついてしまったのか、俺にもわかりません」

　有恒はゆっくり首を左右に振る。

　詞音は真剣に考え込んだ。

　右大臣家が妖の温おん床しようとなる素地は、いくらでもあったと言える。しかし、右大臣家なればこそ、邪じや気き払ばらいは頻ひん繁ぱんに行われていた。

「もしかして、龍脈の流れに異変でもあったのか……？」

　ぽつりと呟くと、すかさず有恒も同意する。

「そうですね。それが原因かもしれません。そして、混沌とした固まりだったものを、益人殿が搔き回したせいで、突然変異した。それが正解かもしれません」

「だとすれば、明日にでも、都を巡る龍脈の様子を調べてみなければならぬな」

　詞音が言うと、有恒はしっかりと頷く。

「あとは、その妖を祓う術を見つけて……」

「詞音様、あまり無理はなさいませんように」

「でも、あれは内裏のほうに逃げていった。帝のおわす内裏には、もちろん強い結界が巡らせてあるが、いつ暴れ出すかわからない。少しでも早く、術式を見つけないと」

「わかりました。俺も手伝います。でも、このあと調べ物をするのは一刻の間だけですよ？　そのあとはきちんとお休みください。明日から大変な日が続くかもしれない。体力を保っておかなければ、いくら〝力〟があっても、発揮できなくなります」

　優しく諭さとしてくれる有恒に、詞音は思わず微笑みかけた。

　いつも自分を心配してくれた、兄の口ぶりにそっくりだったからだ。

　その兄が行方不明となり、詞音はたったひとりで頑張ってきた。

　でも今は有恒がそばにいてくれる。

　そう思うと、心から安堵することができた。

「わかった。一刻だけ、手伝ってくれ」

「はい、詞音様」

　詞音は頼もしい有恒に、心からの笑みを向けるだけだった。

　その後、詞音は有恒とともに、一心不乱に魔物と化した怨霊の調査を続けた。

　過去の記録を漁あさり、祖父が調伏したという大物の怨霊の記述を見つけたが、今回のものに該がい当とうするかどうかははっきりしない。また、その怨霊を調伏する術式も、曖あい昧まいな部分が多く、これぞという解決方法は、すぐには見つからなかった。

　約束の一刻が過ぎる頃、詞音は文ふ机づくえに突っ伏していた。

　昼間の疲れで睡すい魔まに襲われたのだ。

「詞音様？」

　有恒が密やかに呼びかける声が聞こえたが、詞音はまぶたを開けることができなかった。

「無理をしすぎだ。このまま、ここに置いておきたくはないが、無理に連れ去って嫌われたくもない……。さて、どうしたものか……」

　不思議な呟きが耳の奥に達する。

　いったい、なんの話を……？

　訊き返したいのに意識が徐々に薄うすれていく。

「風邪をひきますよ？」

　最後に優しい声がして、詞音はふわりと抱き上げられた。

　そのまま寝しん所じよまで横抱きで運ばれ、褥に寝かされる。

「本当に無防備な人だ……」

　有恒が複雑な表情を浮かべつつ嘆息していたことも、詞音には知る由もなかったのだ。
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　右大臣家での怪異があって以来、詞音は朝から晩まで忙しい日々を過ごすこととなった。

　陰陽寮は、取り逃がした怨霊が暴れ出さぬように、総出で内裏の結界を強めている。競い合いの許可を与あたえた陰陽頭は、益人が犯した失態の責を負う形で、その陣じん頭とう指揮に当たっていた。

　また、詞音が伝えた怨霊の正体についての考察も、すんなりと受け入れられた。右大臣家の怪異について、詞音の意見のほうが正しかったと認められたせいだ。

　陰陽寮では、出来の悪い天文博士に対する見方も一変していた。あの時突然現れた妖狐は、詞音が使役していたとの噂うわさが広がっていたせいだ。詞音はすぐさま否定したが、人の口に戸は立てられず、噂は広がる一方だった。

　驚いたのは、右大臣家からも問い合わせがあったことだ。

　──妖狐を使役しているとは本当か？　真実ならば、右大臣家にその妖狐を連れてこい。右大臣様が直々に検分なさる。

　というものだ。

　もちろん詞音はやんわりと否定した。

　美しい白狐。あのように稀け有うな存在を見たのは初めてだ。それゆえ、使役するなどあり得ない話だと使者に説明した。

　そうして慌ただしく日々が過ぎているなか、詞音は毎日、龍脈の様子を調べてまわることに時間を費ついやしていた。供をするのは、常に有恒ひとりだ。

　このところ有恒は、土御門の家に泊まり込んでいた。自分の屋敷と往復する時間が惜しいとのことで、有恒のほうから要望があったのだ。

　もちろん詞音に否いなやはなく、せめて有恒によけいな負担はかけまいと、使用人を夜も置くことにした。

　しかし、夜半まで書庫にこもり、ふと気づくと自分の部屋で眠っているということが多い。

　詞音に自覚はなかったが、それはおそらく使用人ではなく有恒が手助けしてくれたのだろう。

　これ以上迷惑はかけられないと思う一方で、詞音はますます有恒を頼りとするようになっていたのだ。

「都の中にある神社仏閣はほぼ調べ終えたな」

「異常が見られたのは右大臣の屋敷近くの神社のみでしたね。しかし、大騒ぎするほどのことはなかった」

　ふたりで朝あさ餉げを取りながら、その日の行動の打ち合わせをする。

　久しぶりに誰かと顔を合わせて食事をするのは、こんな時だというのに楽しかった。

　朝餉を終えた詞音は、膳ぜんの上に箸はしを置き、おもむろに切り出した。

「今日は、都の外を調べに行くか」

「では車を用意して参ります」

「待て。それには及ばぬ。そなたさえよければ、徒でいくほうが気楽だ」

　詞音は褥から腰を上げかけた有恒を引き留めた。

　有恒は自分の屋敷から運ばせた、すっきりとした装束を身につけている。毎夜、遅くまでつき合ってくれているにもかかわらず、朝の光の中でいちだんと輝いているように見えた。

「徒、ですか……。しかし、それも時間がかかる。ならば、馬で行きましょう」

「馬……？　乗れぬこともないが、あまり得意ではない」

　詞音が自信のない声を出すと、有恒はにっこりと笑う。

「ご心配なく。俺が詞音様を乗せていきますから」

　当然だとばかりに言われ、詞音は頰を染めた。

「そなたがそう言うなら……任せる」

　有恒といっしょに馬に乗る。

　そう想像しただけで、心の臓が高鳴る。こんな大変な時だというのに、有恒の顔を見たり声を聞いたりしただけで、身体の奥で甘い疼きが生まれたりもする。

　いったい私はどうしてしまったのだ？

　詞音は自分自身に呆れつつ、ぎこちなく有恒から視線をそらした。
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　有恒が用意させた葦あし毛げの馬に乗って、土御門の家を出発したのは、朝餉を終えてすぐのことだった。

　詞音は動きやすい水干を身につけ、有恒に抱かれるようにして馬の背に揺られていた。冠や烏帽子はつけずに、癖のある髪を後ろでゆるく結んでいるだけだ。

　対して、有恒は武官のように背に弓を負っていた。右大臣家の屋敷の時と同じように、何があっても詞音を守るつもりなのだろう。

　その有恒は、都を出てすぐに北へと馬を進めた。

　都の北方を守護するのは玄げん武ぶ神。北より流れる霊脈を取り込む役目も果たしているという。

　その玄武神がおわす小高い山の裾すそ野のには、果てもなく薄野原が広がっていた。

　秋が深まり、薄は白い穂ほをつけている。

　馬の背からふと空を見上げると、雲ひとつない上々の天気だ。鳶とびが高く舞っていた。

　時折冷たい風が吹きつけてくるが、背中からすっぽりと抱かれているので寒さは感じない。

　詞音はゆっくり馬の背に揺られる心地よさと、有恒に守られているという絶対的な安堵にのみ包まれていた。

「有恒、そなたは不思議な男だな」

　詞音はぽつりと漏らした。

「なんのことですか？」

「顔を合わせてまだ間もないというのに、私はすっかりそなたに甘えている」

「よいのではないですか？　詞音様は、兄上が行方不明となられてから、ずっとおひとりで頑張ってこられたのでしょう。俺でよければ、もっと甘えてください」

　深い声に、詞音はじわりと胸が熱くなった。

　背中から抱かれている格好なのは幸いだった。有恒の顔が見えたりしたら、きっと涙をこぼしていただろうから。

「このあたりは、昔、兄上と一緒に来たことがある。うろ覚えだけど、なんとなく見当もつく。もう少し行けば、道標が見つかるはずだ」

「兄上と一緒に……、その時のこと、覚えておいでなのですか？」

「もちろん覚えているとも。兄上はあの頃からすでに強い〝力〟をお持ちだった。今の私より歳が下だったのに、父上を手伝っておられたのだ」

「そう、ですか」

　有恒は、ゆったり馬を進めながら答える。

　声が幾分沈んで聞こえた。しかし詞音は鮮やかに蘇よみがえった記憶に夢中で、有恒の様子に気づくことはなかった。

「そういえば、怪我をした狐の子がいたんだ。この前、そなたの傷につけたのと同じ軟膏を塗ってやった。あの時の子狐、今でも元気にしているだろうか」

　可愛らしい子狐の姿が、今も鮮やかに脳裏に蘇る。

　腕に抱き上げた温もり、そしてふさふさの尾で頰を撫でられた時のくすぐったさも、ありありと昨日のことのように思い出せた。

　が、その時、ふいに有恒が馬を止める。

「どうしたのだ、有恒？　道標はまだ少し先だと思うが」

「詞音様はもうお帰りください」

　有恒は厳しい声を出し、次の瞬間には、ひらりと馬の背から飛び下りる。

　詞音ははっとなった。

　自分には見えない何かが潜んでいるのかもしれない。

「あ、有恒、待て。私も」

　詞音は焦り気味に言いながら、自力で馬から下りるべく上体を伏せた。だが、すかさず有恒の手が伸びて、動きを止められる。

「詞音様はこの馬で都までお帰りください。慣れている馬です。詞音様を振り落としたりはしませんから」

「どうして？　何かいるのだろう？」

「危険です。詞音様はここでお帰りください」

　有恒は説明さえしてくれず、怖い顔で睨むだけだ。

　詞音は苛立ちを覚えて眉まゆをひそめた。

　弱い自分を守ってくれようとしているのはわかる。自分では邪魔になるだけかもしれないとも思う。それでも、何も知らないままではいられなかった。

「有恒。邪魔はしない。約束する。でも何がいるのか、私も一緒に見届けたい。だから、頼む……わ、私に口づけてくれ……っ」

　詞音は有恒の腕をつかみ、必死に訴えた。

　そのとたん、有恒の手が後頭部にまわり、ぐいっと引き寄せられる。

「もう言い争っている暇ひまはなさそうです。いいですか？　絶対に前には出てこないでください。少しでも危険を感じたら、すぐにこの場から逃げること。たとえ俺が倒されたとしても、です。とにかく、詞音様は何もしないでください。呪じゆ符ふや真言も控ひかえてください。いいですか？　いざという時に使っていいのは、ご自分の身を守る護符だけです。そう約束してください。いや、ただの約束ではぬるい。自分の身を守る護符以外は、絶対に使わないと誓えますか？」

「有恒」

「誓っていただけないのなら、今すぐ馬の尻を叩いて、この場から去ってもらいます」

　有恒は今まで見たこともないほど厳しい表情をしている。

　それだけ大きな危険が迫っているのだろう。

「わかった。誓う。何が起きているか、見ていたいだけだ」

　有恒は、詞音が最後まで言う前に、ぐいっと後頭部を引きつけた。

　そして詞音の唇に、嚙みつくような口づけをする。

「んぅ、……っぐ、……っ」

　いきなり舌を深く絡められ、根元から千切れそうなほど吸い上げられる。

　だが有恒は、次の瞬間には、さっと口づけをほどいた。

　くるりと背中を見せ、そのまま早足で薄を搔き分けながら進んでいく。

「有恒……」

　詞音は馬の手た綱づなをぎゅっと握りしめ、食い入るように長身の後ろ姿を見つめていた。

　しばらくして、突とつ如じよ、前方で真っ黒な霊気が噴き上がる。

「あっ！」

　詞音は驚きで目を瞠った。

　龍脈が正しく都へと導かれるようにと施してある道標のあたりだ。昔、兄の清良が淀みを祓ったのと同じ場所だろう。

　本来、龍脈から立ち上る霊気は、美しい光を伴っているはずだ。それが真っ黒に見えるとは、かなりの異常事態だった。

　有恒はすでに弓を構え、矢をつがえている。

　詞音は何が起きるのかと、背筋を凍りつかせながら見守っているしかなかった。

　ほとんど無意識に、袂の護符をつかむ。

　しかし、先ほど誓わされたせいで、この札は使えない。弱い自分は、なんの助けにもならないのだ。

　有恒に、もしものことがあれば、どうしよう。有恒は強い。でも、あの黒い霊気はただ事ではない。

　そう思うそばから、黒い霊気は巨大な芋いも虫むしのように膨ふくらみ始めた。腹の部分にくびれができて、全体がぐねぐねと動いている。

　背筋がぞっとするようなおぞましさだ。

　形は芋虫だが、あまりにも巨大だ。あんなものを相手に、有恒ひとりで、どう戦おうというのだ？

　龍脈に乱れがあることは、最初からわかりきっていたのに、どうして有恒だけを連れてきてしまったのか。どうして、自分はいつも役立たずなのか。

　詞音は激しく己を責めた。

　妖を見る目が解放されたせいか、ただならぬ邪気もひしひしと感じる。癖のある髪まで総毛立つような不快感が身体中を覆っている気がした。

　右大臣の屋敷に現れたのとは明らかに違う。別ものだ。どちらも人間の手には負えそうもない強さを持っている。あの強さで敵意を向けられたら、何をしようと無駄かもしれない。

　いくら有恒が弓や剣けんの達人であろうと、たったひとりで戦うのは無謀すぎる。

　もし、有恒が手傷を負えば、いや、もし死んでしまったなら、自分だって生きていられない！

「有恒！　戻れ！　もういい！　いったんここから離れよう」

　詞音は恐怖に駆られ、声を張り上げた。

　だが、縋るように見つめても、有恒は振り向きもしない。

　どうか、お願いだ！

　もはや声さえも出せなくなった詞音は、心の中だけで叫んだ。

　しかし、願いもむなしく、とうとう妖が有恒に気づく。

　そのせつなを狙ったように、有恒が矢を放った。

　ビュンと唸りを立てて飛んだ矢は、黒い芋虫の眉み間けん部分に吸い込まれた。だが、打撃を与えた様子は微塵もない。

「くそっ！」

　有恒は悪態をつきながら、第二、第三と、連続して矢を放つ。

　どの矢も狙いを外していないが、魔物にはまったく通じなかった。芋虫はぐにゃりと身体を変形させ、刺さった矢を取り込んでしまう。

　有恒は弓と矢をどさっと地面に投げ捨て、腰の太刀を鞘さやから抜いた。

　上段に構えた刃やいばが、陽射しを受けて、きらりと光る。

　詞音は固かた唾ずをのんで有恒の一挙手一投足を見つめた。そして、ただ有恒の無事だけを天に願った。

　この身はどうなってもいいから、有恒をお守りください！

　有恒だけは絶対に死なせないでください！

　抜き身の太刀を手に、有恒は一歩ずつ魔物へと近づいていく。

　詞音は恐怖で凍りつきながらも、ふと握りしめたままだった札のことを思い出した。

　袂から取り出した札は、護符の一種ではあるが、投げた相手の動きを鈍にぶらせる効果がある。

　有恒に誓わされた。札を使っていいのは、自分の身を守る時だけ──。

　しかし、今がその時ではないだろうか。

　有恒が魔物にやられてしまうなら、自分だって生きていたくはない。

　だったら、万にひとつの可能性に懸かけてみてもいいのでは？

　もし失敗したとしても、その時、自分はきっと生きてはいない。有恒との誓いを破った詫わびは、あの世ですればいい。

　詞音はゆっくり馬の背から滑り下りた。

　その時ちょうど有恒が、魔物に斬りかかる。

　大地を蹴けり、優に五尺ほど飛び上がって、芋虫を斜ななめに斬り裂いた。

　両断された芋虫の上半分が、高く空くうを飛んで地面に落ちる。だが残った半分は、なんの痛つう痒ようも感じていないように、ぐねぐねと動いていた。

　飛ばされたほうはしばらく大人しくしていたが、そのうちあろうことか詞音に気づいたようで、地面を這はいながらゆるゆると近づいてきた。

「詞音様！　早く逃げてください！」

　有恒は野原中に響き渡るような声で叫んだ。

　詞音は護符を握りしめ、その場に突っ立っているだけだった。魔物と戦おうとしてのことではない。足がすくんで動きようがなかった。

　それに、有恒の無事を最後まで見届けたい。たとえ何もできなくとも、すべてを見ていたかった。

　魔物は途中でふいに動きを速め、あっという間に詞音に迫ってきた。

「詞音様！」

　有恒が絶叫しながら駆けてくるが、もう一体の芋虫が行く手を邪魔している。

　魔物に飛びかかられる寸前、詞音はさっと護符を前に突き出した。

　黒く濡れ光る軀からだをぐねぐねと動かしていた芋虫は、護符に反応し、ぶるんと、ひときわ大きく震えた。だが、そのあとは動きが鈍ったようで、近づいてはこない。

　詞音はあまりの気味悪さに吐き気をもよおしながらも、懸命に踏ん張っていた。

　へたに太刀を使えば、また分裂するかもしれない。

　この魔物は二体同時、結界内に閉じ込めて祓うしかないだろう。

　もう一枚、同じ護ご符ふがあれば、有恒が戦っているほうも動きを鈍らせることができる。

　詞音は震える手で懸命に袂を探さぐった。

　だが焦りが焦りを呼び、なかなか目的の護符を見つけ出せない。

「詞音様、何をしているのです？　早く逃げてください！　誓ったでしょう？」

　もう一体の芋虫と戦っている有恒が、鋭く声をかけてくる。

「有恒、護符で動きを止めるから」

　必死に説明しようとした瞬間だった。

「危ないっ！」

　ひときわ高い声が響き、詞音ははっと目を見開いた。

　護符で拘こう束そくしたはずの芋虫が、すでに動き始めている。しかも芋虫は、ぶわっと膨れ上がったのだ。そして、あっという間に、最初の個体の二倍以上の大きさまで成長する。

　狙いは最初から詞音だった。

「あ……あぁ……」

　喉のどから漏れるのは、叫びにもならない声だ。

　まだ何も解決していないのに、こんな気味の悪いものに喰われておしまいとは……。

　せめて、有恒だけでも逃げてくれれば！

「有恒……逃げて……っ」

　辛うじて掠れた声を上げた時、あたりの空気がぶわっと揺らぐ。

　次の瞬間、詞音の身体は何故か高く浮かんでいた。

　何か白いものが、自分の腰を咥くわえている。

　目に入ったのは、真っ白な被毛で覆われた長い尻尾だった。

　純白の妖狐！

　自分は純白の妖狐に咥えられ、空高く飛んでいる？

　詞音は信じられずに目を瞠った。

　妖狐に敵意はない。右大臣家での時と同じように、窮きゆう地ちを救ってくれたのだ。

　でも、有恒は？

　有恒はどこに？

　詞音は妖狐に運ばれながら、必死に薄野原を見やった。

　巨大な芋虫が二体、悔しげに身を震わせている。魔物たちは、空高く飛翔する〝力〟はないのだ。

　しかし詞音の恐怖は晴れなかった。

　有恒の姿がどこにもない。まさか、魔物にやられて、薄の間に倒れているのでは？

　そんな想像に苛さいなまれ、胸が張り裂けそうだった。

　妖狐は優雅に空を飛び、魔物からかなり距離を置いた場所で、ふわりと着地する。

　巨大な妖狐だった。体高は詞音の身長を上まわる。

　だがその妖狐は、詞音のそばに大人しく座り込み、青く澄んだ目で心配そうに見つめてきた。

　詞音は顔を上げ、高い位置にある妖狐の双眸を見つめ返した。きれいな瞳に吸い込まれてしまいそうになる。

　こんなに美しい生き物を見るのは初めてだ。けれども見惚れている場合ではない。

「助けてくれてありがとう。おまえが私を助けてくれたのは、これで二度目だね。でも、お願いだ。私を元の場所に戻してほしい」

　詞音は妖狐を見上げ、真しん摯しに頼み込んだ。この妖狐はきっと、人間の言葉を解するはずだとの確信があった。

「あそこには大切な人がいる。姿が見えなかったから心配だ。せっかく助けてくれたのに、申し訳ないけれど、どうか、私をあの場所に連れ戻してほしい」

　詞音は涙を滲ませながら、言葉を重ねた。

　有恒がどうなっているかと思うと、心の臓を抉えぐり取られたような痛みを感じる。

　純白の妖狐はじっと詞音を見つめていたが、やがて驚くべき言葉を発した。

『連れて戻るわけにはいかない。始末をつけてくるから、ここで待て』

「！」

　詞音は息をのんだ。妖狐の口から出たのは、紛まぎれもなく人間の言葉だ。

　しかし、詞音が驚きに固まっているうちに、妖狐はざっと大地を蹴って飛翔する。

「待って！　私も一緒に」

　叫さけんだ時はもう、妖狐の姿は空高くにあった。

　青い空に、純白に輝かがやく毛並みが映はえている。美しい獣は優美に空を駆かけて、薄野原の向こうに消えた。

　詞音は呆然と見送るしかなかった。

　有恒のことが心配で仕方がないのに、あの妖狐のことも気にかかる。

　いったいどうして、あの妖狐は自分の許に現れたのだろう？

　昔、この近くで子狐に傷薬を塗ってやったが、それと関係あるとは思えない。

　待っている時間が、永遠とも思えるほどに長かった。

　邪魔になるとわかっていても、駆けつけたくてたまらなくなる。

　我慢できず、まさに走り出そうとした時、ふいに向こうからやってくる長身の男の姿が目に入った。

　有恒だ。有恒が無事に戻ってきたのだ。

「あ、有恒！」

　詞音は涙を溢れさせながら、有恒の許へと走った。

　有恒の足取りはしっかりとしており、どこにも怪我を負った様子がない。

　ほっとするのとほぼ同時に、詞音は逞しい胸に縋りついた。

「詞音様……お待たせして、申し訳ありません」

　有恒は宥めるように言うが、詞音は涙を止められなかった。

「無茶をして……っ、あんな化け物とひとりで戦うなんて……し、死んだかもしれないのだぞ！　そ、そなたが死んでしまったら、わ、私は……っ」

　詞音は夢中で言い募った。

　それこそ本当に童のように、有恒に縋りついたまま、ずるずるとしゃがみ込んでしまう。

　詞音を支えていた有恒も、つられたように腰こしを落とす。

　けれども、どんなに責めても、有恒はひと言も言い訳をしなかった。

　散々泣いて、詞音はようやく顔を上げた。

　ふいに子供っぽい真似をしたことが恥ずかしくなる。

　涙で曇った目で有恒を見つめると、いつもと変わらず優しく微笑み返された。

　だが、その時だ。詞音はふとあり得ないものに気づいて、何度か瞬きをくり返した。

　有恒は武官用の装束を身につけている。髪はゆるく結んだだけで逞しい背に流していたが、左右の耳の上に、純白の飾りが見えたのだ。

　髪を飾るものではない。それは、獣の耳のように見えた。

　じっと魅入っていると、その耳がひくりと動く。　>>>♥

「あ……動いた……」

　詞音は思わず呟いた。

　有恒が何事かというように目を細める。しかし、すぐに己おのれの失態に気づいたらしく、さっと身体を退いた。

「不ふ覚かく！」

　有恒は鋭く吐き捨てる。黒髪から覗いていた異形の耳は、まるで幻術だったかのように一瞬で消え失せた。

　それでも、一度脳裏に刻まれた光景は、消え去ることはない。

「そなたが、あの妖狐……だったのか……？」

　詞音は途と切ぎれ途切れに訊ねた。

　まだ確信が持てたわけじゃない。でも、あの純白の妖狐がそばにいた時、有恒の姿は見なかった。妖狐に視線を奪われていたから見落とした。そういう可能性もあるが、さすがに今の耳は、見間違いとは言えないだろう。

　有恒は、詞音の問いに答えるつもりはないらしく、さっと立ち上がる。

「あそこの龍脈は、蓋ふたをし直したほうがいいです。都に流れ込むはずのものが、あの場所一帯で滞って、沼のようになっております。先ほど出現した異形は、たまたまあそこをとおりがかった時に、強い霊力を浴びたようです。元はただの幼虫。封じておいたので、今後は二度と、悪さはしないと思います」

「龍脈が溢れ出していたのか……それで、都に入るはずの〝力〟が削けずられたのか……」

「おひとりで始末をなさるのは危険です。異形の虫は倒しましたが、また新手が現れるかもしれない。いったん、陰陽寮にお帰りください。皆で対策を講じられたほうがよいかと」

「わかった。そうしよう」

　詞音は素直に頷いた。

　まだ肝心なことには答えてもらっていない。

　しかし有恒は、今までとは人が違ったように冷ややかな表情を張りつかせている。

　あまりにも冷淡な様子に、詞音は問いを重ねることができなかった。

　本当は、どうして自分のところに来てくれたのか、問い詰めたかった。他にも色々と訊ききたいことがある。なのに有恒は、余よ所そ余所しい態度を崩くずさない。

　有恒の本ほん性しようが妖狐であることは、絶対に知られてはいけない秘密だったのだろう。

　偶ぐう然ぜんのこととはいえ、詞音に正体を知られ、有恒は苦々しい思いでいるのかもしれない。

　もちろん、他人に明かすつもりはない。

　あの妖狐は……いや、有恒は、自分にとって命の恩人だ。

　だから詞音は、それ以上何も問わずに、帰き途とについたのだった。

　有恒は指笛で愛馬を呼んだ。そして黙って詞音を抱き上げ、馬の背に乗せる。そのあと自分自身もひらりと鞍くらに飛び乗った。

　背中から抱かれる感触は優しい。こんなにも安心していられる場所は、他にはなかった。

　有恒の温ぬくもりだけが、揺ゆるぎない安心を与あたえてくれる。

　けれどもその有恒のほうは、まだ冷ややかさをまといつかせている。

　詞音は、有恒の気持ちが急に変化したことを寂しくも感じていた。
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　有恒は真っ直ぐに陰陽寮へと詞音を連れ帰った。

　ふたりともひどく汚れた格好だったが、今は緊きん急きゆう事態。装束にかまっている暇はない。

「どうなさったのですか、その格好は？」

　いつもどおり飛んできた奥村は、不快げに眉をひそめた。

「龍脈の様子を見てきた。大きな溜たまりができている。捨て置けば、異形のものが続々と生まれてきそうだ」

　詞音の報告に、奥村は絶句した。

　だが、日頃から実務に長けた男らしく、すぐに己を取り戻して進言する。

「では、陰陽頭様には私のほうからご報告をしておきます。龍脈の調整には、腕に覚えのある者を選び、十人ほど差し向けるということで、よろしいですか？」

「いや、武官も相当数伴ったほうがいいと思う」

　そう付け加えると、奥村は改めて詞音の格好に目を走らせる。

　後ろで控えていた有恒にもちらりと視線を巡らせた奥村は、すべてを納得したように頷く。

「覚悟して参ります」

　的確な返答に、詞音はほっと息をついた。

「私はいったん家に戻る。悪いが、準備が調ったら、迎えを寄こしてくれるか？」

　奥村は、その言葉には難しい顔をした。

「ご心配でしょうが、今回は私にお任せください。詞音様はお屋敷のほうで休息をお取りになったほうがいいでしょう」

「しかし」

「いいえ、何もかもご自分でなさるのはよくない。詞音様には大物を調伏するという使命があります。無駄に〝力〟を使われることはないですよ」

「…………」

　奥村の言葉に、詞音は黙り込んだ。

　最初はまったく信用されていなかった。だから、こんなふうに過か剰じように信頼されることには、戸と惑まどいを覚える。

　だが、奥村が優秀な陰陽師であることも確かなので、詞音はすべてを任せることにした。

　龍脈の調整は、大勢でかかればさして問題なく片付くだろう。むしろ〝力〟のない自分は出ていかないほうがいいぐらいだ。

　詞音が今すべきことは、内裏にいる妖を調伏する適切な術式を見つけ出すことだった。

「では、あとのことは頼たのむ」

「かしこまりました」

　奥村は短く答え、下がっていく。その後ろ姿を見届けてから、詞音も座を立った。

　有恒は離れた場所で、無言で控えている。

「屋敷に帰る。一緒に来てくれるか？」

　詞音の問いに、有恒は頷いたが、その口は最後まで閉ざされたままだった。
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　天文博士としての義務を果たし、詞音は有恒に送られて屋敷に戻った。

　陰陽寮ではなるべく考えないようにしていたが、頭は有恒のことでいっぱいになっている。

　その有恒は、門前で詞音を馬の背から抱き下ろすと、これで役目は終わりだとばかりに、再び馬に飛び乗ってしまう。

「待ってくれ、有恒。とにかく話が聞きたい。中に入ってくれ」

　詞音は慌てて手綱を引っ張って、有恒を引き留めた。

　有恒は眉をひそめ、馬上から冷ややかに見下ろしてくる。

「俺を屋敷に入れようと言うのですか？　無防備にもほどがある」

　荒々しく吐き捨てるように言われ、詞音はびくりとすくんだ。

　有恒はどんな時にも優しかった。突然の豹ひよう変へんに、どう対応していいかわからなかった。

「そなたは何を怒っているのだ？　私に失望して、もう助力する気が失せたというなら仕方ないけれど……」

　そう。有恒に見放されてしまう。今の詞音が一番恐れているのは、そのことだった。

　手綱を握ったままで俯くと、馬上の有恒が大きく嘆息する。

「あなたは、俺の正体を知ったはず。なのに、怖くはないのですか？　嫌けん悪おしないのですか？　どうして、そう無む警けい戒かいに、態度を変えずにいられるのです？　気づかなかった時なら仕方ないにしても、俺が異形のものであると知って、なお屋敷に招き入れようとは、信じられない」

　有恒の言葉に、詞音はきょとんとなった。

　本気で何を言われたのか、わからなかったのだ。

「私がそなたを嫌うなんて、あり得ない……。どうして、そんなふうに思ったのだ？」

　小首を傾げて問うと、有恒は呆れたように首を振りつつ馬から下りた。

　ともかく屋敷に残る気にはなってくれたようで、詞音はほっと息をついた。

　門をくぐり、留守を命じてある使用人に馬を預ける。

　部屋にいって有恒と向かい合う形で腰を下ろしたが、ぎこちない雰ふん囲い気きはなくならなかった。

　訊きたいことが山ほどあるのに、声をかけるきっかけもつかめない。

　だが、ともかく感謝の意だけでも伝えなくてはと、詞音はようやく口を開いた。

「有恒、今日は本当にありがとう。そなたは命の恩人だ。私がどれほど感謝しているか……」

「いいのですか？　俺は普通の人間ではないのに」

　突然怒ったように言う有恒に、詞音は眉をひそめた。

「だって、有恒は有恒だろう」

「そうです。俺は、俺です。人間ではない。狐の本性を持つ異形……つまり、人からすれば化け物ということだ」

「どうして、そんな言い方を……」

「言葉を取り繕っても同じだ。俺は人間じゃない。妖だ。益がなければ、いらぬ存在として祓われるほうの立場。もっとも、今の陰陽寮に俺を祓えるほどの〝力〟を持つ者はいないが」

　嘯うそぶいた有恒は自嘲気味な笑みを見せる。

　端整な顔立ちも、澄みきった双眸も、何ひとつ変わりはしない。なのに、いきなり突き放されてしまったようで、詞音は胸が痛くなった。

「有恒……私にとって、そなたは妖などではない。いつも私を支えてくれるよき友、いや、尊敬できる兄のような人だと……」

「俺が兄？　まさか、あなたは俺を、行方不明の兄上の代わりにしようと言うのか？」

「違う。そういう意味ではない」

　詞音は慌てて首を左右に振った。

　兄のような親しみを感じているけれど、決して兄の身代わりとは思っていない。

「今後もあなたは、本気で俺をそばに置くつもりなのか？」

　感情のこもらない声で問われ、詞音はこくりと頷いた。

「もちろん、有恒の秘密は誰にも明かしたりしない。絶対に明かさないと誓う。だから、これからも私を助けてほしい。そばにいてほしいのだ」

　有恒は何も答えず、じっと見つめてくる。

　視線が合うと、いつもどおり訳もなく頰が染まり、心の臓も高鳴った。

　この反応は、有恒の本性が妖狐だとわかっても、少しも変わらない。

「なるほど……俺が妖狐と知っても、そばに置きたいと……。ま、あなたには俺の〝力〟が必要だからな。嫌悪と利益を秤はかりにかけた結果、益を取ったということか」

　嘲あざけるような言い方に、詞音は眉をひそめた。

「それはどういう意味だ？」

「あなたには俺の〝力〟が必要だ。俺が触れることで〝力〟を分けなければ、あなたは何も見えない半はん端ぱな陰陽師でいるしかない」

　冷たい言葉に、詞音は唇を嚙みしめた。

　事実であるだけに、反論のしようはない。でも、今までの有恒は、こんなふうにわざと傷つけるような言い方はしなかった。

「私は確かに半端な陰陽師だ。そなたの〝力〟を分けてもらわなければ、何もできない」

「だから、あなたは俺を欲ほつすると？」

「有恒……っ」

「あなたは可哀想な人だ。強大な〝力〟を有する陰陽師であったなら、俺を使役することも可能だったろうに、あなたは俺に縋すがるしかない」

　有恒はそう言いながら、すっと上体を近づけてきた。

「あ、有恒……確かに私にはもっと〝力〟が必要だ。でも、それだけではない。私はそなたに……っ」

　最後まで訴えることはできなかった。

　有恒の端整な顔が、あまりにも間近に迫ってきたからだ。

「知っていますか？　あなたに〝力〟を分ける方法は他にもある。唇を合わせたぐらいでは得られない、もっと強い〝力〟を得られる方法が……」

「……っ」

　有恒の手が顎にかかり、詞音は息をのんだ。

　乱暴に上向かされて、いきなり唇を強く塞ふさがれる。あまりに突然で、抗あらがう暇もなかった。

　有恒は詞音の腰を引き寄せ、思うさま口づけてきた。

「んっ、あ……ふっ、んん」

　息が苦しくて大きく胸を喘あえがせた隙に、熱い舌が口中に滑り込む。

　口づけは何度も交わした。でも、こんなに淫らで激しいのは初めてだ。

　詞音はどうしていいかわからず必死にもがいたが、有恒の口づけはやまなかった。

　有恒は、本当に飢えた獣になったかのように詞音の唇を貪る。

「うぅ、んふ、……く……ぅう」

　有恒の舌が縦横に動き回り、互いの唾液が混じり合う。そのとたん、脳のう髄ずいまで痺れるような感覚に襲われた。

　有恒に口づけられると、いつも身体が熱くなる。ぐったりと力も抜けて、完全に身を委ゆだねてしまう。

　詞音は無意識で有恒に縋り、それでまた抱擁がきつくなった。

「甘い唇だ……」

　散々貪り尽くしたあとで口づけを解いた有恒は、満足げに呟いた。

「んっ……ふ、……っ、ど、どうして……」

　激しく胸を喘がせながら、問いかけると、有恒は酷薄に口元を歪めた。

「あなたが望んだことでしょう？　それとも、俺の〝力〟がなくてもやっていけるのですか？」

「あ、有恒……私は……」

　口づけは詞音の目を開くための手段。

　そうに違いなかったけれど、それだけを求めていると思われるのはいやだった。

「あなたは俺を利用して、〝力〟を得たいのでしょう？　違うのですか？」

「そんな言い方……、た、確かに私は未熟で……だから、そなたが助けてくれるなら、そうしてほしいと……」

「いいのですよ、詞音様。今さら言葉を飾る必要はない。あなたのその望み、叶えてあげましょう。今までよりもっと確実に、目がよくなるように」

「どういうことだ？」

　詞音は思わず訊ね返した。

　すると有恒は、くすりと笑い、とんでもないことを答える。

「あなたの目を開くきっかけとなるのは、俺の体液らしい。口づけはその一いつ端たん。だが、効果はさほど持続しない。保って一刻がいいところだったでしょう。だから、身体に直接俺の体液を取り入れてしまえばいいのですよ」

　詞音は首を傾げた。

　今まで誰とも深い関わりを持たなかったので、有恒の言う関係がどんなものか、まったく想像がつかなかったのだ。

　有恒は業ごうを煮にやしたように詞音の手を握り、ぐいっと引きつける。

　そうして、今度は詞音の身体を床に横たわらせて、上からじっと見下ろしてきたのだ。

「ま、待て……有恒……何をする気だ？」

　詞音はのしかかってくる有恒を懸命に押し止とどめた。

「俺の〝力〟が欲しいのでしょう？　だったら、抵抗しないほうがいい」

　有恒は冷たく言って、抗う詞音を押さえ込む。

「でも、……っ」

　詞音は焦り気味に、有恒の胸を押し返した。

〝力〟を得るために、有恒ともっと深い結びつきを持つ。その意味が、ここへ来てようやくわかったのだ。

　けれども、こんなふうに打算だけで、有恒と身体を重ねるのはいやだ。

　有恒だって、きっと後悔する。

　だが、有恒は、それ以上考える時間を与あたえず、再び唇を塞いでくる。

「んんぅ……っ」

　最初から激しく口中を貪られて、詞音はもう逆らえなくなった。

　荒々しく口づけられているのに、甘いと感じる。有恒が舌を絡めてくると、すぐに身体中が熱を帯びてしまう。

　どうして、有恒の唇はこうも甘いのだろうか？

　いつだって、蕩けるような心地にさせられて、ずっと口づけていてほしいと、まるで、そう……まるで、幻術でもかけられているかのように、有恒のことしか考えられなくなって……。

　今だって、そうだ。

　ずっとこうしていてほしいと思う。

　もしかして、これも、有恒が妖狐であるせいなのか？

　有恒の体液に触れて、突然ものを見る目が開くのも、すべては妖狐の〝力〟なのだろうか？

　有恒は口づけを続けながら、細い喉、そして華奢な肩にも手を滑らせてくる。

　水干の袖を引っ張られ、胸の合わせから手を潜り込まされた。

「……絹のように滑らかだ」

　唇を離した有恒が、そっと胸をなぞりながら囁くように言う。

「あ……っ」

　有恒の手が滑っていく感かん触しよくに、詞音は思わずびくりとなった。

　有恒は単の合わせも開いて、詞音の白い肌を剝き出しにしてしまう。

　宵闇が迫っていたが、屋敷の使用人が用意よく、火を灯していた。だから、すべてが有恒の視線にさらされていた。

「思ったとおり、傷ひとつない美しい肌だ」

　有恒はため息混じりに囁きながら、露出した肌に手を這はわせる。

　詞音は恥ずかしさを堪え、じっとしていた。

　本当は、もっと抵抗するべきだと思う。〝力〟は欲しいけれど、これで有恒が自分から離れていってしまうのはいやだ。

　しかし、逃にげ出すにはもう遅おそかった。

　平らな場所を撫でられている時はまだよかったが、胸の尖りに触れられた瞬間、びくりと全身を震わせてしまう。

　だが、有恒はかまわず端整な顔を伏せてくる。

「ああっ」

　胸の粒を口に含まれ、詞音は思わず悲鳴を上げた。

　しかし有恒は、尖った先端にいやらしく舌を這わせてくる。

　詞音はびくびくっと小刻みに震えた。何か熱いものが身体中を駆け巡った気がする。

「やはり俺とあなたは相あい性しようがいいようですね。ほんの少し胸を舐めただけで、その反応とは」

「な、なんのことだ？」

「あなたはいつも甘い匂いをさせて俺を誘っている」

「誘うなんて、そんなこと」

　詞音は必死に言い返した。

「していないとでも？　俺に抱かれればもっと大きな〝力〟が得られる。あなたは最初から知っていたのではないですか？　〝力〟が欲しいなら、俺のことも楽しませてください。あなたの甘さを堪能できるなら、なんでもしてあげます。それに、とことん教えてあげますよ。あなたがどれだけ淫いん蕩とうになれるかを……。ほら、ここをこうして指で摘つまむと、身体の奥が疼くでしょう？」

　言葉と同時に、きゅっと胸の先端を摘まれて、詞音は息をのんだ。

「やはり、感じている。それとも、あなたはもともと淫らな性なのか」

「やっ、そんな……っ、違う」

　詞音は本気で怖くなり、両腕を交差させて剝き出しの胸を隠した。

　すると有恒は、くすりと忍び笑いを漏らす。

「胸を弄いじられるのはいやなのですか？　だったら、もっと別の場所を試しましょう」

　何をされるのかと、詞音は緊張で身を固くした。すると有恒は、無造作に指さし貫ぬきを脱がせにかかる。下衣も一いつ緒しよにするりと下ろされ、恥ずかしい場所を露出させられた。

「う……っ」

　詞音は鋭く息をのんだ。慌てて有恒の目から隠そうと手を伸ばしたけれど、一瞬早くあらわになった中心を握られてしまう。

「ああっ！」

　予期せぬ事態に動転して、詞音は高い声を放った。

　口づけを受け、胸を少し弄られただけだ。なのに、有恒の手に包まれたものは、熱く形を変えていた。

　湯殿でもそうだった。どうしてこんな簡単に反応してしまうのか。

　あまりの恥ずかしさで詞音は腰をよじった。でも有恒は空いた手で、いとも簡単に動きを阻はばむ。

「今さら隠すことはない。あなたが感じていることは知っている。さあ、もっと気持ちよくしてあげましょう」

　有恒は含み笑うように言いながら、逞しい身体を、詞音の下方へとずらしてくる。

「や、何？」

　何をされるのか怖くなり、詞音は思わず頭を上げた。すると有恒は、手の中に収めたものをゆるゆると揉もみ始める。

「可愛らしいが、きれいな形をしている」

　褒められているとは思えない、恥ずかしい言葉だ。

　なのに、刺激された場所がぶるりと反応し、さらに硬かたく張りつめていく。

「やだ、……あっ、そんな……っ」

　詞音は狼狽したが、有恒はそれだけでは止まらなかった。張りつめた花か芯しんに唇まで近づけてきたのだ。

　硬くなった先端にちろりと舌を這わされて、詞音は信じられずに、懸命に腰を揺らした。

「あ、駄目……っ、いやだ、そんなの……、ああっ、やめ……っ！」

「これは、あなたが自ら望んだことだ」

　冷ややかに言い捨てた有恒は、張りつめた花芯を深く咥え込み、舌で淫らに擦り上げてきた。　>>>♥

「やあっ……！」

　あまりの気持ちよさに、詞音は高い声を放った。

　有恒に口こう淫いんされるなど、信じられなかった。なのに、身体の奥から快感が迫せり上がってきて、じっとしていられない。巧みな愛あい撫ぶに合わせ、淫らに腰が揺れてしまう。

　恥ずかしくてたまらないのに、気持ちがよかった。

　有恒は口中に収めたものを自在に操った。深く咥えたままで幹に熱い舌を押し当て、敏感な筋を辿るように何度も上下させる。かと思うと、口を窄すぼめて根元から全体を吸ったりする。

　初めての詞音には、何もかもが刺激的すぎた。

「ああ、……あ、ふっ、ぅう」

　身体の奥から快感が湧き起こり、淫らな喘ぎが止まらなくなる。

　有恒は蜜液を滲ませる先端の窪みにも舌先を潜り込ませてくる。甘い蜜を味わうように、ねっとりと舌を這わされると、一気に極めてしまいそうなほど感じた。

「や、ああっ、……も、駄目……やだ、出る……、口、は、放して……っ」

　身体の奥から迫り上がってくるものが抑えきれない。

　でも、有恒に咥えられたままで達するわけにはいかなかった。

　詞音は懸命に手を伸ばして有恒を追いやろうと足あ搔がくが、口淫はますます激しく、いやらしくなるだけだ。

「やっ、有恒……、は、放せっ……や、やめ……っ！」

　詞音は涙をこぼしながら叫んだ。

　腰もひときわ大きく引いたので、有恒がようやく口を離す。

「感じているなら、我慢せずに出せばいいのに」

「そ、そんな……む、無理……っ」

　首を振って否定すると、有恒はにやりと口元をゆるめる。

「本当ですか？　では、試してみましょう」

　詞音は真っ赤になったが、有恒は再び花芯をとらえ、深く口に咥え込んだ。

「やあ、……ううっ、く、ふっ」

　上下に激しく駆り立てられると、もう堪えようがなかった。

　そのうえ有恒は空いた手を上に伸ばし、胸まで撫で回す。

　過敏に勃ち上がった尖りをきゅっと摘まれると、腰の奥から熱いうねりが押し寄せてくる。

　唾液が絡む、濡れたいやらしい音とともに、窄めた口を何度も上下された。胸の尖りを指で潰され、さらに花芯を根元から強く吸い上げられる。

　男の手管に翻弄された詞音は、あっさりと上り詰めた。

「やっ、あ、ああっ……くぅ」

　切れ切れの悲鳴を上げながら腰を震わせ、どくりと勢いよく有恒の口に吐き出す。

　すべてを出し尽くす圧倒的な快感が、身体の隅々まで浸しん透とうしていく。

「あ、……あ……んぅ」

　有恒は詞音が噴き上げた欲望をのみ込み、それでも足りぬとばかりに、窪みに舌先を這わせ、最後に残った滴しずくも舐め取ってしまう。

「ああ、なんという甘さだ」

　絞しぼり尽くされ、力をなくしたものが有恒の口から解放されても、詞音はしばらくの間、放心状態だった。

　有恒の口に出してしまうなんて、どうかしている。潤んだ目で、有恒がゆっくり顔を上げるのを眺めていると、さらなる羞恥と罪悪感に襲おそわれる。

　だが、有恒のほうは我慢できなくなったように、逞しい身体を覆い被せてきたのだ。

「俺も、もう我慢がきかなくなりました」

「あ……っ」

　飢えたように見つめられ、再び鼓動が跳ね上がる。澄みきった双眸に魅せられて、詞音は息をするのも忘れるほどだった。

「こうして、あなたを抱ける日が来るとは、信じられない」

　有恒は詞音を抱き寄せ、耳元で狂おしく囁く。

　熱い息が耳にかかっただけで、身体の芯にぞくりと甘い痺れが走った。

　有恒は詞音の頰にそっと口づけながら、そろりと手を下に伸ばしてきた。

「さあ、足を開きなさい」

　剝き出しの太ふと腿ももを撫でられて、びくりとなる。

「そんな……恥ずかしい」

「準備をしなければ、俺のは挿はいらない。〝力〟が欲しいのでしょう？」

　低い囁きに、詞音はかっと頰を染めた。

　これはあくまで詞音自身が望んだこと。それをいやというほど思い出させられたのだ。

「さあ、うつ伏ぶせになってください」

「そんなの、いやだ」

　詞音は慌てて拒否したが、有恒の手でしっかり腰をつかまれて、うつ伏せにさせられる。

「もっと腰を上げてください」

　有恒の要求はさらに羞恥を誘った。だが逃げ出す暇もなく、腹の下に手を入れられて、腰だけ高くする体勢を取らされた。

　半裸で四つん這いになるなど信じられない。単はまだ腰に絡まっていたが、有恒が腰帯を解くと、それもするりと落ちてしまう。

　さらされた白い双そう丘きゆうを、有恒はゆっくり撫で回してきた。

「う、……くっ」

　たまらず呻きを漏らすと、今度は有恒の手で、秘めた場所を割り開かれる。

「こんなところまで可か憐れんとは」

　感心したように囁かれ、詞音の羞恥は頂点に達した。

「やっ、……ああっ」

　あまりの恥ずかしさで首を振った瞬間、今度はその場所に、有恒の舌が張りついた。

「いっ、やだ……っ、そんな……っ、だ、駄目……っ！」

　固く閉じた蕾つぼみを蕩けさせるように、ねっとりといやらしく舐められた。

　腰を振っても有恒の口は離れていかず、押しつけられた舌は、中にまで入ってこようとしている。

「有恒……っ、い、いやだ……そんなの」

　必死に叫んでも、有恒の熱い舌が中まで入ってくる。

　今すぐ死んでしまいそうなほど恥ずかしかった。

　なのに、奥まで舌が潜り込んでも、腰が揺れるのを止められない。

「ああっ、う、くぅ……うぅ」

　ぴちゃりと濡れた音がするたびに、身体が燃え上がるように熱くなっていく。

　きつかった場所に緩ゆるみができると、今度は指を深く埋うめ込まれた。

「指が吸い込まれていく。やはり、あなたは淫の性をお持ちなのですね」

「うう……うぅ」

　詞音は首を振った。

　しかし有恒は、噓をつくなとばかりに、埋め込んだ指をくるりと回転させる。

「あ、っ！」

　そのとたん、体内を走り抜けた甘い刺激に、詞音は反射的に腰を浮かせた。

　ぎゅっと有恒の指を締めつけてしまい、さらに痺れるような快感に襲われる。

「気持ちがいいですか、詞音様？」

「い、いやだ」

「中がこんなに蕩けそうに熱くなっているのに？」

「う、く……っ、ち、違う……っ」

「では、ここはどうですか？」

　有恒の指がひどく敏感な部分に触れた。

「ああっ！」

　高い声を放つと、有恒はさらに同じ場所を何度も刺激してくる。

「やはり、ここが感じるのですね？」

「そ、そこっ！　いやだ……ああっ！」

　詞音はどっと涙を溢れさせながら訴うつたえた。

　それでも有恒は、長い指でひどく敏感な部分を擦こすってくる。

「詞音様、隠しても無駄ですよ。後ろを刺激すると、前にも蜜が溢れてきます。その蜜もあとですすってあげます」

　前にも再び有恒の手がまわり、先端の窪みを指で探られた。

「ああ、あ、ふっ……あ、ああぁ」

　詞音は甘い声を上げながら、腰を揺らした。

　快感を得ていることは、もうごまかしようがない。淫らに反応してしまう自分が恥ずかしくてたまらなかった。

　それでも有恒に愛撫されるたびに、身体中が熱くなっていく。指の数を増やされ、時折、胸も刺激され、詞音の身体はこれ以上ないほど高められた。

「これだけ感じておられるなら、大丈夫ですね」

　有恒はそう言いながら、後こう孔こうに埋めていた指を抜く。

「は、あん……んぅ」

　詞音は甘い喘ぎを漏らすだけだった。

　そうして息をつく暇もなく、くるりと身体を表に返された。

　有恒はいつの間にか、上衣を脱ぎ、単の胸もはだけていた。逞しい胸が常より速く上下している。

　ふと視線を上げると、熱っぽく見つめ返される。

「さあ、足を大きく開いて」

　言葉どおりに大きく両足を開かされ、蕩けた狭はざ間まに、熱く逞しいものを擦りつけられる。

「あ……ん」

　詞音は思わず甘い吐息をこぼした。

「詞音様」

　囁いた有恒が、いきなりぐいっと腰を進めてくる。

　蕩けた蕾に硬い先端が突き挿さった。そして、いやというほど敏感な壁かべを抉えぐりながら、有恒の灼しやく熱ねつが最さい奥おうまでねじ込まれた。

「あ、あぁ……く、ぅ」

　身体中を埋め尽くされた衝撃で、詞音は大きく仰け反った。

「これで、全部繫がった。お望みどおり、たっぷり俺の精を注ぎ込んで差し上げましょう。口づけでは足りなかった。でも、俺の精を直接のみ込めば、あなたはいくらでも〝力〟を発揮できる」

　皮肉っぽく言った有恒が、詞音の腰を強く引き寄せる。

　さらに繫がりが深くなって、身体中からがくりと力が抜けた。

　狭い場所を無理やり開かれている。逞しいもので芯まで貫つらぬかれていた。

　極限まで開かれて、息を継ぐのも苦しくてたまらなかった。なのに、有恒と最後まで結ばれたことが嬉しかった。

「有恒……わ、私のそばにいて、ほしい……っ」

　詞音はしっかり有恒にしがみつきながら、喘ぐように口にした。

「詞音様」

　有恒は唸るように言って、いきなり腰を大きく動かし始めた。

　最奥まで届かせたものをぐいっと引き抜かれ、また勢いよくねじ込まれる。

「ああっ、あ、ああっ」

　激しく揺さぶられて、詞音は連続して高い声を上げた。

　有恒はいつも優やさしかった。こんなに荒々しい一面を見せるのは初めてだ。

　最奥を突かれるたびに、有恒と繫がっている部分が灼やけつくように熱くなる。

「ああっ、有恒……っ」

「詞音様」

「あ、あっ……ああっ、く、ふっ、あっ……」

　動きがますます激しくなり、詞音の腰を抱え込んだ有恒が、ひときわ強く最奥を抉る。　>>>♥

「くっ」

「あ、あぁ、くぅ────ぅっ」

　有恒の熱い飛ひ沫まつを大量に浴びせられ、詞音も同時にどくりと欲望を吐き出した。

　解放の衝撃が強すぎて、頭が真っ白になる。

「これだけ注いでおけば、しばらくの間保ちますよ。俺がいなくとも、あなたは〝力〟が使えるはず……俺のほうは、そうはいかない。我慢を重ねてきたのに、あなたはいとも簡単に俺をとらえてしまった。でも本気で抱けば、あなたは壊れてしまうかもしれない。だから、しばらくの間、あなたを自由にしてあげます」

　耳に届いた声は、何故か悲しげだった。

　けれども詞音は、それを確かめることさえできず、意識を遠のかせていた。
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　──詞音様を傷つけるつもりはなかった。ただ、あなたがどうしておられるか、この目で確かめたいと、それだけが望みでおそばに……。

　闇やみの中で誰かがひっそり囁いていた。

　ああ、これは有恒の声だ。でも、私は何をしているのだろう？

　──これ以上、そばにいると、俺はもっとあなたを傷つけてしまう。だから、…………ことにします。内裏に居座っている怨霊は、……の術で祓えるはず……。気をつけて……、いつも、あなたを見守って…………俺は、もう……、詞音様…………。

　待って。何？　聞こえない。

　声は徐々に遠くなっていく。

　詞音は焦り気味に手を差し伸べた。けれども何もつかまえられず、むなしく空を握りしめる。

　あたりは暗闇に閉ざされていた。しいんと静かで、なんの音もしない。

　そうか、これは夢だ。私は夢を見ているのだ。

　気づいたとたん、詞音はふっと目覚めた。

　きちんと夜着を着て、褥で眠っていた。だが、身体の芯にかすかな痛みがあり、それで詞音ははっと我に返った。

　慌てて上体を起こすと、ちょうど夜が明けようとしているところらしく、闇が薄まっている。

　詞音は懸命に視線を巡らせた。

　けれども、有恒の姿はどこにもなく、ひどく寂しい気持ちになる。

　昨夜、有恒と身体を繫げた。身体の最奥で、有恒の熱い迸ほとばしりを受けたのだ。たっぷり愛撫を受けた肌がまだ火ほ照てっているし、甘い疼きも残っていた。

　何度か瞬きをすると、羽根のようなものがいくつも浮ふ遊ゆうしているのが目に入る。害意はまったくないが、これも異形の類だろう。

　もしかして、有恒の精を受けたから、見えるようになったのか？

　そう思いついた詞音は、急いで褥から抜け出した。

　蔀しとみ戸どを開け、一番に覗いてみたのは庭の一角だ。

「まだ、いる……よかった……」

　今にも消えそうに薄まっているが、兄の式神はまだそこに立っていた。

　ほっとひとつ息をつき、今度は書庫へと足を延ばす。

　夢の中で有恒が、書庫の棚を指さしていたのだ。

　急いでその書庫に向かい、自分の手で灯りを灯した。

　雑然とした中で、詞音は迷わず奥の書棚へと歩み寄った。そして、何冊も重ねてある書物から、とりわけ古い一冊を抜き出す。

　何故かはわからないが、多くの本の中でこれのみが、かすかな光を発していたのだ。

　きっと有恒が印をつけておいてくれたのだろうと思う。

　手にしてぱらりとめくると、ぼうっと光っている頁に達する。

　詞音はそこに書かれた一説に、食い入るように目を走らせた。

　広大な国土を誇った大だい唐とう帝てい国こくで編へん纂さんされた民話集だ。ある古都で暴れ回っていた怨霊を、徳の高い僧そう侶りよが調伏した顚てん末まつが綴つづられていた。

　しかし、使われた真言の記述はない。

　なのに、何故有恒はわざわざこの書に印をつけていったのだろう？

　詞音は真剣に考え込み、しばらくしてはっとなった。真言そのものではなく、僧侶が用いた道具に意味があったのだ。

「ありがとう、有恒。これで、あの怨霊を調伏できるかもしれない」

　詞音はぽつりと呟いて、またひどく寂しい気持ちに駆られた。

　有恒はどうして朝までそばにいてくれなかったのだろう？

　ずっとそばにいてほしかったのに……。
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　夜が明け、着替えを済ませた詞音は、すぐに陰陽寮へと向かった。

　後ろには、兄の式神が従っている。書庫を出たあと、弱っていた式神に、自分の〝気〟を足してやったのだ。元が兄の式神なだけに、詞音の勝手にはならないが、それでもある程度の協力はしてくれるはずだ。

　通りを歩いていると、どこからともなく、ざわざわと小鬼が近づいてきた。どれも害意を持たず、詞音の気を引こうと、盛んに戯れかかってくる。

　空には何やら白い布のようなものも浮かんでおり、詞音は驚きで大きく息をついた。

　百ひやつ鬼き夜や行こうなどという言葉があり、都には妖が多く棲すみついているといわれていた。

　朝の光の中でさえ、こんなにたくさん見えるのだから、夜ともなれば、本当にすごいのだろう。

　世の中がこんなふうな光景だったとは、信じられない。まったく新しい世界が開けたようだ。これも有恒から精を受けたお陰だろう。

「さあ、邪魔をしないで道を空けておくれ」

　詞音が小さく呟くと、まとわりついていた小鬼たちが、さっと散っていく。

　大内裏の敷地内に入ると、そういった妖たちの姿もふっつりと消えた。陰陽寮の者たちが、強力な結界を張り巡らせているせいだ。

　天文部に入ると、すぐに奥村が顔を出す。

「今日は龍脈の調整に行くのでは？」

　詞音が首を傾げて問うと、奥村はにやりと口元をゆるめた。

「早く手を打ったほうがよかろうと、昨日、陽のある内に済ませてきました」

「そうか。それで、なんの障りもなかったのか？」

「蟷かま螂きりが一体、蝗いなごが二体出ました。しかし、ご指示どおり武官を伴っていきましたので、なんとか祓うことができました。龍脈もすぐに調整しましたので、今は池のような溜まりも解消しております」

　自じ慢まんげに報告する奥村に、詞音は思わず微笑んだ。

「さすがに手際がよいな。ご苦労だった。これでひとまず安心だ」

　褒められて悪い気はしないのか、奥村は幾分面おもはゆげにしている。

　だが詞音は、すぐに表情を改めて話を切り出した。

「実は、例の怨霊を祓う方法がわかったのだ」

「えっ？」

「ずっと、うちの書庫を探していたのだが、昨日、有恒が見つけてくれた。すぐに陰陽頭様に諮はかるつもりだが、術に使う材料が少し入手しづらいと思う。協力してくれるか？」

「もちろんです！　何を準備すればいいですか？　すべてこの奥村にお任せください。入手困難なものだろうと、必ず手に入れてみせます」

「頼りにしている」

　詞音は有能な側近に、心からの笑みを向けた。

　しかし奥村は、ふいに難しい顔になり、他にも何か言いたげな様子を見せる。

「何かあったのか？」

　詞音が問うと、奥村はようやく問題を明かす決意をしたらしく、すっと目つきを鋭くした。

「実は、詞音様について、よからぬことを言い始めた者どもがおりまして……」

「よからぬこと？」

「はい。先の右大臣家でのことです。詞音様が妖狐を使役されたことから、とんでもない邪じや推すいをする者が現れて……」

「有……いや、あの妖狐は確かに私を助けてくれた。しかし、私には妖狐を使役する〝力〟などないぞ」

「はあ、ですが、あの妖狐ならば、怨霊を退治できたはず。なのに、手心を加えたのは、あの場で滅するわけにはいかなかったせいだと」

「どういうことだ？」

　話が向かう先がまったく見えない。それに奥村は、ずいぶん言葉を選んでいるようにも感じる。

「あの怨霊は、先の天文博士、つまり詞音様の兄上土御門清良だと、そう言い出す者が……」

　聞かされた名前に、詞音は呆然となった。

「清良様は西方で亡くなられたのに、三の皇子はご無事だった。それを恨んで怨霊になったのだろうと……、それで詞音様は、怨霊となった兄上を庇うために、妖狐を使ってひと芝居打ったのだと」

「馬鹿な！　何もかもでたらめだ」

　詞音は悔しさとともに吐き捨てた。

「私もくだらぬ讒ざん言げんとは思います。ですが、連中は、詞音様が最初のうち怨霊退治に消極的だったのも、怨霊の正体を知っていたからだと言い出して」

　詞音は悲しい気持ちでため息をついた。

「兄上は生きておいでになる。私はそう信じている。しかし、兄上が生き霊りようになられるなど、あり得ないことだ。妖狐がどうして来てくれたのかは、私にもわからない。そなたは私を信じてくれるか？」

「大丈夫です。信じておりますよ。ですから、きっちり怨霊を調伏して、こんな噂など吹き飛ばしてください。あなたなら、それがおできになると思います」

「ありがとう、奥村」

　詞音はほっと安あん堵どしながら、奥村に礼を言った。
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「おい、土御門詞音が行くぞ」

「いかにも純真無む垢くといった顔をしているくせに、妖狐まで使役するとは恐ろしい……〝力〟が弱いと見せかけて、我らを騙だますつもりだったのだろうよ」

「妖狐を使って、見せかけの戦いを演じさせ、これからどうするつもりだ？」

「兄の怨霊に味方するなど、恐ろしいことをする」

　陰陽頭の許へと行く間、ひそひそと囁かれる噂が耳に入った。けれども、今はいちいち否定して回っている暇がない。

　詞音は唇を嚙みしめながら、陰陽頭の部屋に入った。

　そこには加納益人も同席しており、胡う乱ろんな目を向けてくる。

「陰陽頭様、こたびの怨霊を調伏する方法を見つけました」

　詞音はいやな視線を撥ね返し、陰陽頭だけを見つめて凜りんとした声を上げた。

「ほお、見つけたとは、どういう方法だ？」

　陰陽頭賀か茂も幸ゆき定さだは、横の益人を気にしつつも、まったりと問い返してくる。

「家の書庫にあった古い書物に、似たような記述があったのです」

　詞音は持参した書を取り出して、該がい当とう箇か所しよを見せた。

「ほお、土御門が所有していた書物か……どれ」

　幸定は興味深げに身を乗り出してくる。だが、益人のほうは腕組みをして詞音を睨みつけているだけだった。

「なるほど、これは有効かもしれんな」

　しばらくして、幸定が納得したように首を縦に振る。

　詞音はほっとしつつ、言葉を添そえた。

「念のため、宮中の方々には内裏を空けていただいて、有力な陰陽師が皆で協力し合えば、あの怨霊を祓うことができるかと……。術に使う材料は、奥村が集めます。あとは」

「暦れき部ぶで実行する日にちを決めればよいな？」

「はい、よろしくお願いします」

　詞音は深々と頭を下げた。

　が、その時、ふいに益人が怒ど声せいを放つ。

「おい、土御門。またぞろ邪魔をするつもりか？　おまえのせいで怨霊を取り逃がしたのに、今度はどんな手を使って、皆を騙すつもりだ？」

　ひどい悪口に、さすがの詞音も頰が強こわばった。

　陰陽寮中に広がっているという噂は、もしかしたら益人が言い出したことなのかもしれない。

「私が皆を騙すなど」

「ふん、あの怨霊はおまえの兄だ。陰陽頭の地位を乗っ取るつもりが、果たせずに命を落としたことが、よほど悔しかったのだろう。三の皇子様にも置き去りにされ、死体は魚の餌。それを恨んで怨霊となり、内裏に居座っているのだ」

　益人の言葉に、詞音はかっと怒いかりに駆られた。

「違います！　あの怨霊は兄ではない！　だいいち、兄はまだ生きてます。何か事情があって、都に戻ってこられないだけで、必ず生きています！」

「生きているなら、生き霊だろうよ」

「益人殿、いい加減にしてください。あの怨霊は兄ではない。数百という霊が集まって同化したものです。あなたにもそれが見えているのでしょう？　それなのに、何故、でたらめなことを言うのですか？」

　詞音は懸命に冷静さを保ちながら、益人を問い詰めた。

「賢さかしらな！　土御門の者は皆、そうだ。おまえも〝力〟がないと見せかけて、我らを騙した。あの怨霊が兄ではないと言い張るなら、妖狐を呼び出して始末させればいい。あんな妖力を持つ妖は、今まで見たこともない。妖狐を仕掛けないのは、あれが兄の怨霊で、消えては困るからだ。そうだろ？」

　益人はさも馬鹿にしたように叫ぶ。

「落ち着いてください、益人殿」

　興奮している益人を少しでも宥めようと、声をかけた時だった。

　あろうことか、いきなり益人が飛びついてきた。

「何もかも土御門のせいだ！」

「ああっ！」

　勢いよく床に倒され、詞音は思わず悲鳴を上げた。

　益人は目を血走らせながら、詞音の首に両手をかけてくる。

「清良め……おまえなど、こうしてしまえば……ははは、そうだ。最初から、こうしておけばよかったのだ」

「ううぅ……っ」

　ぐいぐい首を絞しめられて、詞音は細い呻きを漏らした。

「え、益人、な、何をしておる？」

　陰陽頭の狼狽したような声が聞こえたが、益人はさらに力を込めてくる。

　だが、途中でふと何かに気づいたように、目を光らせる。そのあと益人は、締めつけている詞音の首に舌を這はわせ始めたのだ。

「な、……く、う」

　首を絞められているのは変わりない。なのにべっとり唾液をこぼしながら、益人は気が違ったように詞音の肌を味わい始める。

　馬乗りで、あろうことか、熱を持った腰をぐいぐい押しつけられて、詞音は不快さに背筋を凍りつかせた。

「おまえ、甘い匂いがする。匂うぞ。男を誘ゆう惑わくする匂いだ。そうか、あの妖狐もこれで誘惑したのか……獣に尻を犯させて縛ったのか。ははは、そういうことなら、すぐに殺すのは惜しい。俺もたっぷり犯してやろう。始末するのは、それからでも遅くはなかろう」

　益人は完全に気がおかしくなっていた。

　背後で陰陽頭が肩を押さえようとするが、それをうるさげに振り払う。そして、片方の手だけで詞音の首を圧迫し、もう片方で下肢まで探ってきた。

　詞音は必死に足搔いたが、ぐいぐい首を絞められ、気が遠くなってしまう。

　だが、ふいにその拘束がゆるんだ。

「く、はっ……うぅ」

　詞音は荒い息をつきながら、後じさった。

　益人を羽交い締めにしていたのは、兄の式神だった。兄に命じられていたとおり、窮地に陥った詞音を助けてくれたのだ。

「放せ、式神！　俺を誰だと思っている？　そっちがその気なら、俺も今すぐ使役する獣を仕掛けるぞ！」

　益人は動きを止められながらも、まだ悪態をついている。

　そこへ声を張り上げたのは、陰陽頭だった。

「誰かおらぬか？　益人を取り押さえよ！」

　命に応じて、すぐに配下の陰陽師が入ってくる。

　五人がかりで取り押さえられ、益人はようやくその場から連れ出された。

　室内が静かになり、陰陽頭は急に老け込んだように背中を丸め、深いため息をこぼす。

「すまぬの……大丈夫か？」

「はい……大丈夫です」

　詞音は震える手で乱れた格好を直した。

　急に襲いかかられて、気が動転していたが、なんとか姿勢を正す。

「あれには才があったのだ。わしの子は皆、不出来での、跡を継げるほどの者はいなかった。益人はわしの遠とお縁えんじゃ。幼い頃、霊力が強いようだからわしのところに預けたいと、連れてこられたのだ。息子どもに失望していたわしは、益人に夢中になった。あれは何を教えても、砂に水が染みるように覚えていっての……」

　懐かしげに言う陰陽頭に、詞音は胸を衝かれた。

　出来の悪い子供だったのは、自分も同じだ。違うのは、兄のほうは天才だったこと。

「私も霊力には恵まれませんでした。でも、どうして益人殿ではなく、私を天文博士に推おされたのでしょう？」

　詞音はずっと不思議に思っていたことを訊ねた。

「ああ、それは上からのお達しだ。三の皇子様が、そうせよと仰せられたゆえ」

　陰陽頭は力のない声で答え、詞音は、そうだったのかと納得した。

　兄が行方不明になり、供を命じた三の皇子は責任を感じておられたのだろう。

　今度の事件が解決したら、一度自分自身で兄が行方不明となった場所を訪ねてみたい。その時、有恒が一緒についてきてくれたら、どんなにいいか……。

　詞音は有恒の端整な顔を思い浮かべながら、夢のようなことを切望した。

　益人に触れられたおぞましさがなかなか抜けない。だから、有恒の優しい手の感触が、よけいに懐かしかった。

　けれども今は、陰陽師としての役割を果たさなければならない。内裏に居座る怨霊の調伏を、第一に考えなければならなかった。
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　怨霊祓いの準備は着々と進んでいた。

　暦部で日にちを割り出し、奥村も材料となる蝶ちようを懸命に集めている。季節外れの蝶探しは困難を極めたはずだ。しかし優秀な側近は、しっかりと詞音の期待に応えてみせた。

　準備に追われる忙しい日々を送りながら、詞音の不安はたったひとつのことに集中していた。

　あの夜以来、有恒がふっつりと姿を見せなくなったのだ。

　最初のうちは抱かれた羞恥もあって、むしろ顔を合わせないことにほっとした思いでいたぐらいだ。しかし、それが三日、四日と続くと、不安でたまらなくなった。

　奥村に確かめると、有恒からは「病を得たゆえ、しばらく休む」と届けがあったという。

　詞音はすぐに見み舞まいにいこうと、奥村から聞き出した、有恒の屋敷を訪ねた。

　しかし、豪ごう壮そうな屋敷の門前で、途方に暮れてしまうこととなる。

　通用門の番人に有恒の所在を問うと、ありえないような答えが返ってきたのだ。

「皇子様は方かた違たがえで西方へお出かけになり、留守である」

　厳いかつい顔つきの家人が発した言葉に、詞音は首を傾げた。

「皇子様？　私は陰陽寮天文博士、土御門詞音。訪ねたいのは、陰陽寮学生の藤原有恒。こちらが住まいと聞いてきたのだが？」

「いかにもここは藤原有恒様のお屋敷だ。しかし、血迷ったことを言うでないわ。藤原有恒様は、恐れ多くも皇家のお血筋。陰陽寮の学生だと？　昼日中から、妖に化かされたのか？」

　呆れたように吐き捨てられて、詞音は呆然となった。

　有恒が皇家の血筋？　まさか、ありえない。藤原家からは、多くの姫君が入じゆ内だいされている。有恒も藤原と名乗っているからには、絶対にないとは言いきれない話だ。

　でも、有恒は常にひとりで供の者さえ見かけたことがない。もし有恒がそのように高貴な身分であるなら、安易にひとり歩きなどできるはずがなかった。

　詞音は、違う、と呟いて、強くかぶりを振った。

　だが、訝いぶかしげに様子を見ていた番人は、痺れを切らしたように槍やりを突きつけてくる。

「早く立ち去れ！」

　すげなく追い払われて、詞音は門前から退散するしかなかった。

　そして重い足取りで自分の屋敷に帰りつくまでに、ようやくひとつの可能性を見出した。

　有恒が妖狐であることは間違いようのない事実だ。

　有恒は人としての体てい裁さいを守るため、もしかしたら皇子の藤原有恒という名を借りているだけかもしれない。

　自分の屋敷の門をくぐった詞音は、力なく式神に訊ねた。

「有恒はどこへ行ってしまったのだろう？　わからないか、式神？」

「私にはわかりかねます」

「どうしてだ？」

「あのお方は、私など遠く及ばぬ高位の存在です。おそらくご自分で気配を断たっておいでなのでしょう。痕跡を辿るのは不可能です」

　式神の答えは丁てい寧ねいだが、どこかそっけない。

　詞音はふいに感じた恐怖で、思わず自分自身を抱きしめた。

　もし、このまま有恒が消えてしまったら、どうしよう？

　あんなに優しくしてくれていたのに、どうして急にいなくなった？

　そこまで考えて、詞音は首を振った。

　決まっている。私に嫌いや気けがさしてしまったのだ。

　有恒に抱かれて純粋に嬉しかった。有恒に抱かれれば強い〝力〟を得ることができる。実際に、今の詞音は神にでもなったかのような心地を味わっている。

　でもそれは、本当はどうでもいいことだった。〝力〟は欲しい。だけど、それを得るためじゃなくても、よかったのだ。

　危ないところを助けてくれた妖狐が、他の誰でもない、有恒だと知って心底嬉しかった。

　けれども、こんなふうに有恒が自分のそばからいなくなってしまうなら、妖狐であることも、知らないほうがよかった。

　もしかしたら有恒は、もう二度と戻ってこないつもりだろうか？

　手間のかかる自分に呆れ果て、完全に見放してしまったのだろうか？

　もう二度と有恒に会えなかったら、この先、どうすればいいのだろう？

　胸が痛くて、死んでしまいそうだ。詞音はへなへなとしゃがみ込んだ。

「兄上……有恒がいなくなってしまいました。……どうすればいいですか？」

　涙が溢れてきて、止まらなくなる。

「……有恒……、戻ってきて……、お願いだから……戻ってきて……、なんでも、そなたの言うとおりにする。……私に呆れているなら、もう近くにいなくていい。声もかけなくていい……ただ、時折、そなたの姿を見ているだけにするから……っ」

　詞音は自分を抱きしめて、小刻みに身を震わせながら呟いた。

　胸の痛みがひどくて、このまま息絶えてしまいそうだ。

　どうして、有恒の姿が見えないだけで、こんなふうになってしまうのか……。

　そして詞音は、今になって、胸の奥にあった想おもいに気づかされたのだ。

　そうか、私は有恒が好き、なのだ……。

　貴公子が美しい姫君を恋こうように……。

　いや、違う。姫君が、美しい貴公子を恋うるように、だ……。

　有恒が普通の人間でないことは、なんの障りにもならなかった。

　むしろ、本性があの美しい妖狐でいてくれて、嬉しいぐらいだ。

　いっそのこと、自分も狐に生まれればよかったと思う。そしたら、自然の摂せつ理りに従って、自分のほうから番つがいにしてくれと、迫っていけたかもしれない。

「有恒……、お願いだから戻ってきて……。有恒に会いたい……会いたいのだ……」

　詞音は気づいたばかりの想いを胸に、ずっと長い間、その場で蹲うずくまっていた。
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　有恒がふっつり姿を消してから、さらに七日が経った。

　そして、いよいよ今日、怨霊を調伏することになっている。

　主導は天文博士土御門詞音──。

　陰陽頭からの発表が早々に行われ、また加納益人が賀茂家で拘束されているとのことで、表立って反対する者は誰もいなかった。

　帝をはじめ、主立った宮家の方々は、かなり前から内裏を離れている。内裏の中は無人と化し、それを取り巻く場所には大勢の武官が配置された。

　大内裏に設けられた十四の門にも、武官と結界を守る陰陽師がついている。すべて、怨霊を取り逃がさないための措そ置ちだ。

　陰陽寮は内裏からさほど離れていない。その庭では常に、怨霊を抑えておく真言が唱えられていたが、今日はそこに、特別製の天壇が据えられていた。

　詞音は潔斎を済ませ、白の装束に身を固めて、術を行う時刻を待っていた。

　烏帽子は被らず、癖のある髪は後ろでひとつに結んでいる。手に持っているのは、精せい魂こん込こめて書き上げた呪符だ。

　有恒と肌を合わせてから、十日以上が経っていた。体内に取り込んだ妖狐の〝気〟がどこまで保ってくれるかわからない。すでに弱まってきている感じもあって不安が募った。

　しかし、ここで失敗したら、それこそ有恒に申し訳ない。

　詞音はただ有恒のことだけを想いながら、押し寄せる不安に耐えていた。

「時刻でございます。どうぞ、お出ましを」

　白の斎服を着て烏帽子を被った奥村が、神しん妙みような顔で告げにくる。

　詞音はゆっくり頷いて、天壇へと向かった。

　時刻は午うまをまわったばかりだが、空模様は極めてあやしい。雲が低く、今にも雨が落ちてきそうな空だ。

　この役目をやり遂げたなら、有恒が戻ってきてくれるのではないか。

　詞音を支えていたのは、その想いだけだった。

　詞音はまぶたを閉じ、有恒の顔を脳裏に思い浮かべた。

　有恒、私を見守っていてくれ。必ずやり遂げてみせるから──。

　そう強く念じて、まぶたを開ける。

　詞音は右手を天に翳し、まわりにいる陰陽師たちに真言開始の合図を送った。

「ノウマクサマンダ、バザラダンセンダマカロシャダソワタヤ……」

　身の内にこもる妖狐の〝気〟を、外へと強く発しながら迷いなく真言を唱える。

　まわりにいる陰陽師たちも、詞音に合わせて真言を唱え始める。

　その真言がひときわ高くなった時、護摩の火の中に、蝶の鱗りん粉ぷんが投じられた。

　中国の書物には、蝶の鱗粉には怨霊を眩げん惑わくする効果があるとの記述があった。

　真言と眩惑効果、二重の縛りで怨霊の動きを止め、一気に調伏を行う手筈になっている。

　一心不乱に真言を唱えていると、内裏の清せい涼りよう殿でんの屋根に、黒々とした霧が出現した。真言と鱗粉とで、隠おん形ぎようしていられなくなったのだ。

　姿を現した怨霊は、すぐに形ある黒い雲へと変わっていく。

　胴体も手足もないのに、ばっくり裂けた口だけがあるという、おぞましい姿だ。それが、間を置かず真っ黒な四つ肢あしの獣になる。

　詞音はさらに集中して、真言を続けた。札を使うのは、もっと縛りをきつくしてからだ。事を急せいては、また怨霊を取り逃がしてしまう危険がある。

　──グルシイ、ナニヲスル……ヤメロヤメロ……。

　鱗粉と真言は確かに効いている。黒い獣は清涼殿の上空で、苦しげにのたうち回っていた。

　まるで怨霊の獣が呼び寄せたかのように、空一面が黒雲に覆われる。そして、鋭く稲妻が走り、バリバリッドオォーンと凄すさまじい音が響き渡った。

　落らく雷らいの影響か、突風が吹きつけて、護摩の火がめらめらっと大きく燃え上がる。

「ああっ」

　近くにいた陰陽師が、思わず飛び退のいたほどの火勢だ。しかも一箇所だけではなく、護摩の火は次々と強くなっていく。

　まるで何者かに操られているかのような異常な燃え上がり方だった。火は近くの供え物にも燃え移り、あたりは騒そう然ぜんとなる。

　詞音はこの事態にも動じず一心不乱に真言を唱えていた。

　しかし、何故か上空で捕とらえていたはずの怨霊が、いきなり〝力〟を取り戻す。

　獣の体たい軀くは瞬く間に十倍ほどに膨れ上がった。それと同時に、あろうことか護摩の火が、意思を持ったように陰陽師に襲いかかる。

「うわあっ！」

「うわ──っ」

　火か焰えんに巻かれた陰陽師たちは、悲鳴を上げて逃げ惑っていた。

　整然と整えてあった場が、めちゃくちゃに荒らされる。

　このままでは怨霊を調伏するどころではない。

　恐おそろしさで身を強ばらせていると、そこに突然、益人の哄こう笑しようが響き渡った。

「わはははは……燃えろ、燃えろ！　全部、燃やし尽つくしてしまえ！」

「益人殿どの！」

　髪を振り乱した益人が、陰陽寮の屋根の上に立っていた。

　護摩の火を燃え上がらせたのは、益人に違いなかった。護摩の効き目はともかく、これではせっかくの鱗粉が全部吹き飛んでしまう。

　怨霊はそれで勢いづいたのだ。

「誰か、益人殿を取り押さえて！」

　詞音は声を張り上げたが、混乱を極めている陰陽師たちは、右往左往しているだけだ。

　しかも怨霊の動きがさらに活発になっている。

　空に目を向けると、黒の獣となった怨霊に、他ほかの小さな怨霊も無数に引き寄せられていくのが見えた。

　あれでは怨霊はもっと巨大になる。

「わははは……清良よ、もっと暴れろ。全部壊してしまえよ。さあ、どうした？　おまえは三の皇子を恨んでいるのだろう？　俺も手伝ってやる。だから、心置きなく暴れるがいい」

　気が触れたように喚く益人に、もはや道理は通じなかった。

　それこそ怨霊のように、完全に己の考えだけに取り憑つかれている。

　呪符を使うしかない。とにかく、有恒が体内に残してくれた、ありったけの〝力〟を込めて、呪符を使う。それしか、事態を収める方法はなかった。

　詞音は真言を唱えながら、朱しゆ文字が書かれた呪符を取り出した。右手に五枚、左に五枚。扇おうぎのように広げて空に翳す。

「天の御力をお借りして、命ず。疾とく交わりを解き、大人しく冥めい界かいへ去れ！」

　声を張り上げたと同時に、さっと呪符を叩きつける。

　十枚の呪符は鋭く矢が放たれたかのように、怨霊を目がけて飛んでいく。そして黒い獣の身体に突き刺さった。

「グオォォォォォ──ッ！」

　怨霊は断だん末まつ魔まのような咆ほう吼こうを放ち、激しくのたうち回っている。

　詞音はその様子から目を離さず、次の呪符を用意した。

　しかし、それを放とうとした時、右手に強い衝撃を受ける。礫つぶてのようなもので打たれたのだ。

「くっ！」

　必死に呪符を放ったが、右手の五枚は狙いが狂った。

　半数の呪符をくらった怨霊は、詞音を敵と見定めて、いきなり飛びついてきた。

　天壇に倒されながら、とっさに〝力〟を放って獣の牙から逃れる。だが怒り狂った獣は、二度、三度と間断なく攻撃を仕掛けてくる。

　しかも、先ほどの礫がまた霰あられのように降ってきて、詞音はどうしようもないところまで追いつめられた。

　兄の式神が屋根まで飛び、益人の攻撃を邪魔している。

　しかし、目の前に迫った獣の牙は、もう防ぎようがなかった。

「有恒っ！」

　詞音は恋する者の名を呼びながら、目を閉じた。

　そのせつな、張りのある美声が朗々と響き渡る。

『それは、我が番つがい。触れることは許さぬ！』

「！」

　次の瞬しゆん間かん、詞音は大きなものに咥くわえられて、空を舞っていた。

『背中に乗れ』

　これは紛れもなく有恒の声だ。

　詞音はどっと涙を溢れさせながらも、命令に従った。口に咥えられた体勢から、懸命に首筋にしがみつく。有恒が前まえ肢あしで押し上げてくれたので、なんとか背に乗ることができた。

　詞音はしっかりと太い首に抱だきつく。

　純白の被毛が頰に触れると、この上ない安心感に包まれる。今がどんな時かも忘れて、ずっとこのふわふわした首筋に、顔を埋めていたかった。　>>>♥

「有恒、来てくれて、あ、ありがとう！　ど、どんなに待っていたか。わ、私はそなたを」

『話はあとだ。先にあれを始末しよう』

「わかった。でも、どうすればいい？」

『俺が牙で細切れにする。小さくなった個体に一枚ずつ呪じゆ符ふを使って倒せ』

「わかった」

『両手を使っていいぞ。俺は絶対に落とさない』

「うん……わかった」

　詞音はこくりと頷いて、それから慌てて涙の溜まった目尻を拭った。

　有恒が一緒に戦ってくれるのだ。怯ひるんでいる場合ではない。

『行くぞ』

　有恒は短く声をかけ、ひときわ高く跳ちよう躍やくした。

　間近に迫った怨霊に牙を立て、次々に引き裂いていく。

「グワッ、グウゥゥ！」

　怨霊は気味の悪い声を上げながら、分断されていった。

「調伏！」

　詞音は必死に呪符を叩きつけ、調伏の真言を唱える。

　小さくなった怨霊は、簡単に消え失せた。

　その後も次々と調伏を行い、黒い固まりを端はしから片付けていく。すべてが終わるまで、さして時間はかからなかった。

　雷らい鳴めいが轟とどろいていた空は、いつの間にか分厚い雲に裂け目ができ、そこから陽の光が射し込んでいた。扇の骨のような光の線は、見る見るうちに幅を広げていき、空全体が明るくなる。

　下方では、陰陽師たちが空を指さしながら、互いに抱き合ったり、飛び跳ねたりしている。

　詞音はほっと息をつき、改めて有恒のふさふさした首にかじりついた。

「有恒、急にいなくなるのは、もういやだ。そなたの姿が見えなくなって、どんなに悲しかったか……寂しくて、寂しくて、死んでしまいそうだった」

『…………』

「だから、もういなくならないで……ずっと私のそばにいてほしい。いや、違うな。ずっと有恒のそばにいていいだろうか？　あ、〝力〟が欲しいからじゃない。〝力〟はなくてもいい。妖が見えなくてもいい。ただ、有恒のそばにいたいだけだ」

　これを逃せばもう機会はないかもしれない。だから詞音は、ふさふさした被毛にぎゅっと顔を押しつけ、胸にある想いをすべてぶつけた。

　こんな真似をして恥ずかしかった。でも、何も言えずに、また有恒がいなくなったとしたら、そちらのほうが怖こわい。

『〝力〟はいらないのか？』

「うん、いらない」

『それは……俺が困るな』

「えっ？」

　思いがけない言葉に、詞音は息をのんだ。

『詞音の身体はどこも甘い。極上の甘さで俺を蕩けさせる。一度味わえば、甘い毒のように癖になる。だから、これからも毎晩抱かせろ。それならいいぞ』

　何かとんでもないことを言われたようで、詞音はかっと頰を染めた。

　人間でいる時の有恒は、丁寧な話し方をするのに、妖狐の有恒はかなり不ふ遜そんな性格らしい。

『どうした？　契けい約やくするのか、しないのか？』

「……する」

　詞音は恥ずかしさのあまり、蚊が鳴くような声で答えた。

『では、さっそく契約を交わそう。このままおまえの屋敷まで飛んでいくぞ』

「えっ、ちょっと待って。下は大変なことになっている。後始末を手伝わないと」

　詞音は慌てて言い募った。

『後始末は役立たずの陰陽師どもに任せておけばいい。益人も捕らえたようだから心配ない』

　有恒はそう言い放ち、大きく空を蹴けった。

　見る見るうちに下方の景色が小さくなる。

　空を飛翔する純白の妖狐と詞音の姿は、その後長く語り継がれることとなった。

　しかし、今の詞音には、知りようもないことだった。
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「有恒……っ」

　褥に寝かされた詞音は、恥ずかしさで身をよじった。

　純白の妖狐の背に乗せられ、土御門の屋敷に戻ってきた。有恒は詞音を背から下ろすと、すかさず人間の姿に戻った。そして、いきなり詞音を横抱きにして、寝所に連れ込んだのだ。

　色々と聞きたいことや訴えたいことがあったのに、すぐさま裸に剝むかれてしまい、詞音はどうしていいかわからなかった。

「詞音様はやはり甘い……身体の隅々まで、どこを舐なめても極上の甘さだ」

「やだ、有恒。そんなところまで……っ」

　有恒は言葉どおり、本当に身体中に舌を這わせてくる。

　首筋から耳の穴、脇わきの下、臍へそ、そして、つんと尖った乳首、肢の付け根、手や足の指まで丁寧に舐め尽くされた。

「あ、あっ、あぁ……ふ、くぅ」

　有恒の舌で、身体中が過敏になり、詞音は甘い喘ぎを上げるだけになる。

　でも、恥ずかしいけれど、もっと触れてほしいところがあった。

　有恒にちょっと口づけられただけで硬く張りつめ、蜜を溢れさせている場所に触れてほしい。

　詞音は無意識に腰をくねらせ、つんと乳首を尖らせた胸を誘うように有恒の手に押しつけた。

「なんと、おねだり、ですか？」

「ち、違う……」

「可愛いですね」

　詞音の言葉にはまったく取り合わず、有恒はにやりと口元を綻ばせる。

「ん、……もう、いやだ」

「詞音様は俺だけの番になる。だから、隅々まで存分に甘さを確かめさせてください」

「うぅ、……番、……本当に、私でいいのか？」

「詞音様こそ、俺は獣の血を持っているのに、よいのですか？」

　ふと真ま面じ目めな表情になった有恒が、上からじっと見つめてくる。

　妖狐の時は青かった双眸が、今は黒曜石のような煌きらめきを放っていた。

「有恒は有恒だろう。私は白狐のそなたも好きだ。ふさふさしてて、気持ちいいし」

　思わず本音を告げると、有恒はくすりと笑う。

「あなたは、昔から、もふもふしたものがお好きなようだった」

「えっ、それって」

「ええ、予測はしておられたでしょう。俺はあの時、あなたに傷薬をつけてもらった狐です」

「でも、あれはすごく小さな子狐だったけど？」

「あの時、俺は藤ふじ原わらの房ふさ兼かねが張り巡らせた罠に嵌まって不覚を取った」

「藤原房兼？　それは右大臣の？」

　その名を出しただけで、有恒はいやそうに眉根を寄せる。

「薄々俺の本性に気づいた右大臣は、俺を手中に収め、便利に使える駒こまにしようと目もく論ろんでいた。油断していた俺は、罠に嵌められ不覚を取った。それで仕方なく穏形で龍脈をとおって、あの場所まで逃げてきたところだった」

「右大臣は、そなたの〝力〟を手に入れようとしたのか？」

　最初に有恒が妖狐の姿を見せたあと、しつこく使役しているのかと訊ねられたのは、そのせいだったのだ。

「〝力〟だけではない。俺の体内に流れている人間の血にも興味を示していた」

　いっそう険しい表情になった有恒を見て、詞音はふと有恒の屋敷を訪れた時のことを思い出した。

「まさか、その人間の血は……皇家の？」

「人間風情の血がどうあろうと、俺には関係ない。もっとも、少しは利用させてもらっているが」

「でも、そんな……っ、も、申し訳ありません」

　詞音は焦って身を起こそうとした。

　有恒が高貴な身分であることがわかって、こんなだらしない格好ではいられない。

　だが、当の有恒は、もがいた詞音をあっさり押さえつけてしまう。

「どうした？　何故、逃げようとする？」

「だって、そなたは皇子、なのだろう？　こんなはしたない真似はっ」

　羞恥で顔を真っ赤にして言い募ると、有恒は鼻で笑う。

「ふん、人間の血など、俺には関係ないと言っただろう。子狐の姿だった俺は、龍脈から出た先で、子供に見つかってしまった。その子供があまりにもいい匂いをさせていたので、それ以来、すっかり虜となっている」

「いい匂いって、どういう意味？」

　思わず問い返すと、有恒は極上の笑みを浮かべながら顔を伏せてくる。

「身体からももちろんいい匂いがする。しかし、俺を虜にするのは、魂たましいが放つ甘い匂いだ。甘いあなたを、いつかは手に入れ、隙すきがあれば番にしたいと、強く願わずにはいられなかった」

　有恒はそう囁いて、再び詞音の首筋に舌を這わせてくる。

「ま、待って、あっ、あ……ぅぅ」

　詞音は有恒を押し止めようとしたが、敏感な部分に吸いつかれ、それもできなくなる。

「あなたを手に入れたかった。しかし、忘ぼう恩おんの徒にはなりたくない。最初はあなたを守ることに専念しようと思っていました。大人しく、我慢に我慢を重ねていたというのに、あなたときたら、無防備に懐なついてきて」

　乱暴だった物言いが、再び丁寧になる。

「あ、有恒……」

　明かされた事実に、詞音は目を見開くが、すぐにまた有恒の愛撫が再開された。

　今まで散々焦らしていたくせに、有恒は指でくいっと胸の先端を押し潰し、そのあといきなり口に含んだ。

　ちゅうっと吸われると、たまらない疼きが身体中を駆け巡った。

「ああっ」

　先端を舌先で丁寧に舐められると、身体中がびくびく震えた。弄られているのは胸なのに、身体の奥からたまらない疼きが湧わき起こる。

　なのに有恒は腫れ上がった先端に、歯まで立ててきたのだ。

「やっ、あぁ」

　大きく仰け反ると、有恒はようやく胸から口を離す。

「詞音様、もっと先に進めていいですか？」

　間近で顔を覗き込まれ、切せつ迫ぱくした調子で問われる。

　恥ずかしさは頂点に達していたけれど、詞音はこくりと頷いた。

　有恒がどのように高貴な身分であろうと、また、どのように高位の存在であろうと、慕う気持ちは止められない。

　有恒とひとつになる喜びを知っている。だから拒こばみようがなかった。

　上体を起こした有恒は、まとっていた単をゆっくり脱ぎ捨てる。

　あらわになった逞しい身体に、詞音は目が釘付けになった。

　妖狐の姿も美しいが、人間の身体も見応えがあって、うっとりしてしまう。

　しかし、肌をさらした有恒は、いきなり詞音の両足をつかんで大きく開かせたのだ。

「有恒……や、だ……っ」

　思わず拒否しかけると、ゆるゆると宥めるように腿の内側を撫でられる。

「ここはもう熱くなっておいでです。いやではないでしょう？　こんなに蜜も溢あふれている」

「やだ……」

　見られているのは、しっかりと張りつめていた花芯だった。有恒の視線を感じただけで、先端にはじわりと蜜が溢れてくる。とんでもない淫らさに、詞音は身悶えた。

「嬉うれしいですよ、詞音様。俺を欲しがってくださって」

「あ、有恒……」

　大きな手に包み込まれ、ゆるゆる駆り立てられると、詞音の花芯はさらに張りつめてしまう。

　先端の窪みに滲んだ蜜を指先で拭われ、詞音はどうしようもなく腰を揺らすだけだった。

　だが、有恒はその濡れた指を後孔の窄まりまで滑らせてくる。

「早く詞音様を味わいたい」

　有恒は掠れた声を出しながら、長い指を強引に狭間に潜り込ませてきた。

「あ、ふっ……く、うぅう」

　異物を咥え込まされる感触に、詞音は思わず眉根を寄せる。それでも有恒は止まらずに、根元まで指を押し込んできた。

「やはり、ここも熱くなっている」

　有恒が、蕩け具合を確かめるように指を出し挿れする。最初はきつかったそこが、有恒の動きに合わせるようにゆるんでいく。

「や、ああっ……や、んぅ」

　詞音が甘い喘ぎを漏らし始めると、有恒は狙ったように、一番敏感な部分を指で抉ってきた。

「ああっ、……うぅ」

　そこを刺激されただけで、ひときわ高い声が出てしまう。

　なのに有恒は、満足げに口元を綻ばせ、集中してその場所を攻めてくる。

「淫らな顔がいちだんと可愛い。甘い匂いもいちだんと増して、たまらない」

「ううっ、……く、ふ……っ」

　詞音は潤んだ目で必死に有恒を見つめた。

　はしたない様を子細に見られているようで、死にそうなほど恥ずかしかった。それでも、これから有恒と身体を繫げるのだと思うと、喜びがひたひたと押し寄せてくる。

「詞音様、もう我慢が利きません。よろしいですか？」

　有恒はぐるりと指を回しながら、許可を求めた。

「あ、有恒……、は、早く……っ」

　詞音は恥ずかしさを忘れ、震える手を伸ばした。

　すると有恒が、いきなり中に入れていた指を引き抜く。

「ああっ」

　敏感な壁が強く擦られ、詞音はひときわ高い声を放った。

「今日は正式に契約を結びましょう。獣は後ろから繫がるもの」

「え、何？」

　問い返したと同時に、腰こしをつかまれ、ぐるりとうつ伏せの体勢を取らされる。

　詞音は、無意識に前へと身体を逃がす。だが、有恒の手ですぐさまぐいっと腰を戻された。

「詞音様、いいですね？」

「うぅ、有恒……」

　懸命に頷くと、有恒は指で無理やり窄まりを広げ、熱く漲みなぎったものを押しつけてきた。

　そのまま太い先端がねじ込まれ、詞音は大きく背中を反らした。

　有恒はゆっくり腰を進めてくる。

「やっ、ああ……ぁ、う……うぅ」

　太い灼しやく熱ねつで強引に身体を開かれていく感覚に、掠れた悲鳴が上がった。

　それでも有恒は止まらずに、最後まで詞音の中に収めてしまう。

「つらかったですか、詞音様？」

「ううん、だ、大丈夫……。でも、そなたのは、熱い……、火傷しそうだ……」

「ええ、それだけ詞音様を欲しがっているのです。それに詞音様だって、熱くうねっている」

　背後から覆い被さった有恒が耳元で囁く。

　熱い息がかかっただけで、詞音はぶるりと腰を震わせた。

「あ、ん……、っう、く……」

「気持ちいいですよ、詞音様。今、ぎゅっと締めつけてきましたね」

「や、違う……そんなこと、しない……っ」

　詞音は泣きそうになりながら、細い首を振った。

「詞音様……あなたは俺だけの番だ。もう他の者には触れさせない」

　有恒はゆっくりと腰を突つき上げてくる。

　ひときわ敏感な部分が硬かたくて太い先端で擦られると、奥深くから快感が湧き起こり、身体中に伝わる。

「あ、あぁ……んぅ」

　甘い呻きを漏らした詞音を、有恒はさらに深く貫いてきた。

　そのうえ前に回した手で、乳首と花芯まで弄られる。

「詞音様、たっぷり感じてください」

「やあ……っ、くふ……っ、うぅ」　>>>♥

　深く突き挿したまま、ぐるりと腰を回され、ひきつれた壁からまた新たな快感の波が広がる。

　悦えつ楽らくの深さに、自分が自分でなくなっていくような気がして、怖かった。でも、繫がっているのは有恒だ。

「詞音様……あなただけだ」

　快感の波にさらわれて、意識が飛びそうになっていた時、ふいに有恒の声が耳に届く。

「……あ、有恒……わ、私も……、そ、そなただけ」

　答えた詞音の言葉は途中で途切れた。

　有恒がいきなり動きを速めたのだ。

「もう絶対に離しはしません。あなたは俺だけの番。もう逃げられませんからね」

「ああっ、に、逃げたり、しないっ、や、あ……っ、あ、あっ」

　激しく腰を揺さぶられ、詞音はただ嬌きよう声せいを上げるだけになった。











十






「あんなに若いのに、妖狐を使役するとは……」

「さすが、土御門の血筋ということか……。あの様子では清良殿より霊力が上かもしれないな」

「益人殿はどうなった？」

「ああ、さしもの陰陽頭も庇いようがなく、厳重に結界を張った牢ろうに繫がれているとか……」

「今後、天文博士には絶対に逆らうまいぞ」

　いつもどおりの仕事を済ませ、陰陽寮を出ようとした時、そんな囁き声が聞こえてくる。

　詞音はふうっとひとつ息を吐いたが、歩みは止めなかった。

　妖狐は使役していない。自ら助けてくれたのだ。何度もそう言ったのだが、誰も信じてくれなかった。有恒に悪い気がして仕方なかったが、本人は事実なのだから気にするなと言う。

　そして、その有恒は、病が快かい癒ゆしたと、あれ以来、毎日詞音について回っていた。しまいには奥村も呆れ果てるほど、詞音につききりで、まめまめしく世話をしてくれている。

　右大臣は相変わらず虎こ視し眈たん々たんと有恒を狙っているらしいが、よほど怖い目に遭あわされたことがあるのか、直接何かを仕し掛かけてきたりする様子はない。

　内だい裏りも静けさを取り戻し、このところ都にはなんの騒ぎも起きていなかった。

「問題がなければ、もう屋敷に帰ろう」

　背後を振り返ってそう言うと、有恒は端たん整せいな顔に笑みを浮かべる。

「かしこまりました」

　詞音は有恒の貴公子然とした姿に目を細め、それから前を真っ直ぐに見据えて陰陽寮から外へと歩を進めた。

　屋敷は近いので、車は使わない。いつもどおり徒で、大内裏の門を出る。

　逢魔が時にはまだ少し間があって、大通りにはきれいな夕陽が射していた。

　ふと視線を落とすと、足元にまた多くの小鬼が戯れかかっている。

「うるさいぞ、おまえたち。この人は俺の番だ。気やすく触れるな。散れ！」

　有恒のひと言で、まとわりついていた小鬼たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出していく。

　今の詞音には、その姿が微笑ましいと思う余裕があった。

　これも、すべて有恒がそばにいてくれるからだろう。

「詞音様、早くお屋敷にお戻りを。今頃、よい知らせが届いているはず」

　さりげなく告げられた言葉に、詞音は首を傾げた。

「よい知らせ？」

「西国からですよ」

　詞音ははっとなり、次の瞬間、走り出していた。

　息を切らせて邸内に飛び込むと、ちょうど使用人が文ふ箱ばこを受け取っているところだった。

「どこからだ？」

　乱暴に文箱を奪うばい取り、急いで中を検あらためる。

　紙面に目を走らせ、詞音は涙を流した。

　文ふみは兄の清良からだった。

　──詞音、さぞ心配させていることだろう。私は無事でいる。今までなんの知らせも送れなかったこと、許してほしい。海中に投げ出され、私は長い間記き憶おくを失っていたのだ。そんな時、ある人物が私に会いに来てくれた。でも、その人は普通の人間ではない。そなたは覚えているだろうか。子供の頃、そなたは子狐を助けたことがあるだろう。あの子狐だよ、私に会いにきたのは。しかし今は子狐などではなく強大な〝力〟を有する妖狐とでも呼んだほうがよい高位の存在となっている。妖狐はそなたが心配しているから都に戻れと言いにきたのだ。その妖狐と何日か過ごし、私は徐々に記憶を取り戻すことができた。詞音、何もかもそなたのお陰だ。妖狐はそなたを案じればこそ、西国まで私を捜しにきてくれたのだ。妖狐が去ったあと、私はさらに快復し、ようやくこうして文を認したためることができるようになった。今、都へ戻るための旅たび支じ度たくを調えている。もうすぐそなたに会える。だから、今しばらく待っていてほしい。

　兄は無事だった！　生きていた！

　そして、兄を取り戻しに行ってくれたのは、有恒だったのだ。

　詞音はさらにどっと涙を溢れさせながら、逞たくましい長身にしがみついた。

「有恒……ありがとう！　都からいなくなったのは、兄上を捜しにいってくれたからなのだな？　私は何も知らなかった」

「これで、あなたを寂しがらせた埋め合わせになりますか？」

　こくりと頷いた詞音を、有恒がしっかりと抱きしめてくる。

　こうして縋すがりついているのは、妖狐の本性と高貴な血を合わせ持つ男。自分はその男と正式に契約を交わし、番になった。

「有恒……お願いがある」

「なんでしょう？」

「あとで……夜になったら、……のそなたを撫でさせてほしい……」

　有恒はくくくっと忍び笑いを漏らす。

「仰せのままに。しかし、あなたは本当に、ふさふさした毛がお好きなのですね。でも、撫でさせてあげるには、お返しも貰わないと……あなたの甘さ、たっぷり堪能させてください」

　囁いた有恒に、詞音は頰を染めて頷いた。

　そうして、有恒がそばにいてくれる幸せを、しみじみと天に感謝した。





──　終　──　









　あとがき




『妖狐に嫁入り～平安あやかし奇譚～』、お手に取っていただき、ありがとうございます。平安風の世界観で、タイトルどおり健気な陰陽師が妖狐に嫁入りする、というお話でしたが、いかがだったでしょうか？　平安風とはいうものの、例によって組織としての陰陽寮や陰陽師、そして呪術や呪文などは、すべてマイ設定となっておりますのでお許しください。

　今回、妖狐と陰陽師という組み合わせでしたが、ストーリー展開の都合上、もふもふ成分が不足気味かなという気がしております。機会があれば、もっとラブラブもふもふしているふたりの後日談など書いてみたいです。イラストは六りく[image: ]ろかえで先生にお願いしました。いつもどおり、いやそれ以上に、有恒が超かっこよくて、詞音もイメージにぴったり。キャララフをいただいた時から舞い上がっております。ステキなイラスト、本当にありがとうございます。

　お世話になったふたりの担当様、制作関係の方々も、ありがとうございました。

　最後になりましたが、いつも応援してくださる読者様、本書が初めての読者様も、数ある本の中からこの一冊を選んでいただき、本当にありがとうございました。次回作は、本書に続いて『平安あやかし奇譚』になる予定です。次の機会にも、またお会いできることを心より祈っております。


秋山みち花　拝　　
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